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〔年会会場へ〕

⑧ 

〔懇親会場へ〕

交通の御案内

③ 

① 

交 通

年会会場(東京大学教養学部，東京都目黒区駒場3-
8-1)は井の頭線渋谷より 2つ目の「駒場東大前」に
あります。急行は停りません。御注意下さL、。必ず各

駅停車にお乗り下さL、。

JR山手線①コ-=-二

地下鉄線一一一ー

①銀座線

②丸の内線

③半蔵門線

④千代回線

⑤新玉川線

私鉄線+十+→

@井の頭線

⑤小田急線

@東横線

懇親会場 (i東急ゴールデンホールJ.渋谷東急文化会館7階)は JR渋谷駅前です。年会会場から20分ほどの
ところです。

井の頭線渋谷駅改札口を出てすぐ右手の階段を降り，連絡橋下の横断歩道を渡って東急百貨庖東横庖内に入っ

て直進して，いったん外に出，再び連絡橋下の横断歩道を渡ると渋谷東急文化会館前に着きます。(矢印の通り)

映画館左手に大きな入口がありますが，そこからは入らず，矢印のように外を通って右手に行き， ゴールデン

ホール入口のドアから入り，エレベータで7階までおいで下さL、。

(同会館北側jのエレベータ (x)からは行けませんので御注意下さい。)

樫翌

年会会場から

至二子玉川 正1

東急ゴールデンホール(渋谷東急文化会館7F) 
Tel 03-409-4181 

高速道路

宮益坂 至青山

-------地下鉄銀座線
N 

至青山



東京大学教養学部案内図

¥/レ戸::::=
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〔年会会場〕

東京大学教養学部12号館および13号館

干153東京都目黒区駒場3-8-1

一j~b:::ミミ===.::::::、Ji 

電話 (03)467-1171 内線418，431 (期間中，緊急の場合だけ御利用下さL、)

〔関連会議〕

評議員会:102号館

常任評議員会，編集委員会，編集実行委員会:15号館
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〔年会会場〕

一般講演

屋上

12号館

A会場 13号館2階

B会場 13号館2階

C会場 13号館2階

D会場 13号館3階

E会場 12号館2階

F会場 12号館2階

〔シンポジウム会場〕

S会場 13号館 l階

13号館



。講演者へのお願い

1.一般講演の時聞は13分です。時間厳守をお願いします。

2. スライドは会場入口のスライド係に，講演30分前までに渡してください。終了後はその日のうちに係から

受けとってください。

3.スライドは35ミリに限ります。図のように記号およびマークをお願い

します。プロジェクターは一台です。

4.重複して使用するスライドは，必ず同じものを必要枚数作り，映写順

序に用意して下さい。

5.0HPの準備はし、たしません。

6.次演者は必ず「次演者席」に着席してください。

7.一般講演の時間指示は，講演開始後10分で l鈴， 13分で2鈴(講演終

了)， 15分で3鈴(討論終了)です。厳守してください。

。参加者へのお願いとお知らせ

1.受付で，名札，講演要旨集，懇親会券などをお受け取りください。

2.会場では，会期中必ず名札をつけていてください。

3.年会実行委員と関係者はリボンをつけています。

4. 13号館 l階受付の近くに連絡板を設けますので，ご利用ください。

5.休憩室には湯茶，コーヒー，紅茶などを用意しますのでご利用ください。

講演番号 講演者氏名 映写順序

2Aa 01 0 W 0郎 1

6.会場内にクロークを設けます。時聞は8時30分から17時30分までです。ただし，第3日は午前中で終了さ

せていただきます。夜間は管理できませんので必ずそれまでにおひきとりください。

7.駐車場は用意いたしません。年会会場(東京大学教養学部)は井の頭線「駒場東大前」駅の前ですから，

交通には電車をご利用くださL、。

8.お弁当の販売コーナーを設ける予定です。飲食屈は駒場東大前駅下北沢寄り改札口の近く，駒場商庖街(案

内図右下)および裏門(案内図右上)の近くにあります。生協食堂もご利用ください。

9.年会についての問い合わせは，年会実行委員会にお願いします。

。関連集会

年会実行委員会:干153東京都目黒区駒場3-8-1

東京大学教養学部生物学教室内

電話 (03)467-1171 内線418

委員長村上悟

「植物生理若い研究者の会」

3月28日(水) 午後 6 時~8 時年会A会場

世話人:坪井滋 (東大・教養・生物)

電話 (03)467-1171内線437

講演

寺島一郎(東大・理植物の生活における経済性の追求 (cost-benefit分析入門)

杉山宗隆(東北大・理植物細胞の分化転換と DNA修復系
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。関連会議

編集実行委員会 3月27日(火) 午後4時一5時 東京大学教養学部15号館第2会議室

編集委員会 3月27日(火) 午後5時30分-9時 東京大学教養学部15号館第l会議室

常任評議員会 3月28日(水) 正午一午後 l時 東京大学教養学部15号館第2会議室

評議員会 3月28日(水) 午後6時一9時 東京大学教養学部102号館第l会議室

総

懇

~ 3月29日(木) 午後4時15分一5時15分 S会場 (シンポジウム会場)

親 dzE=晶z 3月29日(木) 午後6時-8時 渋谷東急文化会館 7階「東急ゴールデン

ホールJ(参加を申し込んでおられない方

も，当日参加を受け付けますので，できる

だけ多数の方の御参加をお願L、し、たします)

本学会会則第4条2項により，年会の研究発表の演者は本学会の会員に限ることと定められてお

ります。つきましては，演者が本学会に未加入の場合は，至急学会本部に入会手続をとっていただ i

きますようお願L、L、たします。

お知らせ

1. 講演順序の変更

日本植物生理学会通信第48号 (1990年2月25日発行)に収録されたプログラムの一部が下記の

ように変更されました。

i2Ea03Jと i2Ea08Jの発表は順序が入れかわりました。

この講演要旨集のプログラムのその部分 (20頁)と講演要旨 (265頁と270頁)の順序はそのよ

うに訂正されています。

2. 年会会期中の呼び出しについて

年会に出席されている方に外部から連絡があった場合，伝言を13号館1階受付近くの掲示板(メ

ッセージボード)に掲示します。 講演発表中の会場での呼び出しはし、たしません。
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日 程 表

月 会
日 場 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

S シンポジウム接.植点物生理学と I
分子生物学の をめぐって

ト一一

A タンパク質・酵素 タンパク質・酵素 若植物生理
い研究者の会

3 
ト一一

B 栄養・水分 生 体 膜
月
ト一一

28 C 分子生物学 I 分子生物学 E

日
ト一一

D 形 態 形 成 組 織 培 養
(ホ)
ト一一

E 成 長 制 御 成長調節物質

←一一

F 光化学系 E 光化学系 E

S 
シンポジウム 纏物生理学 蜘ボジウム:伽:
の古い問題の新しい展開 けるプラントサイェ/Aの展望

トー-

A 酵 素

3 
ト一一 (懇

B オノレガネラ 代 謝 渋谷
月
ト一一

親
29 C 分子生物学 N

東
急

日
ト一一 ゴ ぷ~
D 炭 酸 周 定 光 生 物 A寸><一. 

ノレ
(木)
ト一一 ア

E 細胞運動・細胞骨格
二ノ

ホ
ト一一

F 光化学系 I
ノレ
) 

A 細 胞

3 
ト一一

C 分子生物学 V
月

30 D 光合成細菌

日
E (S. B会場では発表はありません)

(壷)

F 光化学系と色素系

月 d場'- 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
日
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公開シンポジウム

我が国におけるプラン卜サイエンスの展望

開会の辞

主催 日本学術会議植物科学研究連絡委員会

共催 日本植物生理学会

日本植物学会

日時 3月29日 (木)午後1: 00-4 : 00 

場所東京大学教養学部 13号館S会場

竹内郁夫(基生研)

1.生物学における機能的見方と進化的見方

広瀬忠樹(東北大・理)

座長岩槻邦男(東大・理)

2.植物分子生物学の明日に若者たちは何を見ているか

南川 隆雄(東京都立大・理)

座長川口昭彦(東大・教養)

3.植物科学と科学技術の連続性を求めて

今関英雅(名大・農)

座長浅田浩二(京大・食研)

4.パネルディスカッション

司会古谷雅樹(理研)
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シンポジウム 第 1日 3月28日 (水)s会場

「植物生理学と分子生物学の接点をめぐって」

世話人山田晃弘(東大 ・教養)

13:00 lSp-l 分化と脱分化における分子生物学的アプローチ

座長駒嶺 穆(東北大 ・理)

「分化」 小関 良宏(東大 ・教養)

討論者米田好文(東大 ・理)

「脱分化」 高橋陽介(名大・理)長田敏行(基生研)

討論者渡辺 昭(名大・農)

14 : 10 1 Sp-2 種子代謝における分子機構解明の試み

「登熟種子」

「発芽種子」

座長山本幸男(名学院大)

田中国介，光川典宏(京都府大・農)

討論者中村研三(名大 ・農)

山内大輔，南川隆雄(都立大 ・理)

討論者西村幹夫(神戸大 ・理)

15:20 lSp-3 植物の CO2濃縮機構の分子生物学的展開

「微細藻類」

「高等植物」

座長小川晃男(理研)

都築幹夫，福沢秀哉，宮地重遠(東大・応徴研)

討論者横田明穂(大阪府大・農)

松岡 信，鮫島宗明(生物資源研)

討論者臼田秀明(帝京大・医)
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シンポジウム 第2日 3月29日(木) 5会場

「植物生理学の古い問題の新しい展開」

世話人庄野邦彦(東大・教養)

「成長調節物質」

9 : 00 2Sa-l 花芽誘導物質の探索

平井伸博(京大・農)

座長勝見允行 (ICU・生物)

討論者竹葉 剛(京都府大・生科)

9 : 45 2Sa-2 光屈性における Cholodny-Went説の是非

長谷川宏司， J. Bruinsma (鹿児島大 ・教養，

Agricultural U niv. The N etherlands) 

座長増田芳雄(大阪市大・理)

討論者藤伊 正(筑波大・生物)

「オルガネラの機能」

10 : 30 2Sa-3 Hill反応

加藤 栄(東大・理)

座長藤田善彦(基生研)

討論者井上頼直(理研)

11 : 15 2Sa-4 ij旨質代謝とオルガネラ

山田晃弘 (東大 ・教養)
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座長村田紀夫(基生研)

討論者佐藤直樹(東大・理)



第 1日 3月28日(水) く午前の部〉

A会場 タンパク質・酵素

9:00 1AaOl 水稲葉の老化に伴う窒素の転流とグルタミン合成醇素

。蒲地一成，山谷知行，前忠彦，小島邦彦(東北大・農・農化)

9:15 1 Aa02 イネ培養細胞における窒素同化系酵素の窒素給源に対する応答一一一グルタミン合成酵素アイソザイムと

NADH-及び Fdーグルタミン酸合成酵素活性

。早JII俊彦，山谷知行，蒲地一成，前忠彦，小島邦彦(東北大・農・農化)

9:30 1 Aa03 ヤエナリ芽生えの生長における“sink"酵素の誘導について

。新井雅雄l，2，森仁志今関英雅1.2 (1名大・農・生化学術l御基生研・情報制御)

9:45 1Aa04 イネの再分化時におけるカルシウム結合タ ンパ ク質パルプアルブミ ンの発現

。梶原英之，平野久，福田実，川田元滋，大野清春(農水省・生物研)

10・00 1 Aa05 ササゲ発芽種子におけるポリ (A)ポリメラーゼの発現

。m井裕，南JII隆雄(都立大・理・生物)
10:15 1 Aa06 細胞性粘菌の DNAトポイソメラーゼEの精製と性質

。光原一朗，黒江謙治田仲可昌，柳津嘉一郎(筑波大・生物科学系応用生物科学系)

10:30 1 Aa07 大腸菌における嫌気的スーパーオキシドジスムターゼ合成に対する金属イオンの影響

三宅浩一郎(広島大・理・植物)

10:45 1 Aa08 リン酸飢餓処理したニチニチソウ培養細胞の分泌するホスファターゼの精製と性質

。新井康仁，降旗敬，桜井英博(早大・教育・生物)

11:00 1 Aa09 イネ・アスパラギン酸キナーゼの多様性

。清田誠一郎，坂野勝啓(農水省・生物研)

11:15 1Aal0 トウモロコシ ・ミトコンドリア外膜の Ca2+・カルモジュリン依存性 NAD凶naseについて

。早間陸，中嶋啓恵，長谷俊治(名大・農・農化)

11:30 1Aall ニセアカシア樹皮におけるレクチンの生合成について

。音回和正，田崎清 (森林総合研究所)

11:45 1Aa12 イネ種子僚に見出された日本型，インド型イネに特異的なタンパク質

。猿山晴夫，新橋登(北海道グリーンパイオ研究所)

B会場栄養・水分

9:00 1BaOl 根粒菌の初期感染過程の解析ー一一セルラーゼの根毛変形への影響一一

。手呂内伸之，庄野邦彦(東大・教養・基礎科)

9:15 1 Ba02 ダイズの根粒非着生系統(rj1 ， rI!)における根粒形成の抑制機構

。菅沼教生，川手文男，田中宏明，柳本直輝，佐藤貞子(愛媛大 ・生物)

9:30 1 Ba03 ダイズ根粒形成変異株における硝酸耐性機構一一15N2， 15N03の代謝と移行

。大山卓爾，J. E. Harper1 (新潟大・農， 1 Univ. Illinois) 

9:45 1 Ba04 イネ飾管液中の RNAの検出

。大嶋利幸，林浩昭，内藤哲米国好文ヨF野充男(東大..a・農化東大・遺伝子)
10:00 1 Ba05 イネ餓管液中に存在するリ ン酸化を受けるタ ンパク質

。林浩昭，中村進一，茅野充男 (東大・農・農化)

10:15 1 Ba06 イネ備管中に存在するタンパク質の諸性質

。中村進一，林浩昭，福津まさき，茅野充男(東大・農・農化)

10:30 1 Ba07 根液溢泌連続測定装置の開発一一浸透ストレスと根液溢泌一一

。田浦武英，加藤潔(名古屋大・理・生物)

10:45 lBa08 Ion and Metabolite Distribution in Salt.stressed Barley Plants. 
。Je組 .MarieStassa此 andToshio Kawasaki (Res. Inst. Bioresources， Okayama Univ.) 

11:00 lBa09 麦における元素分布一一Na，Mg， P， Cl， K， Ca及びMnの葉内分布について
。中西友子，松本聴(東大・農)
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第 1日 3月28日(水) く午前の部〉

11:15 1 Bal0 ドナリエラの成長に対する MgとCaの括抗作用

。藤井修平，高田英夫(帝塚山短大)

11:30 IBall 高等植物の水ストレス適応と吸水ポンプ(カナノレシステム)

。加藤潔，榎本美久1 (名大・理・生物名大・理・物理)

11:45 lBa12 チャ種子ならびに取り出し!匹の乾燥前処理による液体窒素中の凍結保存

。倉寅幸一，音田静夫 1 (静岡県茶試北大・低温研)

C会場分子生物学I

9:00 lCaOl タバコの細胞質雄性不稔性に関与するミトコンドリア DNA領域の構造解析

。小鞠敏彦，森岡真二，朝日孝宏，神代隆(日本たばこ・遺伝育種研)

9:15 lCa02 タパコの細胞質雄性不稔性に関与するミトコンドリア DNA断片の塩基配列とその転写

。森岡真二，朝日:孝宏，小鞠敏彦，神代隆(日本たばこ・遺伝育種研)

9:30 lCa03 イネミトコンドリア DNAの構造

。杉野公基，岩橋素子，菅野明，平井篤志(名大・農・生化学制御)

9:45 lCa04 タバコ培養細胞におけるプロプラスチド DNAの複製

。武田穣，広川秀夫長田敏行2 (名大 ・農上智大・生命科学研基生研・細胞機構)

10:00 1 Ca05 Zinc finger motifをもっエンドウ葉緑体遺伝子の発現

。佐々木幸子，永野幸生，須天由貴子，松野隆一(京大・農・食品工学)

10:15 lCa06 シダ葉緑体 DNAの構造解析

。山田恭司，高柳頼人，菅井道三(富山大・理・生物)

10:30 lCa07 イネ LHCP遺伝子の構造

。松岡信，坂本正弘1 (農水省・生物研三井東圧化学)

10:45 lCa08 トウモロコシ PEPカルボキシラーゼ遺伝子の窒素による発現制御

。鈴木石根，松岡信杉山達夫(名大・農・農化農水省・生物研)

11:00 1 Ca09 C4光合成遺伝子の C3植物内での発現1.PEPカルボキシラーゼについて

。松岡信，真田康治，村上高，大橋祐子(農水省・生物研)

11:15 1 Cal0 トウモロコシ PEPカルボキシラーゼ遺伝子の 5'上流域に結合するタンパク質

村上(嘉納)ゆり子，松岡信鈴木石根杉山達夫2(農水省・果樹試生物研名大・農)

11:30 lCa11 トウモロコシ PPDK遺伝子の 5'上流威に結合するタンパク質

。松岡信，村上(嘉納)ゆり子1 (農水省・生物研果樹試)

11:45 lCa12 エンドウマメ rbcS-3A遺伝子 5'上流に結合するタンパク質 (3AF-I)

。村上(嘉納)ゆり子.E. Lam 1. N.-H. Chua 1 (農水省・果樹試ロックフエラー大)

D会場形態形成

9:00 1DaOl 

9:15 1 Da02 

9:30 1 Da03 

9:45 1 Da04 

10:00 1 Da05 

10:15 1 Da06 

植物体内に存在する水溶性の花成誘導物質について

。田中修，竹葉剛 目良具子，松本浩一(甲南大・理・生物京府大・生科)

高分子性花成誘導物質による花成誘導機構

。竹葉剛，田中修 1 (京府大・応生甲南大・理)

Lemnaから抽出される水溶性花成誘導物質の諸性質

。灘本教，貝原純子(京大・農・応値)

市販セノレラーゼ処理による Lem仰の花成誘導物質の生成
。貝原純子，瀧本教(京大・農・応植)

アサガオ子葉師管液の茎頂培養における花成誘導効果

。石岡奈穂子，谷本静史，原田宏1 (佐賀大・農・生物工学筑波大・生物科学)

アサガオ子葉 mRNAの短日処理期間中の変化

。小野道之，山田幸一郎，提公代，岡崎光雄，原因宏1 (信州大・繊維筑波大・生物)
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第 1日 3月28日(水) く午前の部〉

10:30 ¥Da07 アサガオ芽生えの頂芽除去と花芽誘導
。小野道之，提公代，山田幸一郎，岡崎光雄(信州大・繊維)

10:45 ¥Da08 カーパメート誘導体によるアスパラガス実生の花成誘導とクロロゲン酸合成阻害
。篠崎員輝，吉田和市，矢野坂恵子岩村叡 1 (京大・農・応植京大・農・農化)

11:00 ¥Da09 シロイヌナズナ Columbia株の花成遅延変異体の解析ill.GI遺伝子座近傍の遺伝解析
。荒木崇，米国好文(東大・遺伝子実験施設)

11:15 ¥DalO 皮組織糖タンパク質 GP57の機能解明の試み
。佐藤忍，霞田寛美(筑波大・生物)

11:30 1 Da11 ポプラ培養細胞の器官形成過程で蓄積するタンパク質一一器官形成の分子指標となり得るかワ一一

。浅田隆之，酒井松山福西伸一，小川雅広角谷和男(京大・木研近大・農京大・食

研)

11:45 ¥Da12 プロッコリーの花粉発育におけるフェニルアラニンアンモニアリアーゼの関与
岸谷幸枝，。田中喜之今野昇，四方回淳(東北大・農農環研)

E会場成長制御

9:00 lEaOl 

9:15 1 Ea02 

9:30 1 Ea03 

9:45 1 Ea04 

10:00 1 Ea05 

10:15 1 Ea06 

10:30 1 Ea07 

10:45 1 Ea08 

11:00 1 Ea09 

11:15 lEal0 

キクイモ塊茎組織のカノレス形成過程での細胞膜タンパク質の変化

。長谷昭，音田静夫1 (北教大・函館・生物北大・低温研)

小胞体と原形質膜に存在するオーキシン結合タンパク質の比較

下村正二(阪大・産研)

光屈性刺激による内生オーキシン (IAA)の横移動

飯野盛利(都立大・理・生物)

業組織における IAAの細胞内局在性について

大宮あけみ，林建樹，垣内典夫(農水省果樹試)

エンドウ芽生えの成長に対する水ストレスの影響

。宮本健助，上回純一，桃谷好英，神阪盛一郎1 (大阪府大・総合科学大阪市大・理・生物)

オートムギ幼葉鞠切片の成長に対するジャスミ ン酸の阻害作用

。上田純一，宮本健助，青木美也子，桃谷好英，神阪盛一郎 1 (大阪府大・総合科学大阪市大・

理・生物)

オートムギ幼葉鞘並びにアズキ上座職のオーキシン誘導伸長とキシログノレカン分解

。保尊隆亨，増田芳雄，曽根良昭三崎旭1 (大阪市大 ・理・生物大阪市大・生活科学)

イネの成長と細胞壁フェノレラ酸

。神阪盛一郎，三並千佳，保尊隆亨，増田芳雄(大阪市大・理・生物)

伸長生長と細胞壁における陽イオン交換

。水野暁子，加藤潔 1 (日本福祉大名大・理・生)

プレッシャープロープと道管圧ジャンプ法による生長解析(I)IAAの効果(II)

。中堀1青，加藤潔，岡本尚(名大・理・生物)

11:30 1Eal1 細胞壁の臨界降伏圧に対するAnoxiaとIAAの影響
。岡本尚，三輪治代美中堀清，加藤潔(名大・理・生物名大・理 ・装置開発室)

11:45 lEa12 ~量透ストレス下における脹軸の生長調節: absorbable soluteとlAAの効果(2 ) 

。劉強，加藤潔，岡本尚(名大・理・生物)

F会場光化学系II(酸素発生系)

9:00 1 FaOl イネ突然変異株の電子伝達系

。寺尾富夫，加藤栄1 (農水省 ・生物研東大・理・植物)

9:15 1 Fa02 ゼンマイ胞子の発芽時における光合成の誘導

。井上弘，田村典明(富山大・理・生物)
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第 1日 3月28日(水) く午前の部〉 く午後の部〉

9:30 1 Fa03 クロマツ子葉の光化学系E複合体への光に依存した Mnの組込み

。篠原健司，小野高明井上頼直 1 (農水省・森林総研理研・太陽光科学)

9:45 1 Fa04 光合成酸素発生能光活性化の効率決定因子

。徳富光恵，井上頼直(理研・太陽光科学)

10:00 1 Fa05 酸素発生系 Mnの殴化還元滴定

。磯貝泰弘，西村光雄 1 (理研・生体物理化学九大・理・生物)

10:15 1 Fa06 系E粒子の酸処理における Mnと表在性蛋白の脱離 ・再結合と S一宮tate遷移の阻害

。沈建仁，徳、富光恵，井上頼直(理研・太陽光科学)

10:30 1 Fa07 酸性処理による S一宮tate遷移闘温度の上昇

小野高明， 。井上頼直 (理研・太陽光科学)

10:45 1 Fa08 光化学系Eコア標品での水分解系の再構築

。田村典明，蒲池浩之，穂刈博行，井上弘(富山大・理・生物)

11:00 1 Fa09 化学修飾による 33kDaタンパク質の酸素発生複合体への結合部位の研究

a植木潤，和田敬四郎(金沢大・理・生物)

11:15 1 FalO 光化学Eコア複合体の酸素発生能に対する Lysylendopeptidase処理の効果

。藤村洋子.P. Mohanty.村田紀夫(基生研)

11 :30 1 Fa11 Betaine protection of oxygen-evolving activity of photosystem II 

P. Mohanty. G. Papageorgiou.藤村洋子，。村田紀夫(基生研)

11:45 lFa12 パルス光音響法による酸素発生機構の解析

。森宏樹，高橋正昭(甲南大・理・生物)

第 1日 3月28日(水) く午後の部〉

A会場 タンパク質・酵素

13:00 lApOl ジャガイモ塊茎において細胞内存在部位を異にする 2種のホスホリラーゼ・アイソザイム

。森博幸，中野憲一，谷津克行，福井俊郎(阪大・産研)

13:15 1 Ap02 ヤエナリ液胞膜 H+-ATPaseの低温傷害

13:30 1 Ap03 

13:45 1 Ap04 

14:00 1 Ap05 

14:15 1 Ap06 

14:30 1 Ap07 

14:45 1 Ap08 

15:00 1 Ap09 

15:15 lAplO 

15:30 lAp11 

15:45 lAp12 

。遠藤千絵，前島正義，吉田静夫 (北大・低温研)

オーキシンにより誘導されるエンドウ子葉世ア ミラーゼの denovo合成

。平津栄次，山本進 (大阪市大・理・生物)

Endo型.Exo型ポリガラクチュロナーゼの定量法

。田中敬一，石沢ゆり(農水省果樹試)

イネ培養細胞由来のかG1ucanSynthase 

。栗林郁夫，木村信，伊賀上郁夫 1 (新潟大・自然科学研究科新潟大・農化)

トウモロコシ葉の可溶性画分に存在するプロテアーゼ

古谷善明，。高宮建一郎 (九大・理・生物)

光化学系E膜のジチオスレイトーノレ感受性4量体プロテアーゼの性質

。桑原朋彦 (東邦大・理・生物分子)

好アルカリ性細菌hα・llusYN-2000のc型チトクロムの生育 pHによる量的・質的変動

。湯本熱，福森義宏，山中健生(東工大・理・生命理学)

トマトにおけるフェレドキシン分子の組織特異性

。上出佳永子，酒井治美，和田敬四郎(金沢大・理・生物)

非光合成組織における電子伝達系 (2)組織特異的FNRの構造比較
。森ヶ崎進，田中育代，和田敬四郎(金沢大・理・生物)

ダイコンの根の ascorbateperoxidase 1. 純化と精製

森村洋子，。大屋俊英三原俊一猪川倫好1 (恵泉短大筑波大・生物)

G1utamate dehydrogenase and protein synthesis by soybean cel1s 

P. D. Shargool and S. K. Bhadula(Dept. Biochemistry. Univ. Saskatchewan) 
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第 1日 3月28日(水) く午後の部〉

16:00 lAp13 補酸及びグルタミン培地におけるホウレンソウ培養細胞の同化型硝酸還元酵素について

。白石斉聖，竹葉剛佐藤隆英，小倉長雄，中川弘毅(千葉大・園芸・農化京府大・生科・応

生)

16:15 lAp14 クロレラ細胞の熱応答における細胞の重水素化の影響

。海野けい子，山田直美，安藤一郎，岡田昌二(静岡県大・薬)

16:30 lAp15 真正粘菌Physarumpolycethalumのスライム層に存在する N型槍タンパク質について

。守田雅志，西荒介(富山医薬大・薬・徴生物)

16:45 lAp16 真正粘菌Physarumtゆかcφhalumの子実体形成に伴う膜たん白質の変化
。村田芳美，守田雅志，西荒介(富山医薬大・薬)

B会場生体膜

13:00 lBpOl 

13:15 1 Bp02 

13:30 1 Bp03 

13:45 1 Bp04 

14:00 1 Bp05 

14:15 IBp06 

14:30 1 Bp07 

14:45 1 Bp08 

イネの原形質膜H+-ATPaseの活性化におよぼすホスファチジノレコリンの分子種の影響

笠毛邦弘(農水省・生物資源研)

ヤエナリ液胞膜の H+-ATPase活性への種々のアミノ酸化学修飾試薬の影響

。山西弘恭，笠毛邦弘(農水省・生物資源研)

トウモロコシおよびホウレンソウの CF1-ATPaseのNBD-C1による活性阻害とその結合部位

。鍵回文子，篠原健司笠毛邦弘(農水省・生物資源研森林総研)

ヤエナリ培養細胞の低温による液胞膜 H+-ATPaseの失活と回復

音田静夫(北大・低温研)

植物の耐冷性と液胞膜 H+-ATPaseの硝酸イオ ン感受性

青田静夫(北大・低温研)

食塩ストレスによるキウリ綬膜画分のカル シウム， リン脂質， H+-ATPase活性の変動

G.C.Chung，。松本英明 1 (Chonnam Nat1. Univ.， 1岡山大・資生研)

植物培養細胞によるリン酸輸送と細胞質 pHの調節機構 1.蛍光試薬による細胞質 pHの測定

。三村徹郎，坂野勝啓1 (東大・理・植物 農水省・生物研)

植物培養細胞によるリ ン酸輸送と細胞質 pHの調節機構 II.有機酸代謝による調節

。坂野勝啓，矢崎芳明，清田誠一郎(農水省・生物研)

15:00 lBp09 洋ナシ果実からのトノプラストの調製と僚の透過

。坂野満，山木昭平(名大・農)

15:15 IBpl0 塩ストレス状態のモヤシマメ幼根における H+放出に及ぼす外液 Ca2+の影響

。中村善行，下里規子，太田英二，坂田亮(慶大・理工・計測)

15:30 IBpll 光照射によってチラコイド膜につくられる電位差と pH差に対するアニオン輸送阻害剤の効果

。柴田正敏，荒田博行，山崎秀雄，西村光雄 (九大 ・理・生物)

15:45 lBp12 低温及び熱ショックを与えた“モヤシマメ "(V伊ω)芽生えにおける lH-NMR緩和挙動とストレス誘導蛋

白質

。井上員理，賀来章輔(九大・教養・生物)

16:00 lBp13 二次元電気泳動法による植物膜タンパク質復合体の分析

。久堀徹，赤羽康宏井上和仁岩上淳，真鍋勝司 (横浜市立大・文理・生物ライオン

神奈川大・理・応用生物)

16:15 lBp14 大腸菌 acrA遺伝子の細胞膜タンパク質の合成支配

。長谷篤，船附賢三中村運1 (大阪市立環境科学研究所甲南大・理)

c会場分子生物学E
13:00 lCpOl イネ waxy座遺伝子の構造と発現

。平野博之，山田初音，佐野芳雄 (国立遺伝研)
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13:15 lCp02 

13:30 lCp03 

13:45 lCp04 

14:00 lCp05 

14:15 lCp06 

14:30 lCp07 

14:45 lCp08 

15:00 lCp09 

15:15 lCp10 

第 1日 3月28日(水) 〈午後の部〉

ダイズメタロチオネイン様cDNAの単離

。JII嶋一郎，井口義夫人茅野充男，木村正己清水信義1 (東大...o量化慶応大・医・分
子生物産医研)

カボチャ・グリオキシゾーム・リンゴ酸脱水素酵素の cDNAクローニングとその構造解析

。武田陽子，槻木竜二，西村いくこ，森仁志西村幹夫(神戸大・理・生物基生研・情報制御)

カボチャ・グリコール酸酸化酵素のマイクロボディへの局在化

。槻木竜二，武田陽子，西村いくこ，西村幹夫(神戸大・理・生物)

アスコノレピン酸ベノレオキシダーゼの cDNAクローニング

。久保明弘，佐治光，田中浄，田中園介近藤矩朗(国立公害研・生物環境京府大)

ハツカダイコン子葉のセネッセンス時に特異的に発現するグルタミン合成酵素遺伝子の構造

。数岡徹，横井宏行，渡辺昭(名大・農・生化学制御)

トウモロコシフェレドキシン依存性グルタミン酸合成酵素の遺伝子と発現

。榊原均，長谷俊治，杉山達夫(名大・農化)

キュウリのアスコルビン酸オキシダーゼのゲノム遺伝子のクローニング

。大川淳，大屋智資，岡田尚輔，新名惇彦，高野光男(阪大 ・工・発酵)

イネグルタミン合成酵素アイソザイム遺伝子プロモーターのタパコでの発現調節

。木崎暁子，坂本教田中園介竹業剛2 (京大...応植京府大・8量化京府大・応生)
媛化遺伝子 (rolC)5'1lU非転写領援の特異的構造と結合タンパク質一一AT-1boxおよび octamer配列の存在
について

。金谷潔，早川克志，内宮博文(筑波大・生物)

15:30 lCpll レポーター遺伝子による分化始原細胞の解析

15:45 lCp12 

16:00 lCp13 

16:15 lCp14 

16:30 lCp15 

16:45 lCp16 

17:00 lCp17 

。内宮博文，藤井伸治，菅谷純子(筑波大・生物)

トランスジェニック植物における Riプラスミド rolC遺伝子産物の解析

。大野重量，里見透，内宮博文(筑波大 ・生物科学)

T-DNA転移の分子機構;VirD4タンパク質の Agrobacterium膜局在性

。岡本繁久，伊藤賢治，山本章子，町田泰則(名大・理・生物)

卜ウモロコ γのトランスポゾン AcとDsのイネへの導入と転移・トランスポゾンの脱離により生ずる塩基

配列

。飯田滋，井沢毅山本幹博寺田理枝宮崎カ，島本功1 (東理大・基礎工植工研)

ξーティクノレガンによる植物細胞への遺伝子導入と発現(第4報)

森川弘道，。鎌田光宣，飯田朝子，関原明，山田康之(京大...細胞実験センター)

ラン藻への遺伝子導入

。細谷義孝，北庚恒司，芦田直美，津嘉弘，柴田均，落合英夫(島根大 ...生物機能)

纏物種子の Tiープラスミドーアグロパクテリア系による形質転換条件

。山際洋子，西川正信，鈴木克周，音田和夫(広島大・理 ・植物)

D会場組織培養

13:00 1Dp01 テンサイ懸濁培養細胞に対するウサキe血清の影響について

。増田宏志， 菅原四郎(帯広畜大・農化)

13:15 1Dp02 オーキシン飢餓，再添加により誘導されるニチニチソウ同調培養系の確立

西国敏昭，。大西直人，児玉浩明，駒嶺穆(東北大・理・生物)

13:30 1Dp03 ニンジン不定匪分化初期過程における分裂活性の推移と組織構築の三次元画像解析

。藤原有仁，川原良一，福田裕穂，駒嶺穆(東北大・理・生物)

13:45 1Dp04 cAMPによるトレニア茎切片からの不定芽誘導

石岡奈穂子，。谷本静史(佐賀大・農・生物工学)
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第 1日 3月28日(水) く午後の部〉

14:00 1 Dp05 コーヒー.CoffeaωnePhoraの体細胞妊形成と植物成長調節物質との関係

。畠中知子，安田武司内田直次，山口禎1 (神戸大・自然科学神戸大・農・園芸農学)

14:15 1Dp06 白iffeaarabicaの体細胞匪形成能を持つカノレスの特徴一一特にタンパク質について一一
。神山俊治，畠中知子仲西孝弘安田武司内田直次山口禎2 (長瀬産業神戸大・自

然科学神戸大・農)

14:30 1Dp07 再分化能をもっインド型イネ培養細胞の特異的タンパク質について
。イ中西孝弘，神山俊治安田武司，内田直次山口禎(神戸大・農長瀬産業神戸大・自

然科学)

14:45 1Dp08 光誘導アントシアン合成系の酵素活性rnRNAレベルに対する桂皮酸の効果

。竹田淳子，阿部俊之助1(京大"..1愛媛大 ・農)
15:00 1Dp09 ヨウシュヤマゴボウ培養細胞におけるチロシン供給レベルでのベタシアニン生成の制御

。作田正明，清水碩(お茶の水大・理・生物)

15:15 1Dpl0 ニンジン培養細胞の s-l，3-g1u四 nase
。時任康弘，黒崎文也，守田雅志，西荒介(富山医薬大・薬)

15:30 1Dpll 茎頂培養アサクラサンショウ育成株の生薬香気成分
。今泉和光，戸塚良宣，小田茂，山田康之1(PL学園女子短大・値物研京大・細胞実験センター)

15:45 lDp12 ニチニチソウ茎葉器官培養における二量体インドーノレアルカロイド生合成について

。片山博史，瀬川恭子，平回収正，宮本和久，三浦喜混(阪大・薬)

16:00 1Dp13 茶カルスのテアニン蓄積に及ぼす前駆体及び温度の効果
。松浦孝宣，角田隆巴 (伊藤園 ・中央研究所)

16:15 1Dp14 カボチャ培養細胞から分泌されるキチナーゼおよびアスコルビン酸酸化酵素について

。江坂宗春，榎恵子，藤沢浩一，豊田安基江(広島大・生物生産)

16:30 1Dp15 コンビュータ制御電気信号発生器によるプロトプラストの性状 2 

。前回桝夫，中村三千代(福井大・教育・生物)

16:45 1Dp16 花粉プロトプラストの寒天培地及び柱頭上での発芽について
。西原昌宏，伊藤道夫 1 (名古屋大・理・生物静岡大・理・生物)

E会場成長調節物質

13:00 1EpOl トウモロコシ子葉輸の L-および Dートリプ卜ファンそれぞれに特異的なアミノ基転移酵素
小柴共ー(都立大・理・生物)

13:15 1 Ep02 D-トリ プトフ ァンを経由するイ ンドール酢酸生合成経路の検討

。鶴崎健一，桜井直樹，倉石膏(広島大・総科)

13:30 1 Ep03 トマトのつぼみから果実までの成長段階での IAAとABAの変動

。倉石膏，児島清秀，棲井直樹，房尾一宏 1 (広大 ・総科広島県農試)

13:45 1 Ep04 Pichia s伊rtinaeにおけるインドーノレ酢酸の存在と作用
。中村輝子，村上智子，早乙女真紀，村山肇子橘和丘陽メイヤーサムエノレ 3 (日女大，

l関東学院大島津製作所 ノレイジアナ大学)

14:00 lEp05 アカパンカピ a1bino株の分生子発芽過程

。f中津由紀子，中村輝子(日本女子大・生理研)

14:15 1 Ep06 プラズマエッチング処理によるレタス種子発芽におけるジベレリン感受性の上昇

。井上康則，江頭徹太郎本多卓也神沢淳 1 (東大・理・植物東工大・工・化工)

14:30 1 Ep07 イ不茎業部内生シベレリン含量に及ぼす媛化剤 BX-1l2の影響

。中山礎，阿部洋，小林正智神谷勇治桜井成1 (クミアイ化学理研)

14:45 lEp08 媛化剤 BX-112を用いた活性型ジベレリンの研究

小林正智，。神谷勇治，中山礎阿部洋桜井成(理研クミアイ化学)

15:00 1 Ep09 正常品種のイネをパクロプトラゾーノレにより媛化して短銀坊主の代わりに用いる点滴法

村上浩(農業生物資源研)
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第 1日 3月28日(水) く午後の部〉

15:15 1 EplO わい性エンドウの光生長抑制の定常状態と回復期における生長抑制物質 A-2とxanthoxinの挙動

。野口尚，鶴見誠二，橋本徹(神戸大・自然科学)

15:30 lEpll コムギ種子の休眠とアプシジン酸によって変化する匪の mRNA

。JII上直人，川端ちさと，野田和彦(横浜市大・木原生研)

15:45 1 Ep12 トマトにおけるベクチナーゼのエチレン生合成系に及ぼす影響について

。沢村正義，宮崎智子，伊藤耕三(高知大・農・農化)

16:00 lEp13 ACC合成酵素の cDNAの構造

。中嶋信美，森仁志山崎健一，今関笑雅(名大・農・生化学制御基生研・情報制御)

16:15 1 Ep14 エチレンによりアズキ第l葉に誘導される蛋白質の性質とその遺伝子の cDNAクローニ ング

。石毛郁治，森仁志山崎健一，今関英雅(名大・農・生化学制御基生研・情報制御)

F会場光化学系E

13:00 lFp01 担体を用いない光化学系E膜乾燥標品の調製

。JII本邦男，浅田浩二 (京大 ・食研)

13:15 1 Fp02 光化学系Eコアー複合体の構造の沈降法および電子顕微鏡による解明

寺下紀子，小林陸，藤吉好則。高橋正昭(甲南大・理・生物蛋白工学研)

13:30 1 Fp03 系Eコア複合体の解体

。小池裕幸，藤井良子，井上頼直(理研・太陽光科学)

13:45 1 Fp04 シネココッカス系1I.反応中心復合体の Zwittergent3-14による部分的解体

。菓子野康浩，佐藤和彦，加藤栄(東大・理・植物)

14:00 1 Fp05 シネココッカス D1-D2ーチト クローム bSS9複合体の単離とその性質

。元木章裕，佐藤和彦，加藤栄(東大・理・植物)

14:15 1 Fp06 光化学系E反応中心の部分解体

14:30 1 Fp07 

14:45 1 Fp08 

15:00 1 Fp09 

15:15 lFplO 

15:30 lFpll 

15:45 lFp12 

16:00 lFp13 

16:15 lFp14 

。唐暁松，伏見和郎佐藤公行 1 (四川大・生物系岡山大・理・生物)

D1/D2/cytochrome b-559反応中心復合体中の Ch1aとかカロテンの分子数

。小林正美，前回広幸，渡辺正，中根弘之佐藤公行 1 (東大・生産研岡山大・理・生物)

光化学E反応中心 (Dl-D 2-bSS9)複合体へのキノン再構成ーーハロゲン化キノンは QA機能をリゲインでき

るか?! 

中根弘之，佐藤公行，岩城雅代 。伊藤繁 1 (岡山大・理・生物基生研)

ハロゲン置換ベンゾキノンと Qs部位との相互作用

。佐藤和彦，加藤栄， A. Donner1， W.Oettmeier1 (東大 ・理・植物， 1 Ruhr Univ.) 

光化学系E膜における D1タンパク質とアトラジンの親和性に影響を与える要因

高野正好，。高橋正昭(甲南大・理・生物)

PS II QA機能の再構成そのE

。福原聡，荒賀千笑，赤堀輿造，豊島喜則(広島大・総合科)

光合成光化学系Eプラストキノンアニオンラジカル (QA")の EPRlENDOR

小林次郎， 。赤堀輿造，豊島喜則，河盛阿佐子 1 (広島大・総合科関学大 ・理)

配向した PSII膜の ENDORによる研究

。三野広幸，河盛阿佐子，小寺義男，永谷明美(関西学院大・理)

光化学系EのD1タンパク質のヨウ素化部位

。池内昌彦，篠原健司井上頼直(理研・太陽光科学森林総研・遺伝子発現)

16:30 lFp15 葉緑体熱発光の発光スベクトノレ

。園池公毅，小池裕幸，井上頼直(理研・太陽光科学)

16:45 1 Fp16 イネクロロフィル b突然変異株におけるケイ光クエンチングの段階的暗回復過程

。小林善親，山本晃市，与宏、平尚，奥達雄(九大・農・林)
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第2日 3月29日(木) 〈午前の部〉

A会場酵素

9:00 2Aa01 Dl蛋白質プロセシング酵素の精製と性質 (続報)

。藤田修嗣，佐藤公行(岡山大・理・生物)

9:15 2Aa02 アルフアルファ発芽種子中のアミラーゼ系の特殊性

。河野昭子，南森隆司 1 (大手前栄養文化学院神戸大・農)

9:30 2Aa03 イネ種子からの BranchingEnzyme (Q-Enzyme)の精製

。武市哲郎・中村保典(農業生物資源研)

9:45 2Aa04 ホウレンソウ緑葉中に存在する硝酸還元酵素不活性化因子の精製と性質

。吉村倫彰，佐藤隆英，小倉長雄，中川弘毅(千葉大・園芸..a化)

10:00 2Aa05 NAD-ME型C4植物からのアスパラギン酸アミノ基転移酵素アイソザイムの精製とその性質

。谷口光隆，杉山達夫(名大・農 ..a化)

10:15 2Aa06 ニラにおける システイ ‘ノ合成酵素系に関する研究

。中村勝人，田村五郎(千葉大・農化)

10:30 2Aa07 フェレドキシン-NADP還元酵素の精製途上における限定分解について

辻田麻紀，亀井加恵子先浜直子，押野礼子新勝光(神戸大・理・生物神戸山手女短大

・生化)

10:45 2Aa08 ソラマメ葉肉細胞液胞のベノレオキ γダーゼの精製とその性質

高浜有明夫 (九州歯大・生物)

11:00 2Aa09 アスコルビン酸ベルオキシダーゼの組織及び細胞内での分布一一分別定量法一一

。陳功祥，浅田浩二(京大・食研)

11:15 2Aa10 アスコルビン酸ベルオキシダーゼの自殺基質ーーその構造との関係

陳功祥，。尼子克己，浅田浩二(京大・食研)

11:30 2Aa11 モノデヒドロアスコルビン酸還元酵素のア ミノ酸配列

。佐野智，浅田浩二 (京大・食研)

11:45 2Aa12 葉緑体グルタチオン還元酵素の特異性

。田中浄，久保明弘，桝問。，河村幸雄 1 (国立公害研・生物食総研・蛋白研)

B会場オルガネラ

9:00 2Ba01 とうもろこし葉原形質膜の Ca2+ポンプの可溶化と再構成

9:15 2Ba02 

9:30 2Ba03 

9:45 2Ba04 

10:00 2Ba05 

10:15 2Ba06 

10:30 2Ba07 

10:45 2Ba08 

。蔦西身延，武藤尚宏、，宮地震遠 (東大・応徴研)

イネ細胞膜構成タ ンパク質の組織聞での比較

。JII崎信二，宮本勝児玉治赤塚予巴1 (農水省・生物研茨城大・農化)

タパ コ培養細胞のコソレジ体分画の細分画とコソレジ体特異的タ ンパ ク質の検出

。川崎信二，宮本勝 1 (農水省・生物研茨城大・農化)

ホウレンソウ培養細胞からの液胞の単離及び精製

。本間督二，小倉長雄，佐藤隆英，中川弘毅(千葉大・園芸・農化)

ヤエナリ膝輸の伸長細胞における液胞膜の発達機構

前島正義(北大・低温研)

イタ ドリ脹軸細胞液胞中のアン トシアニ ン蓄積能のある小胞について

。久保浩義，野末雅之，安田斉 (信州大・理・生物)

サツマイモ培養細胞のアントシアノプラストの単離とその諸性質の検討

。野末雅之，西村幹夫今関英雅久保浩義，服部千穂，加藤朗，臼田信光永田哲土

安田斉 (信州大・理・生基生研・情報制御信州大・医・第 l解剖)

高分泌突然変異 (ssl1)は液胞のプロテアーゼをミスソーティ ングする

。鈴木克周1.2，地神芳文 1 (1工業技術院・化学技術研究所広島大・理)
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第2日 3月29日(木) く午前の部〉

11:00 2Ba09 単離チラコイドへのタンパク質の輸送

。小西智一，丸田嘉幸，渡辺昭(名大・農・生化学制御)

11:15 2Bal0 イネ温度感受性クロロフィル突然変異株における葉緑体の発達

。射場厚，高宮建一郎，藤義博，西村光雄，佐藤光1 (九大・理・生物九大・8量・遺伝子)
11:30 2Ball 同調培養ユーグレナ細胞における LHCPIIの細胞内分布に関する免疫電子顕微鏡法による観察

。長訟哲湾，角田修次，江原友子， J. A. Schiffl ，長谷栄二2 (東医大 ・微生物プラ ンダイス大
・光生物帝京大・医)

11:45 2Ba12 クラミドモナスの基粒体に DNAは存在しない

。黒岩常祥，内田英伸，矢部尚登(東大・理・生物)

c会場分子生物学E
9:00 2CaOl 

9:15 2Ca02 

9:30 2Ca03 

9:45 2Ca04 

10:00 2Ca05 

10:15 2Ca06 

10:30 2Ca07 

10:45 2Ca08 

11:00 2Ca09 

11:15 2Cal0 

11:30 2Cal1 

細胞周期特異的 cDNAのニチニチソウ培養細胞の増殖過程における発現パターンの解析

。伊藤正樹，児玉浩明，駒嶺穆(東北大・理・生)

ニチニチソウ同調培養系の細胞周期における proliferatingcell nuclear antigen (PCNA)遺伝子の発現の解析

。児玉浩明，伊藤正樹，大西直人，鈴鹿巌駒嶺穆(東北大・理・生物 農水省・生物研)

タパコ培養細胞への高頻度形質転換系を用いた液胞タンパク質の液胞輸送シグナノレの検討

。松岡健，中園幹生，中村研三(名大・農・生化)

サツマイモ葉柄における境根主要タ ンパク質とデンプンのショ糖処理による蓄積誘導

。大藤雅章，武田真，中村研三(名大・農・生化)

サツマイモ塊根主要タンパク質スポラミン遺伝子プロモーター:GUS融合遺伝子のトランスジェニック・タ

バコでの発現

。太田象三，服部東穂，中村研三(名大・農・生化)

サツマイモ塊根主要タンパク質遺伝子の 5'上流繊に結合する核内因子

。石黒澄衛，加藤麻理子， 中村研三 (名大・農 ・生化)

タパコ葉肉プロトプラストより単離されたオーキシンで誘導される遺伝子μrのシス・エレメントの決定
高橋陽介，丹羽康夫，町田泰則，。長田敏行1 (名大・理・生基生研・細胞生物)

タパコ感染特異的 (PR)タンパク質遺伝子のタパコ業肉プロトプラスト中における発現制御

。大橋祐子，大島正弘，松岡信(農水省・生物研)

タパコ感染特異的タンパク質遺伝子の 5'上流域に結合す核内因子

。萩原央子，松岡信，大島正弘，渡辺実細川大二郎大橋祐子(農水省・生物研東農工大)

タパコ PRタンパク質遺伝子の発現は槌物の生育段階において異なる制御を受けている

。村上高，横山富美子，大島正弘，松岡信，大橋祐子(農水省・生物研)

タパコ PRタンパク質遺伝子の異種植物における発現制御

。伊藤博孝，複本末男，石毛光雄，大島正弘，村上高，大橋祐子(農水省・生物研)

D会場炭酸固定

9:00 2DaOl ホウレンソウ葉緑体における PGA依存の酸素発生

。都筑幹夫， M. N. Sivakl， D. A. Walkerl (東大・応徴研シェフィーノレド大・光合成研)
9:15 2Da02 定常状態におけるカノレピンサイクノレの調節機構:phosphoribulokinaseとaldolaseの役割

。岩城俊雄，和田野晃，横田明穂，姫野道夫(大阪府大・農...化)

9:30 2Da03 D20環境下におけるクロレラの sucrose合成とその調節
。榛葉繁紀，山内伸子，海野けい子，岡田昌二(静岡県大・薬)

9:45 2Da04 イネの穂の炭酸閤定特性と関連酵素の誘導について

今泉信之，鮫島宗明石原邦(東京農工大・農 農水省・生物研)
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第2日 3月29日(木) く午前の部〉

10:00 2Da05 CO2濃度によるピレノ イドの制御と RuBPcarboxylase活性

。朽津和幸，都築幹夫，宮地重遠(東大・応徴研)

10:15 2Da06 コムギ葉より機械的または酵素的手法により単離した葉緑体の RuBisCO分解特性

宮台健司，前忠彦，。鈴木正人，牧野周，小島邦彦(東北大・農".化)

10:30 2Da07 ヶイ光プローフ.を使つての RuBisCOの反応時の機造変化の解析

横田明穂 (大阪府大・農)

10:45 2Da08 高濃度 RuBP存在下におけるホウレンソ ウRuBisCOの動力学的諸性質

。辻本憲孝，横田明穂 (大阪府大・農)

11:00 2Da09 水陸再生植物エレオカリスの組織構造と光合成酵素の分布

。上野修，鮫島宗明(農水省・生資研)

11:15 2Dal0 ~素欠乏トウモロコ シの回復過程における代謝中間体と PEP カルボキ シ ラーゼmRNA レベルの変動

。BambangSugiharto，杉山達夫(名大".)

11:30 2Dall 徴細藻類のグリコール酸取り込み機構

。白岩善博，大川英子猪熊正則(新潟大・理・生物日本化薬・高崎研究所)

11:45 2Da12 R. rubrumプラスミドとG-I-Padenylyltransferase遺伝子のホモロジー

。金福煉，井手口隆司，西瀬弘胡澄，山下仁平角野冨三郎(阪大・蛋白研甲子園大，

2阪大・ RIセンター)

E会場成長制御・傷害

9:00 2EaOl 光合成促進物質の検索

9:15 2Ea02 

9:30 2Ea03 

9:45 2Ea04 

10:00 2Ea05 

10:15 2Ea06 

10:30 2Ea07 

10:45 2Ea08 

11:00 2Ea09 

11:15 2Eal0 

。奈晃植，越徹，玄丞培，磯貝彰，鈴木昭憲 (東大・農化)

パレイショ塊茎形成活性を示す化合物

。幸田泰則，高橋淳，喜久田嘉郎(北大・農・植物)

紫外線UV-B照射のキュウリ芽生えに及ぼす影響

近藤短期， )11口和彦 1 (国立公害研究所東邦大学)

ゼニゴケの細胞増殖に関与する プロテイ ンキナーゼ(MK-II)の生理的な役割

。金勝一樹，道家建二郎，大槻健蔵1 (北里大・教養・生物衛生・生物科学)

イネ培養細胞のメチルシトシンについて

。田仲可昌，大野清春 1 (筑波大・生物科学生物資源研・細胞育種)

褐藻遊走子の cAMP

。大森正之，武藤尚志宮地重遠1 (東大・海洋研東大・応微研)

ラン藻の cAMP:アデニノレ酸シクラーゼ活性との相関

坂本敏夫，村由紀夫人 。大森正之2 (東大 ・理・生化基生研東大・海洋研)

イネの2種類の老化異常変異体 (non-yellowingmutant)の性質について

つ"崎信二，飯田修一 1 (農水省・生物研 農水省・放射線育種場)

ヤグノレマギク培養細胞におけるアン トシアニ ン生成と紫外光によるピリミジン二量体形成の防御

。高橋昭久，武田幸作，大西武雄 1 (東京学芸大・生物奈良県立医大・生物)

トマト の培養細胞と芽ばえにおけるカド ミウム結合性物質の生成

。井上雅裕，光宗門，今井千春，村山徹郎 (愛媛大・理・生物)

11:30 2Eall イネ幼苗における凍結融解傷害に関連するタ ンパク質

。肥後健一，肥後ひろみ (農水省・生物研)
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第2日 3月29日(木)

F会場光化学系I

く午前の部〉

9:00 2Fa01 光化学系I反応中心複合体のサブユニット構成

く午後の部〉

。岩崎行玄，中島京也，石川浩，高倍昭洋(名城大・理工・化学)

9:15 2Fa02 高等植物の光化学系I複合体の低分子量タンパク質成分の同定

。池内昌彦，平野篤槍山哲夫井上頼直(理研・太陽光科学東京電力埼玉大・生化)

9:30 2Fa03 5 kDaポリ ペプチドを結合した光化学系I標品の架橋反応について

。星名哲，須江七丈，和田敬四郎，伊藤繁複並黙2 (金沢大 ・理・生物基生研東理大・

理・生物)

9:45 2Fa04 鉄・イオウセンター A，Bを配位する 9kDaポリベプチドの単調監・精製とその性質

。大岡宏造，伊藤繁佐伯和彦，高橋康弘，松原央(阪大・理・生物基生研)

10:00 2Fa05 高等植物及びランソウ光化学系19kDaサプユニット遺伝子 (psac)の解析

。清水徳朗，楢山哲夫，小池裕幸池内昌彦井上頼直 1 (埼玉大 ・理・生化理研)

10:15 2Fa06 ホウレンソウ業から精製した PSI反応中心複合体標品に含まれる 19kDa蛋白

。仲本準，檎山哲夫(埼玉大・理・生化)

10:30 2Fa07 異質倍数性に由来するタパコ属光化学系Iサプユユットの多形性

。三上浩輝1.2，小保方潤ー林田信明杉浦昌弘4 (1北大・遺伝子 北大・理・植理研・

遺伝子解析名大・遺伝子)

10:45 2Fa08 光化学系I粒子および緑色光合成細菌光化学系粒子のシステイ ン含有ベプチド

。白津聖一，井上和仁檎山哲夫人高橋健治桜井英博(早大・教育・生物神奈川大・理

・生物埼玉大・理・生化東大・理・生化)

11:00 2Fa09 光化学系 lで機能する集光性クロロフィルタンパク質複合体

。小木曽英夫，槍山哲夫(埼玉大 ・理・生化)

11:15 2Fa10 光化学系I反応中心標品の機能と構造

。槍山哲夫，平岩裕美，大日向光，鈴木浩一(埼玉大・理・生化)

11:30 2Fa11 キノン及びキノン類似化合物を再構成した改造光化学系I反応中心(1)キノン，鉄硫黄センター， P700， 

A。の反応

。伊藤繁，岩波雅代，星名哲 1 (基生研金沢大 ・理・生物)

11:45 2Fa12 キノン及びキノン類似化合物を再構成した改造光化学系 I反応中心 (2)キノン結合部位 (Qo部位)の構

造

。岩城雅代，伊藤繁(基礎生物学研究所)

第 2日 3月29日(木) く午後の部〉

A会場 タンパク質・脂質

13:00 2Ap01 タパコ不定座性花粉に特徴的に出現するリン酸化蛋白質の細胞内局在性と部分精製法

。京正晴，大川俊彦，宮武博昭 (香川大・農)

13:15 2Ap02 クラミドモナスの 28kDaユピキチン化蛋白質の精製と同定

。下河原浩介，武藤尚志，宮地重遠(東大・応徴研)

13:30 2Ap03 カボチャ責化子葉からの非特異性脂質転移タンパタ質の精製

。堀純子，坪井滋，山田晃弘(東大・教養・生物)

13:45 2Ap04 種子の脂質蓄積に及ぼす光の影響

。稲永醇二，柳川辰己，中庸一，山之口佳与子(鹿大・農)

14:00 2Ap05 クロレラの脂質代謝に対する CO2濃度の影響

。佐藤典裕，JII口昭彦(東大・教養・生物)
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第2日 3月29日(木) く午後の部〉

14:15 2Ap06 Changes in membrane constituents by mutation of the gene for fatty acid desaturase in the cyanobacterium， 

SynechoのIstisPCC6803 

Gombos， Z.， H. Wada， Z. Varkonyi， N. Murata(Natl. Inst. Basic. Biol.) 

14:30 2Ap07 Vibrio ABE-1株の温度シフトに伴うリン脂質分子種の変動について

。岡島伸浩，森田直樹，奥山英登宏、，佐々木昭治，東正一¥村田紀夫 1 (北大・ 理・植物基生

研)

14:45 2Ap08 Vibrio ABE-1株による長鎖脂肪酸の invitro生合成について

。森田直樹，岡島伸浩，奥山英登志，佐々木昭治，東正一村田紀夫 1 (北大・ 理・植物基生

研)

15:00 2Ap09 サフラワ一種子ホスファチジン酸ホスファターゼの細胞内転移による脂肪合成の調節

。市原謙一，室田直紀，藤井昭治(京都府大..) 

15:15 2Ap10 チャ生葉ヒドロベルオキシド開裂酵素の精製と性質

。松井健二，梶原忠彦，畑中額和 (山口大・農・農化)

15:30 2Apl1 アシルー(アシルキャリアプロテイン)チオエステラーゼの精製と性質

。今井博之，西国生郎，村田紀夫(基生研)

B会場代謝

13:00 2BpOl グラム陽性脱窒細菌Bacillusfirmusの亜硝酸還元系

。浦田克郎，佐藤敏生 1 (小山工業高専広島大・理・植物)

13:15 2Bp02 Chlamy，伽即nasにおけるセレン添加及び低 CO2培養による G1utathioneperoxidaseの誘導

。武田徹，重岡成，横田明穂飯塚義富(近畿大・食栄大阪府大・農化)

13:30 2Bp03 ラン藻 TrichodesmiumNIBB 1 067の窒素固定:窒素固定活性の制御

。大滅香， J. P. Zehr1， P. G. Falkowski2，藤田善彦(基生研・細胞生物ニューイングランドパ
イオラボフツレックヘプン国立研)

13:45 2Bp04 ラン藻 Tricho必smiumNIBB1067の窒素固定:窒素固定酵素の細胞内分布

。大城香， P.G.Falkowski¥藤田善彦(基生研・細胞生物フツレックヘプン国立研)

14:00 2Bp05 硝酸イオンによるマメ科恨粒レグヘモグロビンの機能阻害

。金山喜則， 山本幸男 1 (名大 ...園芸名古屋学院大)

14:15 2Bp06 タンパク質合成阻害剤によるシャジクモ細胞内におけるアミノ酸分布の変動

。田沢仁，三村徹郎，坂野勝啓森安裕二2 (東大・理・植物農業生物資源研静岡県立大

.生物)

14:30 2Bp07 カゼクサ種子の温度処理による二次休眠制御とアミノ酸代謝について

高橋信，植松直子，。鈴木章方(山梨大・教育・生物)

14:45 2Bp08 クロレラ白色変異体のアミノ段取り込み及びア ンモニア放出に対する青色光効果

。神谷明男， W. Kowallik 1 (帝京大学・薬学部・化学西独・ピーレフェルト大)

15:00 2Bp09 オーキシンを含まない培地で矯養した Hipro1yオオムギカノレスにおけるらアデノシルメチオニンと 1ーメチ

ノレヒスチジン含量の変化について

加藤芳伸(北海道立衛研・生活科学部)

15:15 2BplO オオムギ・エチオプラストのプロテオリシス

。本多忠紀，田中歩，辻英夫(京大・理・植物生態研)

15:30 2Bp11 発芽ヤエナリ種子の子葉におけるαーアミラーゼの発現様式

。肥塚信也，田中喜之諸橋征雄(東京農工大・農 農水省・農環研)

15:45 2Bp12 ステビア葉中のステピオール，ステピオサイド類の配糖体化酵素

。柴田均，園家暁，落合英夫，西橋秀治山田正治1 (島根大 ・農・生物機能学大日本インキ

・中研)
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第2日 3月29日(木) く午後の部〉

C会場分子生物学町

13:00 2Cp01 

13:15 2Cp02 

13:30 2Cp03 

13:45 2Cp04 

14:00 2Cp05 

14:15 2Cp06 

14:30 2Cp07 

14:45 2Cp08 

15:00 2Cp09 

緑化過程における小麦光化学系IImRNA群の経時変化

。JII口博，福田功，椎名隆，豊島喜則(広島大・総合科)

重復遺伝子族に由来するタパコ光化学系1psaEサフeユニ ットの多形性

。小保方潤ー三上浩輝l久林田信明山本義治杉浦昌弘5 (1北大・遺伝子北大・理・

植理研・遺伝子解析京大・理・植生研名大・遺伝子)

Ni<ωtiana属の光化学系 1 psaH蛋白をコードする cDNAの解析
。林田信明，井土伸一小保方潤ー杉浦昌弘3 (理研・遺伝子解析北大・理・植北大・

遺伝子名大・遺伝子)

エンドウ フィトクロム I遺伝子一GUS遺伝子融合体のベチュニアにおける発現制御

。山下博史，米国好文，佐藤直樹内藤哲(東大・遺伝子東大・理・循物)

酵母菌におけるエンドウフィトクロムアポ蛋白質の発現とその解析

伊藤直子，。富津健一，古谷雅樹(理研・フロンティア)

シロイヌナズナ・熱ショ ッタタンパク質遺伝子の発現解析

。高橋卓，米田好文(東大・遺伝子実験施設)

トランスジェニック・アラビドプシスにおけるダイズ種子貯蔵蛋白質遺伝子発現の変異株を用いた解析

。内藤哲，米田好文(東大・遺伝子実験施設)

トラ ンスジェニ ック植物におけるダイズ種子貯蔵タンパク質遺伝子発現の栄養条件による制御

。横田優美，藤原徹，内藤哲米田好文茅野充男(東大・農学部東大・遺伝子)

トラ ンスジェニック・アラピドプシスにおけるべチュニアカルコン合成酵素遺伝子 CHS-A::GUS融合遺伝

子の糖による発現制御

。塚谷裕一，大嶋利幸内藤哲，茅野充男米国好文(東大・遺伝子実験施設東大・農・農

芸化学)

15:15 2Cp10 Deve10pmentally regu1ated expression of a chalcone synthase promoter-GUS chimeric gene in tobacco. 

D. Wing， Klaus Frize 1， J eff Sche111 (農業生物資源研マ ックスプラ ンク研)

15:30 2Cpll 形質転換タパコにおける外来遺伝子の発現と遺伝

加藤明(農業生物資源研究所)

15:45 2Cp12 植物における転写因子の構造と機能1.cDNA及び遺伝子の解析から明らかにされた核タンパク因子の構

造とその特徴

D会場光生物学

高瀬尚文，。三上浩司，高山しのぶ，坂本綾子，野沢康平，中山卓哉，多羽田哲也，岩沸l雅樹(京
大・理・植物)

13:00 2Dp01 エンドウ匪軸におけるフィトクロム発色団の生合成に対する Feケラターゼ図書剤 (N-Methy1Mesopor-

phyrin IX)の効果について

。許斐康嗣李合生IJ，古谷雅樹I (1理研・国際フロンティア武漢撃中農業大学)

13:15 2Dp02 フィトクロム発色団の分子内配向と光変換による変化;intactと1argeフィトクロムの比較

。徳富哲，三室守(基生研)

13:30 2Dp03 エンドウ フィトクロムの共鳴ラマ ン散乱スベクトノレ;Pr型1argeフィトクロムに対する重水置換効果

。徳富哲，水谷泰久北川被三I (基生研分子研)

13:45 2Dp04 イネフィトクロム遺伝子導入タパコにおける光による成長制御

。長谷あきら， S.A.Kayl， M.Deak.l， N.-H.Chual，古谷雅樹(理研・国際フロンティア，

I Rockefeller大)

14:00 2Dp05 シダ原糸体細胞の葉緑体光定位運動にともなうアクチンフィラメント構造の変化

。門田明雄，和田正三(都立大・理・生物)
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第2日 3月29日(木) く午後の部〉

14:15 2Dp06 カルシウムと強い一方向レーザー (458nm)光照射によるフシナシミドロの負光屈性の誘導

片岡博尚(東北大・遺伝生態研究センター)

14:30 2Dp07 クリノスタット上のアベナ子葉輸の光屈性(1I) 

。三好泰博，森安俗ニ(静岡県立大・教養・生物)

14:45 2Dp08 カニクサ胞子発芽に対する光およびジベレリンの作用の相互関係について

。加111貴俊，菅井道三(富山大・理・生物)
15:00 2Dp09 辞類ケヘチマゴケ原糸体の生長を誘導する光質について

。江口亨，逸見光明 (山口大・理・生物)

15:15 2DplO UV-Aによる植物の生長促進

。手塚修文，安藤由香(名大・農・園芸)

15:30 2Dpll 紫外光照射によ って R加do伽 'Ulamint山細胞膜画分に生じる吸収スベクトノレ変化

。多田幹郎，中)11-郎，荒見真一郎，中辻勝也，木村吉伸，高木茂明(岡山大・農)

15:45 2Dp12 紫外光照射によって Rhodotarulaminuta菌体に生じる吸収スベクト ノレの変化

多団幹郎，滝本浩之，。荒見真一郎，木村吉伸，高木茂明(岡山大・農)

E会場細胞運動・細胞骨格

13:00 2EpOl トウモロコシ根端における Ca2+の移動に及ぼす重力と光の影響

。鈴木隆，佐藤宏昭，山田好広(山形大・教育)

13:15 2Ep02 遠心加速度場における車輪藻類節間細胞の原形質流動

13:30 2Ep03 

13:45 2Ep04 

14:00 2Ep05 

14:15 2Ep06 

14:30 2Ep07 

14:45 2Ep08 

15:00 2Ep09 

15:15 2EplO 

15:30 2Epl1 

15:45 2Ep12 

。上坪英治， 菊山宗弘 1 (一橋大・生物放送大・生物)

原形質流動の軌道保持のしくみ 1.原形質分離によるマイクロフィラメントの配列変化

。増田由美，高木慎吾，永井玲子(阪大・教養・生物)

緑藻チョウチンミドロに存在する 9o-kDaMAP (微小管結合蛋白質)
前川誉実，荻原哲，室伏績。永井玲子 (阪大 ・教養・生物東大・理・生化)

ヒャクニチソウ葉肉細胞における細胞膜へのアクチン繊維の結合

。小林仁，福田裕穂柴岡弘郎(阪大・理・生物東北大・理・生物)

フラグモプラストにおける vesic1eの輸送機構

。安原裕紀， 園部誠司，柴岡弘郎(阪大・理・生物)

フラグモプラスト微小管構築の制御機構

。浅田哲Eム園部誠司，柴岡弘郎 (阪大 ・理・生物)

プロトプラストゴースト微小管の細胞質因子による ATP依存的消失

園部誠司(阪大・理・生物)

核表面にある微小管重合中心における特徴的な重合様式と必須因子

水野孝一(阪大・理・生物)

タマネキ・子葉細胞における分裂準備期微小管帯(Preprophaseband of microtubule)と紡錘体との連結構造の

発達とその役割

。降雪芳宣1.2，B.A.Pa1evitz2 (1広島大・理 ・植物ジョージア大・植物)

タパコ向調培養細胞におけるかチュープリン遺伝子の発現

。西村議，岡村昭治，西荒介(富山医薬大・薬)

粘菌 (Polysphondylit仰向llidum)の接着タ ンパク質 gp64の接着部位における局在

。落合庚，伊東一彦， 朝見恭裕，網島康亘，福沢雅志 (北大・理・植物)

F会場光化学系I

13:00 2FpOl 好熱性ラン藻(8タlechoωccuselo河:gatus)における P700の耐熱性 クロロフィルの抽出，再添加の影響

。池上勇，加藤栄 1 (帝京大 ・薬東大・理)
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第2日

13:15 2Fp02 

13:30 2Fp03 

13:45 2Fp04 

14:00 2Fp05 

14:15 2Fp06 

14:30 2Fp07 

14:45 2Fp08 

15:00 2Fp09 

15:15 2FplO 

15:30 2Fp11 

3月29日(木) く午後の部〉 第3日 3月30日 (金)

ホウレンソウ系I標品の P-700差分子吸光係数に対する TritonX・100の影響

。園池公毅，加藤栄 1 (理研・太陽光科学東大・理・植物)

嫌気条件下での循環的電子伝達とその機構

。遠藤剛，浅田浩二(京大・食研)

く午前の部〉

ホウレンソウ葉緑体の嫌気条件下でのメチルパイオロゲン依存の循環的電子伝達系

。浅田浩二， C.Neubauerl，U. Heberl ， U.Schreiberl (京大・食研， 1 Univ. Wurzburg) 

光化学系 I反応中心複合体とプラストシアニンの相互作用

安藤孝幸，岩崎行玄，原彰。高倍昭洋(名城大・理工・化学名波大・農・生化)

プレカ ーサープラスト シアエンの大腸菌における発現とそのプロセッ シング

。日比野隆，山本治世，村川冨彦， D. Boerl， P. Weisbeekl，高倍昭洋 (名城大・理工・化学，

lオラ ンダ ・ユトレヒト大学)

オオムギ葉緑体の NADP光還元活性と高分子型フェレドキシン-NADP還元酵素について

。大橋和子，先浜直子新勝光辻英夫(京大・理・植生研神大・理・生物)

葉緑体電子伝達反応に伴って生成する O2のチラコイド膜中の定常濃度
。白石卓夫，高橋正昭浅田浩二(京大・食研甲南大・理)

らん色細菌 Synechocystis6803とAnacystis河idulansにおける H202消去

。三宅親弘，浅田浩二(京大・食研)

Biophoton emission from iso1ated ch1orop1asts is re1ated to superoxide production in the thy1akoid. 

。Hideg，E.I，稲場文男1.2(1新技術事業団東北大)

単離光リン酸化 ATPaseのテントキシン感受性

。太田嘉則，久郷徹桜井英博(早大・教育・生物横浜市立大・文理・生物)

第 3日 3月30日(金) く午前の部〉

A会場細胞壁

9:00 3Aa01 

9:15 3Aa02 

9:30 3Aa03 

9:45 3Aa04 

10:00 3Aa05 

10:15 3Aa06 

10:30 3Aa07 

タケノコ細胞壁中でのフェノーノレ酸と糖の結合

。石井忠，広居忠量(農水省森林総研)

イネ培養細胞の単細胞化. 1I.細胞壁の分析

。加藤陽治，大住千栄子林隆久山ノ内宏昭日向康吉2 (弘前大・教育味の素・中研，

2東北大・農)

Chlorella ell砂soideaC-27のプロトプラスト調製

。城斗志夫，長由美，波多野昌二(九大 .5.食化工)
媛性エンドウ恨のジベレリン誘導成長と細胞壁

谷本英一(名古屋市大・教養)

細胞壁の invivoとinvitroクリープ

。山本良一，桜井直樹 1 (帝塚山短大広島大・総合科学)

Chlorella ell;ψ'soidea C-87における細胞壁溶解酵素の精製とその性質
。荒木直子，武田宏 1 (新潟大・理・生物新潟大・教養・生物)

クロレラにおける細胞壁溶解活性の種特異的変異E

。荒木直子，武田宏 1 (新潟大・理・生物新潟大・教養・生物)

10:45 3Aa08 アズキ細胞壁キシログルカンの構造変化を引き起こす酵素

。西谷和彦，冨永るみ，千田ゆかり(鹿児島大・教養)

11:00 3Aa09 カボチャ下駐車由切片の UDP-糖合成に対する ABAの影響

。若林和幸，桜井直樹倉石膏 1 (香大 ・教育広大・総科)

11:15 3AalO 単離フラグモプラストによる(3H]UDP-g1ucoseのとり込み

柿本辰男，柴岡弘郎(阪大・理)
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第3日 3月30日(金) く午前の部〉

B会場 (講演発表はありません)

c会場分子生物学V
9:00 3CaOl 分裂酵母の性フェロモンによるシグナノレ伝達

。下回親，北村憲司 1 (大阪市大・理・生物大阪市大・医・第二生理)

9:15 3Ca02 醇母 (S.αrevisiae)の紫外線処理細胞における染色体 DNAの変動

。久冨泰資，依田彰，豪井基夫(福山大・工・生物工)

9:30 3Ca03 酵母 GAL4タンパク質 DNA結合領域による植物内遺伝子発現の調節

。横井久美，町田千代子，町田泰則(名大・理・生物)

9:45 3Ca04 PCR法を用いたHeterosigmaa初shiwo細胞膜 ATPasecDNAのグローニング

。和田雅人，浦山修原諭吉佐藤忍，藤伊正(筑波大・生東医歯大)

10:00 3Ca05 Synechocystis PCC6803の無機炭酸輸送に必須な遺伝子

。小川晃男，小俣達男， ]. G. K. Williams 1 (理研・太陽光科学， 1 DuPont) 

10:15 3Ca06 ラン藻SynechocystisPCC6803の脂肪酸不飽和化酵素遺伝子の構造

。和国元，村田紀夫(基生研)

10:30 3Ca07 遺伝子組換えによるラン藻Synechoの'stisPCC6803の多価不飽和脂肪酸欠損株の作成

。坂本敏夫，和田元， Z. Gombos，村田紀夫(基生研)

10:45 3Ca08 ラン藻 Synec伽ωcωsPCC 7942の亜硝酸還元酵素遺伝子のタローニ ング

。小俣達男，小川晃男(理研・太陽光科学)

11:00 3Ca09 ラン藻Anabaenavariabil:必の低温誘導性遺伝子

佐藤直樹(東大・理・植物)

11:15 3CalO 炭酸脱水酵素遺伝子の光による発現制御

。福津秀哉，藤原祥子， Maribel L. Dionisio，宮地重遠(東大・応徴研)

11:30 3Ca11 Rhodobacter capsulatusの2種のフェレドキシンのクローニングと遺伝子解析

。佐伯和彦，宮武美枝， Debra A. Young1， Baπy L. Marrs1，松原央 (阪大 ・理・生物， lDuPont 

社・中央研)

11:45 3Ca12 藍色細菌Plectonemab01抑制mにおける 2つの Fe蛋白質遺伝子 (nifH，frxC) 

。藤田祐一，高橋康弘，松原央(大阪大・理・生物)

12:00 3Ca13 好冷菌 VibrioABE-l株のイソクエン酸脱水素酵素アイ ソザイム E遺伝子のクローニング (予報)

。石井陸，福永典之，佐々木昭治(北大・理・植)

D会場光合成細菌

9:00 3DaOl 脱窒光合成細菌における DMSO呼吸末端還元酵素のベリプラズミック空間への局在化機構

。吉田嘉宏，高井許子嶋田敬三，佐藤敏生高見伸治 1 (都立大・理・生物広島大 ・理・

積物)

9:15 3Da02 光合成細菌Rhodopseuぬmonasviridisにおける反応中心チトクロムへの電子伝達

。松浦克美，甲斐章彦， 畑中究， 三木邦夫 1 (都立大 ・理・生物阪大・工・応用精密工)

9:30 3Da03 オーストラリア海域のパクテリオクロロフィルを含む好気性細菌の分布と性質1.東海岸および西海岸

芝恒男，塩井祐三。高宮建一郎2，C. R. Wi1kinson 3， D. Sutton 4 (東大・海洋研宮崎医大

・生九大・理・生， 3AIMS， 4ジェームズクック大)

9:45 3Da04 Rhodobacter suLβdophilusから単離された色素蛋白質復合体の性質

。土井道生，塩井祐三， N.Gad'on1， G.Drews1 (宮崎医大・生物， 1 Inst. Biol.， Albert-Ludwigs-

Univ.) 
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第3日 3月30日(金) く午前の部〉

10:00 3Da05 Rhodobacter sulβdophilusの好気的色素生産と光合成活性

10:15 3Da06 

10:30 3Da07 

10:45 3Da08 

11:00 3Da09 

11:15 3Da10 

11:30 3Da11 

11:45 3Da12 

12:00 3Da13 

。塩井祐三，土井道生(宮崎医大・生物)

光合成細菌Rh似品。ρ'seu必例側asμlustrisの光捕集系一一-B8∞の複数の存在状態
。嶋田敬三，山崎巌玉井尚登三室守2 (都立大・理・生物北大・工・合化基生研)

緑色光合成細菌のクロロソームにおける色素間相互作用の可逆的破壊とエネルギ一転移

。松浦克美.J. M. O1son 1 (都立大・理 ・生物， IOdense Univ.) 
Proto~抑Iyau似xtamarensis色素蛋白に結合したベリジニンのラマン分光

。栗本宜孝，橋本秀樹，小山泰，山野由美子伊藤允好緒方武比古三室守3 (関西学院大

・理神戸女子薬大北里大・水産基生研)

ピコ秒過渡ラマン分光法によるホウレン草クロロプラスト結合カロテノイドのSI(21Ag-)状態の研究

。橋本秀樹，小山泰(関学大・理)

光合成パクテリア Rhb.spheroides 2.4.1 ?ロマトフォアに結合したカロテノイドの21Ag-状態のラマン分

光

。九鬼導隆，橋本秀樹，小山泰(関西学院大・理)

Rs. rubrumクロマトフォアに結合した二種類のカロテノイドの T1状態のラマンスベクトル

。成瀬充，橋本秀樹，九鬼導隆，小山泰(関西学院大・理)

クロロフィノレ a及びパクテリオクロロフィル a励起状態の共鳴ラマンスベクトノレ

。西津栄一，橋本秀樹，小山泰(関西学院大・理)

紅色光合成細菌 Ch7<仰 UJtiumvinosumに含まれるカロテノイドの励起一重項の共鳴ラマン散乱

。林秀則，野口巧，田隅三生， G.H.Atkinson1 (東大 ・理・化学アリ ゾナ大)

E会場電気生理

9:00 3Ea01 植物プロトプラストへの DNA電気導入過程の細胞電気回転法による解析

。角谷宏、昭，柴谷滋郎，千田貢 1 (京大 ・農・細胞実験センター京大...農化)

9:15 3Ea02 植物プロトプラストの膜電位および電気融合に及ぼす Ca，Laイオンおよびカルモジュリン阻害予測の効果

角谷忠昭，。村田芳行，野中龍一，千田貢1 (京大..・細胞実験センター京大・農・農化)

9:30 3Ea03 ホウレンソウ葉肉液胞に与える Mg2+の影響

。吉野宏，太田英二，坂田亮(慶大・理工・計測)

9:45 3Ea04 車軸漠節間細胞内外の H+の空間的分布

緒方惟昭(産医大・医短・生化)

10:00 3Ea05 シャジクモ原形質膜におよほ.す局所麻酔剤の影響

野坂修一，。大川和秋 l'中原清司吉川清(大阪成人病センター阪大・教養・生物阪大

・基礎工・生物)

10:15 3Ea06 汽水産シャジクモ類シラタマモの膨圧調節に及ぼす DCCDの影響

。岡崎芳次，岩崎尚彦(大阪医大・教養 ・生物)

10:30 3Ea07 シャジグモ H+-pumpに対する SH試薬の効果

。筒井泉雄，大川和秩 1 (生理研 ・機能協関阪大・教養・生物)

F会場光化学系と色素系

9:00 3Fa01 ラン藻チラコイド系での電子伝達状態と光化学系 I/II量比の調節

。村上明男，藤田善彦(基生研・細胞生物)

9:15 3Fa02 光化学系 I/II量比の調節とチトクロム bcfの酸化還元状態との対応

。村上明男，藤田善彦(基生研 ・細胞生物)

9:30 3Fa03 光化学系Iの形成調節とクロロフィル合成系の関連

。藤田善彦，村上明男(基生研・細胞生物)

- 27一



第3日 3月30日(金) く午前の部〉

9:45 3Fa04 生育光条件を異にした秒間echocystisPCC 6803のクロロフィル蛋白質

10:00 3Fa05 

10:15 3Fa06 

10:30 3Fa07 

10:45 3Fa08 

11:00 3Fa09 

11:15 3Fa10 

11:30 3Fa11 

11:45 3Fa12 

12:00 3Fa13 

。相漂克則，藤田善彦(基生研・細胞生物)

Rhodobacter sphaeroidesの色素タンパク複合体の合成におよぼす光およびカロチノイドの影響

。嶋田裕士，射場厚，青弁文明，高宮建一郎(九大・理・生物)

EuglenaのクロロフィルタンパクにつL、て

。平松浩行，溝淵章央，鎌田尭，山本泰(岡山大 ・理・生物)

暗所生育トウヒにおける光に依存した LHC-IIリン酸化活性の発現と性質

。輿志平尚，奥達雄，小林善親(九大・農 ・農林生物物理)

種々の黄色植物の光捕捉色素蛋自の分子集合体

。加藤哲也，保田京子(京大・理・縞)

褐藻Ectoωゆusのフコキサンチン・クロロフィル蛋白におけるエネルギ一転移

加藤哲也三室守山崎巌山崎トモ子西村賢宣高市真一3 (京大 ・理基生研，

2北大 ・工日本医大)

ラン藻Synechoωccussp. PCC 7942の界面活性剤不溶性画分での zeaxanthin

正元和盛(熊本大・教育・生物)

タラミドモナス変異株におけるクロロフィル退色過程と活性酸素

。山崎秀雄，篤紗穂美人岡山繁樹 1 (九大 ・生物九大・教養)

イネの業の老化に伴う光合成活性とタンパク質の変化

。岡田克彦，佐藤和彦，加藤栄(東大・理 ・植物)

イネ棄の老化過程における光環境と光合成能力の関係

。日出間純，牧野周，前忠彦，小島邦彦(東北大・幾・農化)
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座 長 表

日 時 講演番号 座 長 日 時 講演番号 座 長

lA a 0l ~04 南川隆雄 09~12 回 中 歩

05~08 坂野勝啓 2C a 01~04 町田 泰則

09~12 小柴共 ー 05~08 米 田好文

lB a 01~04 上田英二 09~ 1l 福沢秀哉

05~08 吉田静夫 午 2D a 01 ~04 白 岩善博

09~12 茅野充男 05~08 鮫 島宗明

午
1 C a 01~04 加藤 明 09~12 都築幹夫

05~08 平井篤志 2E a 01~04 大森正之
09~ 12 小保方潤 ー 3 目IJ 05~08 近藤矩朗

lD a 01~04 谷本静史 09~ 11 JlI 崎信 二
05~08 竹葉 問。 2F a 01~04 桜井英博

日IJ 09~12 岡崎光雄
月

05~08 星名 哲

3 1 E a 01~04 神阪盛一郎 09~12 榎並 男腹

05~08 飯野盛利
2A p 01~04 佐藤直樹

09~12 上回純一
05~08 西 田 生郎

1 F a 01~04 和田敬四郎 29 09~11 榊 岡U
月 05~08 高橋正昭

2B p 01~04 落合英夫
09~12 井上 弘

05~08 諸橋征雄

lA p 01~04 中村保典
日

09~12 神谷明男

28 05~08 猪川倫好 午 2C p 01~04 佐々木幸子
09~12 桑原朋彦 05~08 松岡 信

13~16 伊賀上郁夫 09~12 中村研 三

lB p 01~05 松本英明 制 2D p 01~04 和田正 三

日 06~10 笠毛邦弘 05~08 手塚修文

1l ~14 三 村徹郎 後 09~12 門 田 明雄

lC p 01~05 新名惇彦 2E p 01~04 水野孝 一

午 06~09 内宮博文 05~08 峰雪芳宣
同 1O~13 内藤 哲 09~12 福 田裕穂

14~17 大橋祐子 2F p 01~04 檎山哲夫

lD p 01~04 安田武司 05~08 池上 勇

05~08 今泉和光 09~ 1l 高倍昭洋
後 09~12 江坂宗春

13~16 竹田淳子
3A a 01 ~04 武 田 宏

lE p 01~05 神谷勇治
05~07 谷本英 一

06~ 1O 桜井直樹
08~10 山本 良 一

1l ~14 井上康則 3 
3Ca 01~05 飯 田 滋

lF p 01~04 伊藤 繁
06~09 武 田 穣

月
午

1O~13 小俣達男
05~08 池内 昌彦

09~12 小池裕幸 30 
3D a 01~05 小山 泰

13~16 佐藤和彦
06~09 塩井祐 三

日
前

10~13 松浦克美

3 
2A a 01~04 新 勝光

幽
3E a 01~04 岩崎尚 彦

月
午 05~08 佐藤公行 05~07 千 田 貢

29 09~12 高浜有明夫 3F a 01~04 三室 守
日
目IJ 2B a 01~04 西村幹夫 05~09 高官健一郎

同
05~08 渡辺 昭 1O~13 山本 泰
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日 時 講演番号 座 長

3 
公開シンポジウム

月 午
岩槻邦男

29 2 }I! 口 昭彦
日 後

同
3 浅田 浩 二

4 古 谷 雅樹

3 シンポジ ウム

月 午 lSp-l 駒 嶺 穆
28 
日 後 lSp-2 山本幸男

例 lSp-3 小 }I! 晃男

シンポジウム
3 
月
午
2Sa-l 勝見允行

29 
日

2Sa-2 増田 芳雄
前

附 2Sa-3 藤田 善彦

2Sa-4 村田 紀夫
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日本植物生理学会1990年度年会の開催にあたり，多くの研究所，企業等からご協賛，広告掲載，

展示出展によりご協力を頂きました。ここにお名前を掲載させていただきます。

協

旭化成工業株式会社生物科学研究所

アサヒビール株式会社 中央研究所

味の素株式会社 中央研究所

エーザイ株式会社

鐘紡株式会社 生化学研究所

株式会社 アドバンス (ODS研究センター)

株式会社オリンパス

株式会社秀潤社

株式会社資生堂研究所

株式会社植物工学研究所

株式会社東レリサーチセンター

株式会社 日立製作所基礎研究所

株式会社 ファインテック

株式会社藤本理化

株式会社森永生科学研究所

株式会社ヤクルト本社中央研究所

キッコーマン株式会社研究本部

キリンビール株式会社植物開発研究所

サッポロビール株式会社研究開発本部

三共株式会社

財団法人 サントリー生物有機科学研究所

塩野義製薬株式会社油日ラボラトリーズ

新日本製織株式会社 ノミイオ事業開発部

賛

盛進製薬株式会社

大成建設株式会社生物工学研究所

武田薬品工業株式会社応用技術研究所

東洋醸造株式会社 医薬開発センター

徳丸理研

日清食品株式会社 中央研究所

日本化薬株式会社(農薬事業部技術部)

日本鉱業株式会社

日本曹達株式会社

日本たばこ産業株式会社生命科学研究所

日本特殊農薬製造株式会社有機中央研究所

日本ロシュ研究所 徴生物・化学部

ハウス食品工業株式会社研究所

ぺんてる株式会社 中央研究所

三井東圧化学株式会社

三菱化成工業株式会社

三菱化成工業株式会社総合研究所

三菱化成工業株式会社応用生物研究所

三菱瓦斯化学株式会社新潟研究所

ヤクルト薬品工業株式会社

山本海苔研究所

有限会社村田理化学製作所
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広告掲載

アプライドバイオシステムズジャパン株式会社

栄研化学株式会社

盛進製薬株式会社

宝酒造株式会社

田辺製薬株式会社NHKエンタープライズ

オリンパス光学工業株式会社

カゴメ株式会社

学会出版センター

株式会社 インターメディカル

株式会社オリンパス

株式会社佐久間製作所

株式会社三光オリンパス

株式会社 島津製作所

株式会社裳華房

株式会社秀潤社

株式会社東西ブックセンター

株式会社 ニコン

株式会社 日京製作所

株式会社 日本医化器械製作所

株式会社平山製作所

株式会社 フィジオテック

株式会社藤本理化

株式会社 ヤクルト本社

協和発酵工業株式会社

旭光通商株式会社

小糸工業株式会社

住友化学工業株式会社

エルセピア日本支社

株式会社佐久間製作所

株式会社 ニュートリノ

カールツアイス株式会社

東海漬物製造株式会社

東京大学出版会

東ソー株式会社科学計測事業部

中西印刷株式会社

日新EM株式会社

日製産業株式会社

日本エイド一株式会社

日本たばこ産業株式会社生命科学研究所

日本電子株式会社

日本バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社

4ーガモンプレス東京事務所

浜松ホトニクス株式会社

目立工機株式会社

フナコシ薬品株式会社

名糖産業株式会社化成品営業部

盟和商事株式会社

ヤクルト薬品工業株式会社

有限会社共進理工

有限会社村田理化学製作所

レノパサイエンス株式会社

和光純薬工業株式会社

展示出展

旭光通商株式会社

日本バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社

ヒユーロー ホソヤ
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公開シンポジウム

我が国におけるプラン卜サイエンスの展望

開会の辞

主催 日本学術会議植物科学研究連絡委員会

共催 日本植物生理学会

日本植物学会

日時 3月29日(木)午後1: 00-4 : 00 

場所東京大学教養学部 13号館S会場

竹内郁夫(基生研)

1 .生物学における機能的見方と進化的見方

広瀬忠樹(東北大・理)

座長岩槻邦男(東大・理)

2.植物分子生物学の明日に若者たちは何を見ているか

南川 隆雄(東京都立大・理)

座長川口 昭彦 (東大・教養)

3.植物科学と科学技術の連続性を求めて

今関英雅(名大・農)

座長浅田浩二 (京大・食研)

4. パネルディスカッション

司会古谷雅樹(理研)



013 

S-l 生物学における機能的見方と進化的見方

広瀕忠樹 〈東北大・理・生物)

進化生物学者の ErnstMayr (1961; Science 134:1501・6)は生物学における causaI i ty 

について議論し、現代の生物学に 2つの潮涜があると述べている。ひとつは機能的 (func

tional)生物学で、他は進化的 (evolutionary)生物学である。地球上の生物はすべて進

化の産物なので、生物の特性を機能的に理解することもできるし、適応進化の結果として

理解することもできる。機能的生物学者は、究極的には DNAに含まれる遺伝情報の発現

(proxi聞atecause)の結果として生物のもつ多様な特性を理解しようとする。進化生物学

者は生物の歴史、その変化の原因 (ultimatecause)に興味をもっ。このように、両者は

同じ事象にたいして、互いに異なったアプローチをとる。ところで、最近の分子生物学の

発展によって、生物の進化をDNAレベルで議論できるようになり、塩基配列から系統進

化がたどれるようになってきている。この意味では、 30年近く前に議論された二分法は

過去のものになったかに見える。しかし、形質の変化を引き起こす DNAの盗事S配列の変

化がなぜ進化のある時点でおこったのかは明らかにできない。

生態学は生物と環境の相互作用を研究する。さらに踏み込んで言えば、多様な生物的自

然を環境の多様性を介した自然選択の結果として理解しようとする。いま、ある生物があ

る環境においである反応を示すとする。このとき、その生理的機構を明らかにしようとす

る機能的アプローチと、その環境下でなぜそのような反応を進化させたのかを問うアプロ

ーチが可能である。前者は生物を制御環境下におき、実験的にその反応がどのようなメカ

ニズムをとおして発現したのかを明らかにしようとする。後者は、比較あるいはモデリン

グによってそのような反応がその生物の適応価(fi tness)を高めることを証明しようとす

るであろう。私は、機能的アプローチと進化的アプローチをいったん区別した上で、その

方法論の相互浸透をはかることが、これからの生態学の発展にとって重要であると考えて

いる。これをいくつかの例をあげることで示したい。
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S-2 植物分子生物学の明日に若者たちは何を見ているか

南川隆雄(都立大・理・生物)

昨日から今日を見るのではなく、明日¢蝶で今日を捉えよ、という言葉がある。このす年来、.1J1Ii邸均な進展を

とげた継物分子生物学、そしてその手法を導入して変容しつつある鋤唱の植物科学の未来に思b峰崎ぜるとき、

私自身は分子生物学者ではないが、できれば長生きして、その行く方を確カ功てみたいという思いに駆られる.現

状改革には無力であるにしても、次世代の植物科学者のために道ならしをすることはできるだろう。そのような気

持で、折にふれて私はまわりのごく若い研究者やその卵たちと、植物分子生物学とその成果を取り込んできた植物

科学の他領域の現在と明日について話し合ってみた.ぞれをまとめながら私凋を述べてみたい.

1)槽偽分子生物学の行方:タンパク賞→cIlNA→遺伝子+制御タンパク寅→cIlNAという見カ柑上の繰り

返しに倦んだカゅように、分子生物学はすでに隙を越えた、という声を聞くことがある.これは研究ι樹象と手段
を混同した見方ではないだろうか.植物分子生物学を待ち受げる植物科学の米関街地は日々広がりつつある.すで

に相当の力を奮えた植物分子生物学はそ¢精々の活性化を編り返し、新局面を聞いてい〈であろうと思う.私たち

隣按領繊の研究者はその成果を有効に活用しながら、植物分子生物学を慮り立てて行きたいものである.他方では、

現在の植物分子生物学の有力な方法がカvつてはむしろ地味な舗械での研究成果をもとに開発された事実を思い起こ

し、一見脚光を浴びるごとの少ない分野d潟慨にも常に期待の目を向けて行きたい.

2)棺陶科学における分子生物学的手法:植物科学の中でも生理学、と〈に代謝生理学のような、従来からタ

ンパク質(酵素〉をよりどころにしてきた領域では、組換え D胤実敏法をはじめとする分子生棚持法の導入は比

較銭熔易であった.ぞれによって従来法では僅様であった新知動鴇られ、局面糾摘され視野が'IWJ~った.そし

て夢中で数年を過ごした今、恩恵に浴しつつも産みの普しみを尉1かけている自分に気づき始めている.自分の本

当に興味を持った生想現象は何であったか、そしてそれを明らかにするには量邸実え DNA技術に加えてどのような手

段が可書勧入を省みる時期に差しかかっている.他方、植物生理学を除〈領域では、分子生物学の手法の羽入は容

易ではなかった。しかし、これらの領域にも分子生物学の成果を直接に、あるいは植物生理学を介して間接に、活

用しない手はない.もし、ぞれを限んでいるものがあるとすれ』ぎ、その原因はなんだろう.

3)人材の纏保と育成:上述のように、あれもこれもと多〈を望むならば、すぐれた人材を確保し育成する長

期的な見通しカ勾司嘗時る.関連の研究償問を釧臨して職場を~大する努力が必要なことはもちろんであるが、

同時に、基礎と応用を区分したがる我か国の体質を改め、研究室と圃場・工場・日常生活を一連のものとする研究

環境が、これからの若者を植物科学に引きつける要件になりそうである.

34 



S-3 植物科学と科学技術の連続性を求めて

今関英雅、 名大・農

日本における自然科学の流れの中に、基礎科学と応用科学とを対比する感覚、習慣があ

ることは否めない。植物科学の領域においても同じである。このような対比感覚が生じた

背景にはB本の高等教育、研究を支える大学の制度があり、しかも全く同じ制度が 100

年もの長い間頑固に守られていることもある。しかし、日本の植物科学の発展にとって、

この対比させる感覚、習慣はもはや決してプラスにはならないものであろう。一方では、

制度上の問題を改変する努力をすることが大切だが、その前に植物科学者自身の中にある、

長い間の制度から生まれ、育ってしまった対比感覚〈自己領域の確保意謀、同窓意識など

を含めた〉から抜け出すことが必要であろう。

基礎科学としての植物科学と技術開発を指向する応用科学としての植物科学は、人が植

物の示すさまざまなプロセスを植物の立場にたって見るか、人間生活の立場にたって見る

かの遣いであって、見つめる対象は同じであり、そこから得られる知的産物の価値に遣い

はないはずである。基礎科学は自然現象の中にある共通法則を見いだして学理体系を確立

することであると言う。私もこれに異存は全く無い。応用植物科学は植物の力を人が利用

することを前提としているので、利用目的の違いにより対象とする植物種が違い「自然現

象の中の共通法則を見いだすJ方向性をもたない。いわば、基礎植物科学は総論であり、

応用植物科学は各論であると見ることが出来よう。

応用科学は科学技術の開発を指向すると述べたが、按術の開発研究とは異質のもので、

科学技術の素材を提供することを意識した科学である.その中には、基礎科学の成果を技

術開発へと導くための研究もあるし、経験から確立されている技術の学理の研究もある.

しかし近年の生物科学の進歩は、基礎植物科学の成果が場合によっては応用植物科学の洗

礼を受けずに、かなり直接的に技術開発へとつながることを可能にしつつある。題材の捉

え方とその処理の仕方に自由な発想を前提とするならば基礎科学と応用科学の研究が対比

されるものでなくなり、科学技術の開発とも連続的なものである時代に我々はいるのでは

なかろうか。
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シンポジウム 第 1日 3月28日(水)s会場

「植物生理学と分子生物学の接点をめぐって」

13:00 lSp-l 分化と脱分化における分子生物学的アプローチ

「分化」 小関 良宏(東大・教養)

「脱分化」 高橋陽介(名大・理)長田敏行(基生研)

14:10 lSp-2 種子代謝における分子機構解明の試み

「登熟種子」 田中国介，光川 典宏 (京都府大・農)

「発芽種子」 山内大輔，南川 隆雄(都立大・理)

15: 20 lSp-3 植物の CO2濃縮機構の分子生物学的展開

「徴細藻類」 都築幹夫，福沢秀哉，宮地重遠(東大・応徴研)

「高等植物」 松岡 信，鮫島宗明(生物資源研)



lSp-l 分化 ー ニンジン培養細胞における分化をモデル系として

小関良宏(東大・教養・生物)

植物細胞は分化全能性を有し、 一個の植物細胞から元の植物体を再生できる。歴史的に

見た場合、ニンジン培養細胞における不定医形成の誘導と個体再生は、最初にこの分化全

能性を示したものであり、以来四半世紀にわたりこれをモデル系として分化全能性の機構

についての研究がなされてきた。 これまでは主に生理学的、生化学的手法が用いられてき

たが、近年、 この機構の解明に分子生物学的手法が導入されるようになってきた。 しかし、

分子生物学的手法によるその機構の解明は未だに進んでいない。この大きな理由として、

第一に不定lff形成という形態的分化の場合には、一個の細胞が分裂を開始した時に既に細

胞の極性が生じてしまうこと、すなわち細胞が分化のための分裂を開始した段階において

ヘテロな細胞集団となってしまい、 これらヘテロな細脂集団をすべてまとめて処理する手

法を用いている限り、分化特異的変化を見出すことが困難になることがあげられる。 これ

を解決する方法の一例として、 in situ hybridizationによる分化特異的遺伝子発現の検

出が考えられる.これは GUS遺伝子をレポーターとして用いたキメラ遺伝子による手法よ

りも、生理学的に見て、 より intactに近い情報を与えるものと考えられる。第二に植物

細胞の分化は、植物生長調節物質条件を変化させて分化条件に移行してから分化に至るま

で少なくとも数日の時聞を要することがあげられる。演者が代謝的分化のモデル系として

用いているアントシアニン合成系の誘導においても、 オーキシンを含まない培地に移植し

てアントシアニン合成が誘導されるまでに約 5日を要する.これに対し、誘導されたアン

トシアニン合成は、 オーキシン添加により数時間以内にアントシアニン合成誘導の抑制が

開始し、脱分化が開始する.特に分化が開始するまでに非常に長い時間を要するというこ

とは、細胞内においてその聞に長い道のりの様々な事象が起こっていることが考えられる。

これらを解明することが分化機構の解明に必須であると言えよう。 この点から考えると、

現在行われている遺伝子発現に係わる遺伝子領域の決定およびそれに対する発現調節因子

の同定という手法を用いる場合、その分化発現までに係わる事象が多く、発現に至るまで

の経過が長いために困難を伴うと思われる。これをいかに解決するかが今後の問題点であ

ると考えられる。
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脱分化初期過程のオ キシンによる遺伝子発現制御

高橋陽介(名大理)、長田敏行(基生研)

典型的な分化細胞であるタバコ葉肉細胞プロトプラストは適当な培地にオーキシンとサ

イトカイニンを加えて培養するとほぼ同調的に DNA合成を開始し、分裂し、分化形質を

失ってコロニーを形成する。 この脱分化の過程において最も興味深いステップは Goか

ら S期八の移行であり、この時期におけるオ ーキシンの効果を主に遺伝子発現の函から

解析を行なった。

タバコ葉肉細胞プロトプラストの Go/Sの転換期にオーキシンの存在下で発現する遺伝

子の cDNAをディファレンシャルスクリーニングにより独立に 4つクローン化した。解

析の結果これらはすべて同ーの配列を持つことが判明し、これを par遺伝子(protopla-

st auxin regulated gene)と命名した。 ほぽ完全長の cDNAの全一次構造を決定して解

析したところ par遺伝子の産物は 220偶のアミノ酸からなる比較的親水性のタンパク質

であることが解った 。

par遺伝子の発現は葉肉細胞がその分化形質を失っていく過程で、しかも DNA合成

が始まる前、すなわちオーキシンを加えてから 1時間以内に始まり、プロトプラストが S

期を経て H期に入ると par遺伝子の mRNAは消失することが示された。 このことは

par遺伝子の産物が Goから S期八の移行に何らかの役割を果たしていることを示唆す

ると考えられる。 par遺伝子の発現は 2，4-D以外のオーキシン NAA，IAAでも誘導さ

れることが解った。

オーキシンによる par遺伝子の発現制御機構を解明するためタバコのゲノムライブラ

リーから par遺伝子をクローン化し、プロモ ーター領域周辺の一次緯造を決定した。

par遺伝子のプロモ ータ一及びその 5・上流領威とレポータ ー遺伝子 GUSとの fusion

geneを作製しこれを業肉プロトプラストにエレクトロポレーションで導入してトランジ

エントアッセイを行なった。 その結果オーキシンによる par遺伝子の発現誘導は大部

分が転写レベルで制御さていること、またオ ーキシンによる遺伝子活性化を制御するいわ

ゆる ciselementが par遺伝子の転写開始部位より上流ー730bから -300bの聞に存在

すると kが明らかになった 。
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lSp-2 登熟種子

田中園介、光川典宏(京都府大・農化)

登熱とは被子植物、特に作物の受精後種子形成時に進行する貯蔵物質の集積を伴う、い

わゆる"みのり n を対象とした言葉である。しかし、この言葉の中には生物としての種子

形成、即ち"分化"の大問題も包含しており、遺伝子の組織特異的、時期特異的発現の制

御機構に関する問題も含んでいることは云うまでもない。

演者は、これまでに行ってきた登熟生理、特にイネ種子(=コメ)について貯蔵物質の

集積機構に関する研究を背景にした話題を提供したい。即ち、先ず、イネ種子登熟時の旺

乳の組織化とそれに伴う貯蔵物質の集積の様子を組織化学的手法を用いて示し、その後最

近集積し始めたイネ貯蔵タンパク質の生合成、輸送、集積に関する分子生物学的知見を紹

介し討論の材料としたい.

1 )旺乳の組織化と貯蔵物質集積:イネ種子は開花後、眼形成と共に急速に!距乳組織を発

遣させ、開花後5日目にほぼ組織的な完成をみる。その後、細胞内の各オルガネラが成長

し、それに伴い貯蔵物質が集積し開花後20日目に種実としてほぼ完成する。このプロセ

スについて主に電子顕微鏡を用いて紹介し、今後の分子生物学的研究の対象として重要と

思われる事項を紹介する。

2)貯蔵タンパク質の遺伝子構造の解析:近年、イネ貯蔵タンパク質、特にグルテリンと

プロラミンに関する知見が急速に集積した。ここでは、それらのcDNA構造、核遺伝子構造

の特徴等を紹介し組織特異的、時期特異的発現の機構についても考察する。

3)貯蔵タンパク質の局在化の分子機構:イネ貯蔵タンパク質の集積機構の特徴の一つは、

デンプン性内匪乳において、プロラミンとグルテリンが同一細胞中で同時期に生合成され

るにも拘らず、両タンパク質は全く異なるプロテインボディタイプ Iとプロテインボディ

タイプEにそれぞれ別々に分配される。この両プロテインボディへの特異的分配には、恐

らく、新生ポリペプチドがN末端に持つ、シグナJレ配列が重要な役割を果たすと考えられ

る。その実験的根拠と機構、さらに、その応用的展開についても考察したい。
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lSp-2 種子代謝における分子機楠解明の試み 一発芽種子一

山内大輔、 南川隆雄 (都立大・理・生物)

種子発芽の過程はふつう 3相に分けることができる.物理的吸水の過程(第 I相)を経て種

子が十分に吸水すると細胞の原形質の再活性化が始まり、ついで各種の加水分解酵素の活性が著

しく上昇してくる(第11;栢)0 そして子葉などの貯蔵務官での物質分解と転流が盛んになり、生

長部位でのタンパク質合成が活性化し、成長へと向かう(第回相)0 このような発芽の生化学的

過程のうちタンパク質合成についていえば、第2相の初期には乾燥種子中に温存されていた・IlN

A (保存型・IlNA)がタンパク質合成に関わるカ1、やがてその役割は新合成された・IlNA (新生

.IlNA )にとって変わって行くと考えられる.ここではマメ科種子発芽剣のタンパク質合成につい

て我々の研究室でおこなってきた、生理学的研究及びぞれに続〈量近の分子生物学的手段による

研究を紹介する。

ササゲ種子の保存型叫胤:種子吸水後きわめて短時間のうちに穣織アミノ酸がタンパク慣に

取り込まれることや、 αーアマニチンで転写を阻害してもタンパク質合成がおきることから、ササ

ゲ種子中での保存型耐NAの存在が予測された.そこで畳無期及び発芽期の種子からの・RNAの

i旦弘且g翻訳産物を経時的に比較した結果をもとに、ディファレンシャル・ハイプリド法により、

保存型・RNAのものとみられる数種の cDNAクローンを単厳した.そのうちの 1つ、 pSAS10-cDN

Aの塩基配列を決定したが、これはシグナルペプチドを含む約 10KDaのタンパク貨をコードし

ているとみられるo pSAS10-IIlNAは畳熱田期(完黙の 4-5目前〉から急速に合成され、発芽剣の

吸水 24-48時間目まで検出される.また、登勲前期(1、 H期)の未成煎種子を強制発芽させた

場合もその合成が誘導されることから、発芽に何らかの役割を果たしていると推定された.

ケツルアズキ種子の SHーエンドペプチダーゼ:ごの種子では吸水開始後 3-4日目をピークに

SH-エンドペプチダーゼ活性が上昇するが、この酵素は新生 IRNAにより合成される典型的な発芽

特異的タンパク貨とみられる.ごの酵素は飽に例をみない翻訳後の多段階プロセッシングを経て

成熟型となる。単雌した cDNAクローン λEP36のインサート僚は約1.3Kbで、約40KDaのポ

リペプチドをコードしていた.ウエスタンプロ、yト法、 RNAプロット法により測定した発芽過程

での酵素タンパク質量とその・IlNA量は醇索活性の消長によく一致していた.同酵素の遺伝子に

ついても、5・上流減を含む領緩の嫡造解析を行った.
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lSp-3 植物のC02鴻絡組構の分子生物学的展開

『微細"類』

.都筑静夫・福湾秀哉・宮地重逮(東大応微研〉

微細蕩類は、大気条件で生育すると、その光合成特性は、 C3型を示すにもかかわらず、

まるでC.植物のように、 C02に対し高い貌和伎を示す.この特性は、 2 -5 %の高C02濃度条

件で生育した細胞には見られないため、低C02滋度に対する適応と考えられている.この光

合成特性の原因として、 1.無償炭素(Ci;C02+HC03・+C032・の鎗称)を細胞内に浪繍奮積す

ること、 2. カーボニック・アンヒドラーゼ(CA)が、 C02とHC03・聞の反応を蝕鎌し、 リプ

ロース1.5-ピスリン厳カルポキシラーゼ(RuBPCase)によるC02固定の効率を高めることが

聞かとなっている.しかし、そのメカニズムは、種による釜異もあり、 まだ不明な点が多

い.藍積では、 HC03・の館勤愉送体と CAまたはその類似体との梅岡により、 Ciが細胞内に漉

繍され、その蓄積されたCiがRuBPCaseによって固定されるまでの聞に、その固定を促進す

る因子が存在すると考えられている.しかし、これまで多〈の研究者が蹴みたにもかかわ

らず、 Ciの能動繍送体の実体はつかめていない.一方、..では、藍萄に比べ、一般にCi

の濃織率は低〈、 CA活性は高い.しかし、種により、細胞内にのみ局在するものと細胞褒

膚にも存在するものとがある.細胞外のCAが、 HCOs-からC02への反応を触嫁して、その細

胞内への取り込みを促進する一方、細胞内の CAは、取り込まれた C02がRuBPCase~: よって固

定されるのを促進すると考えられている.こうしたCiの湯繍・繍送銀織をより嶋・に分子

レベルで明らか民して行〈ため、分子生物学的手法が取り入れられるようになってきた.

本シンポジウムでは、 タンパク賓としても解衡が進んでいるクラミドモナス細胞署長周CA

と、タンパク質レベルではその実体すら分かっていない、藍蕩にお付るCiの漉繍・愉送因

子についてその研究の動向を紹介する.現在までのところ、 1. クラミドモナス細胞表層

CAは、大小 2つのサプユニットが、各々 2個ずつからなる. 2.そのcDNAの解衡から大小

サプユニットはシグナルペプチドをもった 1本の前園巨体として合成されるo 3. cDNAに対

応する遺伝子CAHlは、低C02条件でのみ発現し、印刷の下流には構造のよ〈似た第 2のCA遺

伝子CAH2が存在していたo 4.CAの発現には、低C02粂件のほか、光合成及びそれとは別に

青色光が関与していることが、明かとなってきた.また、 5.シネココッカスの高C02温度

要求変異稼を形質転換し、表現形を相補するゲノム領域を同定した.
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lSp-3 植物のC02濃縮機構の分子生物学的展開

高等植物一 C4光合成田路について

松岡信、鮫島宗明 (農水省・生物研)

C 4光合成田路は、植物が大気中の低C02高02条件に適応進化する過程で、カルピン回路

( C 3回路)に付随的に加わったC02濃縮機能を司る回路である。この C4光合成田路の特徴

は、葉肉細胞(HS) と維管束鞘細胞(BSC)の2種類の細胞に又がっていることで、本回路

を構成する酵素活性もこの 2種類のいずれかに局在することが知られている。このような

局在性はいくつかの酵素については転写レベルでの調節であることが知られており、高等

積物の組織特異的な遺伝子発現を研究する上で格好の対象と考えられる。また C4光合成田

路を構成する酵素遺伝子のいくつかは、 C 3植物にも類似な構造を持つ遺伝子が存在するこ

とが確認されているが、その C3植物内での発現は極めて微量であり組織特異性も見られな

いことから、遺伝子発現の進化の研究にも適していると考えられる。

我々はこの様な興味で C4光合成回路の重要な酵素であるホスホエノールピルビン酸カル

ポキシラーゼ(PEPC) とピルビン酸Piジキナーゼ(PPDK)について研究を行ってきた。こ

れらの酵素はHCに特異的に存在しその発現は転写レベルで調節されている。これらの遺伝

子をトウモロコシより単厳しその構造解析を行った結果、 PEPCは10個のエキソンから成る

約 7Kbの遺伝子であり、 PPDK遺伝子は12Kbにまたがる 19個のエキソンから構成されること

が解った。両遺伝子の 5'上流域にはTATAbox、GCbox等の転写因子以外に、それぞれの遺

伝子に特徴的なダイレクトリピートが観察された。これらの配列の転写調節との関連を検

討する目的で、 トウモロコシ核タンパク質と 5'上流減DNA断片との結合をゲルシフトアッ

セイで調べてみた。その結果、両遺伝子が発現している緑棄の核タンパク質では、この断

片をシフトさせる活性が観察される一方、発現していない黄化薬や根の核タンパク質では

シフトは見られなかった。さらにこれらの断片のタンパク質結合サイトを同定した所、 PE

PC、 PPDK遺伝子ともダイレクトリピート部分、もしくはそれに極めて近接した部分にタン

パク質が結合することが判った。またこの両遺伝子及びBSCに特異的に発現する RuBisCO小

サプユニット遺伝子の 5'上流域と GUS遺伝子の融合遺伝子を作り、タバコに形質転換した

結果、いずれの遺伝子もタバコ内で発現することが解った。タバコは C3植物でありそれ自

身のPEPCやPPDK遺伝子の発現は毎くわずかなことを考えるとこの事実は興味深い。

今後、 C3植物から C4植物が進化した際に遺伝子レベルでどの様な変化が起こったの

かを分子レベルで検討したいと考えている。
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シンポジウム 第2日 3月29日(木)s会場

「植物生理学の古い問題の新しい展開」

「成長調節物質」

9 : 00 2Sa-l 花芽誘導物質の探索

平井伸博(京大・農)

9 : 45 2Sa-2 光屈性における Cho1odny-Went説の是非

「オルガネラの機能」

10 : 30 2Sa-3 Hi11反応

11 : 15 2Sa-4 指質代謝とオルガネラ

長谷川宏司， J. Bruinsma (鹿児島大・教養，

Agricu1tura1 Univ. The Nether1ands) 

加藤 栄(東大・理)

山田 晃弘(東大・教養)
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-fj;す吻t買の中にブロ 1)アンへの手が、昔、1)~争えるモのがあるかも L れない.最北、殺非ら

1:1洛穆植物のJK油虫寂ド港l障をゴますニヒ意識f足lf-.与のJ5桂Pi<?:i'lllv'予量み」定ぜず¥
タロ f〆-f'.tf"/マクテナーゼタE理でt~た渇 l ない・加穂 L -て'1:3吾，降11ヲミおれず、他壮予の洋
動をす‘すよう t:はる.二の他砂争犠汚4主.fx.令のクロマ卜主のtf:.帯電調べ'f-'t.二 -'>1長息J脅酸
などの既知治怪物噴ヒ 11裏な..<: ¥' r:...理1i.f苛ウキワサ柑虫丸よ 1)マの挙離t 金jl) t~)
令. f: i:' ¥ );吾位ずみ 4 限'}、本民 '-n"~'1と l司誘導 Z 相 l到する E 、もう証拠IH暮られていむい.
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2Sa-2 光屈性におけるCho1odny-Went説の是非

。長谷川宏司.Jム.Brui止山i訂n悶1鴎sm胴目附a1円(鹿児島大.教養.生物，1句Agr吐i比Cαωu叫Jltur叫 Univ.，

The Nether1ands ) 

今日でも殆どの専門書・教科書で、光属性は影側におけるオーキシンの蓄積によって引き起こされる

と記載されている。このオーキシンの偏差分布によって光屈性が起こるというCho1odny-Went説の基盤に

なっているWentの実験(1928年)では、光屈性刺S散を与えたアベナ幼業鞘の先端から寒天に拡散してき

たものを精製せずに直接、アベナ屈曲テストに供し、引き起とされた屈曲角からオーキシン量を算出し

影側に多量のオーキシンを検出したととから、光期j讃によってオーキシンが影側に蓄積し、その結果、影

側の生長が促進され屈曲すると考えた。しかし、もし拡散物の中にオーキシン活性を抑える物質が混在

し、光・影側に不均等に含まれていたとしたら、解釈は異なり、機器分析によるオーキシンの定量が待た

れるところであった。

筆者らはヒマワリ、ダイコン下駐軸(l)及びアベナ幼業鞘の光属性における抽出性あるいは拡散性オー

キシン(IAA )の分布を機器時分析で測定し、 IAAが光側と影側で均等に分布していることを明らかにし

てきた。特に Wentの古典的な実験の追試(2)では、拡散物をWentと同様に直後、アベナ屈曲テストに

かけた渇合、確かに彼の結果と一致したが、この拡散物を精製してIAAだけを取り出し、機器分析で

測定したところ、 IAAは光側と影側で均等に分布していることが明らかとなった。更に同じ拡散物を

クロマトで分離し、アベナ屈曲テストにかげたととろ、生長抑制j物質が検出され、との量が光側で多

いことも分かつた。つまり、恥ntは生長抑制物質の混在を見落としていたことになり、オーキシンの

影側における蓄積で屈曲が起こるという解釈は間違っていたと言えよう。ヒマワリ下脹軸においても

その光屈性が生長抑制物質(主な因子は未同定)の光側での増量によって引き起こされるととが報告さ

れているが、光属性と生長抑制物質の関係が詳細に研究されてきたのはダイコン下駐輔である。この

光屈性は光側の生長抑制によって引き起とされるが、その生長抑制に関与する物賓としてラファヌサ

ニンとラファヌソールがあげられる(3，4)。とれらの物質は光属性期J叡によって短時間に光側で生成さ

れるが、光側における含量と、 一次及び二次屈曲における光側の生長抑制との聞に密接な平行性があっ

た。また、内生レベルでこれらを下駐輔の片側に投与すると投与側に屈曲するととも分かった。

以上のことから、 Cho1odny-Went説は少なくとも光属性には適用されず、光屈性はオーキシンではな

くラファヌサニンなどの生長抑制物質の偏差分布によって引き起こされると考えられる。

(1) M.Sakoda and K.Hasegawa: Physio1. P1ant. 76， 240 (1989) 

(2) K.llasega回， M.Sakoda and J.Bruinsma: P1anta 178， 540 (1989) 

(3) K.Hasegawa， H.Noguchi， T.lwagawa and T.Hase: P1ant Physio1. 81， 976 (1986) 

(4) K.Hasegawa and S.Togo: J. P1ant Physio1. 135， 110 (1989) 
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2Sa-3 Hill反応

加藤栄(東大、理、植物)

ケンブリッジ大学のRobertHillが、ハコベとオドリコソウの業から葉縁体を摘出し、シ

ュウ酸第二鉄を加えて光を照射すると酸素が発生することを報告したのは1939年のことで

ある. C O2を加えても酸素発生は見られなかったので、 Hillはこの反応の仕組みについて、

業縁体に結合している物質Aが水分子から水棄を奪い、ついでそれを外から加えた酸化剤

B (シュウ酸第二鉄など}に与えると考えた.

2A + 2H20 → 2AH2 + O2 

A H 2 + B → B H2 + A 

以来半世紀の聞に、このHi 11反応と呼ばれる反応の仕組みは詳しく研究され、 Hi 11が当

初考えたよりもはるかに複雑で精妙なものであることが分かつてきた.まず鉄湿の代わり

にNA D P +が酸素発生に伴って還元されること、さらにこの反応に共投して ATPが合成

されることが見出され、この反応がCO2還元に必要なNADPHとATPを供給する反応

系であることが示された.反応の仕組みについては、エマーソン効果の発見から、系 Iと

系 Eの2つの光化学系が関与していることが確かめられた.これと Hl11自身の、業縁体に

チトクロームが存在しているとの発見が結びついて、いわゆる Z図式の骨組みが提唱され

た.そしてこの反応系に関与している電子伝達成分が次々に見っかり、その亀戸動の分光学

的測定、 EPR混tl定などによる詳細な解析が行なわれ、 Hlll反応系の全容が次第に明らか

となってきた.

戦後まで残されてきた酸素発生系の織構についても最近の10年間で急速な生化学的、生

物物理学的、さらには分子生物学的な研究の進展がみられた.反応が行なわれる場はおそ

らく生物界で最も複雑な組成を持つ巨大な蛋白質複合体であるが、その中に含まれる反応

成分や蛋白質についての情報も蓄積し、水分子を分解する反応線機も解明が進んできてい

る.最後にこの酸素発生複合体 (H20:プラストキノン酸化還元酵素)の組成や機造、さ

らに反応のCofactorの 1つである Caの役割について述べる.
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2Sa-4 植物の脂質代謝とオルガネラ

東大・教養・生物 山田晃弘

一昔前の生化学の教科書をみると、脂質代謝の細胞内局在に関して、脂肪酸合成はサイトゾ

ルで、脂質合成は小胞体で、脂肪酸分解はミトコンドリアで行われるとある. 本講演では、

このような認識がどれだけ古くなったか、特に、植物の脂質代謝は動物、細菌のそれとは遣っ

た特有な面があり、現在、どのようなところまでわかってきたかについてお話し、その聞に、

この分野に貢献したわれわれの成果も挿入したい.

現在わかっている縞物における脂質代謝とその局在オルガネラは次の通りであるが、本講演

では植物における経路とオルガネラの特徴を強調しつつ、その問題点にも触れたい.

代謝系

アセチルCoA供給経路

マロニルCoA合成

脂肪酸合成系

務グリセロ脂質合成系

リン・グリセロ脂質合成系

トリグリセリド合成系

脂肪酸モノ不飽和化系

脂肪酸多不飽和化系

脂肪酸分解系

局在オルガネラ

プラスチド{葉縁体、白色体、雑色体}礎質

(サイトゾル、ミトコンドリア礎質)

プラスチド礎質、細胞質(ラン色細菌)

プラスチド礎賞、 (ミトコンドリア礎質)

細胞質(ラン色細菌)

葉緑体包膜、細胞膜とチラコイド膜(ラン色細菌}

小胞休腹、ミトコンドリア膜、葉緑体膜、

細胞膜(ラン色細菌)

小胞体膜、葉緑体膜

葉緑体礎質、細胞膜とチラコイド膜(ラン色細菌)

小胞休腹、葉縁体包膜、

細胞践とチラコイド膜{ラン色細菌)

グリオキシソーム礎資、ペルオキシソーム般質

(ミトコンドリア礎質)、細胞質(ラン色細菌)
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般講演

第 1日 3月28日(水)



一般講演

第 1日 3月28日(水) 午前の部

A会場 タンパク質・酵素

B会場栄養・水分

C会場分子生物学I

D会場形態形成

E会場成長制御

F会場光化学系E

-47-



lAaOl 水稲葉の老化に伴う窒棄の転流とグルタミン合成酵素

蒲地一成、山谷知行、前忠彦、小島邦彦(東北大・箆・農化)

イネは生長するに従い、順次下位業から枯れ、老化業の窒3絡を生長中の葉や砲に転流

する. 特に業中に最も多量に存在する Rubiscoは、重要な転流蜜素源となっている。イ

ネの‘合、 3憶における主要な遊雌アミノ酸は全アミノ酸の約 30%を占めるグルタミン酸

(Glu) である。また墓においては、グルタミン(Gln) とアスパラギンが約40%を占める

主要なアミノ磁であり、 Gluはごくわずかしか検出できない。従って、これらRubiscoを

はじめとするタンパク質が生長している組織へ転滅されるためには、アミノ厳へ分解され

た後、主な転流態態であるGlnやアスパラギンといったアミドに変形されることが必要と

なる.そこで我々は、イネ棄の老化過程においてGln合成に関与する 2穫のグルタミン合

成酵素アイソザイム (GS 1と2)に着目し、 3慢の一生における各々のGSアイソザイム

の役割について明らかにすることを目的とした.

イネをガラス室内で水緋栽培し、止業第 13業が完全展開した時を基燈に、第 12~憶を経

略的に枯死するまでサンプリングした.可溶性タンパク質・ Rubiscoタンパク質・全知的

川・ GS活性を翻定した結果、いずれも第12葉が老化するに従いその量・活性は減少した。

しかし、抗イネGS2抗体を用いてイムノプロッテイングを行ったところ、新鮮重当たり

で比較すると、老化につれて葉緑体に局在する GS2は Rubiscoと同様に徐々に減少して

いた.一方、細胞質に局在するGSlタンパク質は、可溶性タンパク質含量や Rubisco含

量の低下が認められる時期に滑加することが示された。また、コムギやLoliUIIの切怠業で、

老化過程に活性が増加すると報告されている NADH-グルタミン磁脱水素酵素 (GDH) タン

パク質の噌減を抗トウモロコシGDH抗体を用いて調べたところ、イネ業では GDHタンパク

貨は報告とは異なり減少していることが判明した.HPLC法 (PTC-アミノ酸官房噂体)により、

GSの基質である Gluと生成物である Glnの劃定を行った結果、老化に従い Gluは徐々に

減少し、逆に Glnは増加していた.G S 2や Rubisco、NADH-GDHの挙動とは異なり、 GS

1が老化過種において新鮮重当たりで増加した結果から、 GSlが業タンパク質由来の窒

3慢の転流に深く関わっていることを示唆しており、現在GS aRNAの解析を進めている。以

上の結果をふまえ、イネ3慢の老化に伴う蜜棄の事量流と GSの関係について論滋する.
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lAa02 イネ培農細胞にお砂る蜜業同化系醇ヨ債の蜜業給源に対すd応答

-r，~~~合成酸素1-("'- '(j， と NADH-及びpd-ruミ~.合成醇ヨ償請書住

早川俊彦、山谷知行、蒲地一成、前忠彦、小島邦彦 (東北大

.島・島化)

光呼吸によるNH4+の生成系と、他の務官への転流を無視できるイネ繕鑓細胞(ザサニ

シキ種子旺由来)を用いて、筆業給源に対するグルタミン合成醇素 (GS)とグルタミン破

合成百事業 (GOGAT) のアイソザイムの応答を、活性とイミユノプロット法で調べた.

1)イネ培費量細胞の生育過程におf:tdGS . GOGAT 
40・HのN03ーと5酬のNH4+を含むR2基本培地で生育するイネ細胞のGSアイソザイム型を

調べるため、葉緑体に局在する水稲葉GS2抗血清を用いて、 SDS-PAGE後イミュノプロッテ

イングを行った.対照の水稲葉では44kDのGS2とサイトゾルに局在すd41kDのGS1、水稲

根では41kDのGSrそれぞれのサプユニットが検出された.イネ細胞では、生育時期によっ

て存在比は異なるが全ての時期において、 41kDの語いバンドと44kDの薄いバンド二本がa
められた。ヂンシトメーターによるバンドの相対変化を劃定した所、可溶性タンパク質当

りでみるとNH4+が吸取されつくす移植後2日目と、庶械が培地から滑失する対激増殖後期

(移植後8目白頃)に、 41kD並びに44kDサプユニットいずれもピークを示した. トランス

フエラーゼで劃定したGS活性の挙動も、サプユニットの相対変化パターンとほぼ一致して

いた。一方、 GOGATは、 この量密着系ではNADH-GOGAT活性の方がPd-GOGAT活性よりも高いこ

とが明かとなった。両GOGAT活性は、培養初期においてGSピークにやや遮れて鋭い活性の

ピークを示し、その後徐々に低下したが、 NADH-GOGAT活性は生育の末期に再び増加した.

2)異なる蜜業源に対する移植後 72時間にお砂るGS・GOGATの応答

GS4lkDサプユニットは、 -N・10mMNOγ ・10mMNH4+すべての処理区で検出できたが、

バンドの強度は経時的に簿くなるのが包められ、 GS活性も問機に減少した. GS44kDサプユ

ニットは、移植後48時間目からN03-区で顕著に発現してくることがわかった.他の区での

44kDザプユニットの発現量は、きわめて少なかった。一方、 NH4+区ではNADH-GOGAT活性が

Fd-GOGAT活性より高く、 72時間目まで推移した.逆にN03-区では、 Fd-GOGAT活性の方がNA

DH-GOGAT活性に比較して高かった.以上のように、 NH4+に対して4lkDのGSとNADH-GOGATが、

またN03ーには44kdのGSとFd-GOGATが応答している結果が得れた。 これらのアイソザイムの

役割を、細胞内での局在性から論訟する.
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lAa03 ヤエナリ芽生えの生長における Sink酵素の践準について

。新井雅雄 1.2 森 仁志 2 今関英雅 1.2 (1名大・農・生化学

制御、 2&生研・情報制御)

ヤエナリ (y当旦旦坐金主主)の種子が発芽を開始すると、 Source器官である子葉は、

生援に必要な物質を各 Sink.官に供給する。ショ績は、子3憶が Sink.器官に供給する主

要な炭素源であり、単績に分解されて解織系や細胞壁合成の基質となる。したがって、シ

ョ械を分解する醇煮は、 Sink.官の生長を支えあ重要な酵素で、その発芽後のa薦議形成
の制御機構は Sink.官の生長開始と密銭な関係があると考えられる。本研究では、 Sink

.官の生援におけるシヨ"の分解酵素の誠司事について解析した.

ショ積分解に聞与すると考えられる SucroseSynthase(SS)， Acid Invertase(AI)， 

Neutral Invertase(NI)について、貧化ヤエナリ芽生え各 Sink.官での活性変化と様官

の生長量とを比較した.暗所では、 SSと AIの活性は各様官の生長と正の相関関係があ

った.しかし、光照射によって、各 Sink.官の生長を変化させた場合、 AI活性はその

蜜化に対応したが、 SS活性は低下した.

次に、この二つの Sink稼業の鶴.槍構を解析するため両酸素の精銀を行なった。

SSは、発芽四日目の貧化芽生え下騒舗の粗抽出液から Q-Sepharose，Sephacry! S-300， 
Hydroxyapatiteカラムクロマトグラフイ}により、電気泳動的に単ーな精製根晶を得た.

その相対質量は、ゲルろ過法で約 340kDa、SDS-PAGEで 85kDaであった.よって、本酵

素は四量体であると恩われる.この精担額晶を用いて、本醇棄の酵素学的な佐賀を決定し

た.さらに特異抗体を調担して、抗体染色により、発芽生長に伴なっておタンパク質が

蓄積することを稽寵した.AIは、同様の粗嫡出液から Q-Sepharose，ConA-Sepharose， 
Hydroxyapatite， MonoSカラムクロマトグラフィーにより、約 1300倍に将領した。この

精震観晶は、 SDS-PAGEで 38kDaの主成分と 30kDa付近の成分を示した.38kDa成分は単

ーであったので、 N;i長嶋アミノ磁の部分配列を決定するとともに抗体を網銀中である.

以上の結果から、 SSと AIが、ヤエナリ種子の発芽の際に欝導されてくるショ積の

Sink欝棄としての役割が措定される。異なった生育条件下での活性変動から、両酵素は、

a房副事の機構が異なることが推定されるので、これを解明するために cDNAのクローニング
を行っている。それらの結果をあわせて報告する。
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lAa04 イネの再分化時におけるカルシウム結合タンパク質パルプアル

ブミンの発現

縄原英之、平野久、福田実、川田元滋、大野清春(腹水省農業

生物資源研究所)

イネにおいて存在することが明らかになったパルメアルブミン類似カルシウム結合タ

ンパク質の再分化時における発現をしらペた.

発芽後 3週間を経たイネ(日本晴)緑葉を 2次元ポリアクリルアミド篭気泳動を用い

て分厳し、エレクトロプロッティングした後、それぞれのスポットのN末端アミノ酸配列

の決定を行なった.その結果、プラストシアニン、 リブロース-1、 5一二リン酸カルボ

キシラーゼ、スーパーオキシドジスムターゼなどよく知られたタンパク貨の他に、動物の

筋肉中に存在が報告されているパルプアルブミンとホモロジーの高いタンパク質が同定さ

れた.このタンパク質は、陰イオン交換クロマトグラフイーを用いて精製することができ、

電気泳動により分子量 27kDa、等電点 p 1 5. 0であることがわかった.またマイク

ロフィルトレーション法によりカルシウム結合能を持つことが認められた.イネ・パルプ

アルブミンのN末端アミノ酸配列に基づき 30アミノ酸よりなるオリゴペプチドを合成し、

これをウサギに注射することにより抗体を作製した.この抗体を用いたのイムノプロッテ

ィング法により、 (1)非還元状態で電気泳動すると 55kDaであり、ホモダイマーで

はないかと考えられること、 ( 2 )根、葉、カルスのいずれにも存在するが、業に最も多

く発現していること、 ( 3 )葉において、酢酸尿素ポリアクリルアミド電気泳動で分けら

れる 3つのアイソマーが存在すること、などがわかった。このパルプアルブミン類似タン

パク質の発現を調べたところ、ヒートショック、光条件(明暗)、塩ストレス、発芽過程

ではまったく発現量の変化は認められなつかた.しかし、カルスをカルス糟殖培地よりイ

ネ再分化培地に移植すると 3日目にこのタンパク質が誘導されることが見い出された.再

分化能の低い系統のカルスは高いものに比ペて誘導が遅れるかなく、誘導されても量が少

ないことが観察された。

イネで発見されたカルシウム結合パルプアルブミン類似タンパク質の機能は不明であ

るが、再分化過程において発現し、何らかの重要な機能を担っているのではないかと推測

された.
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lAa05 ササゲ発芽種子におけるポリ(A )ポリメラーゼの発現

樽井 裕・南川隆鎗 (都立大・理・生物}

1 )ササゲ発芽種子のポリ (A)ポリメラーゼには、議*クロマトグラフィーにより分臆

される 2型 (PAPase1及び 11)が存在するが、そのうち Iは SDS-PAGEにより 63Kの

単一バンドを与える均一なタンパク貨として精製された.この綴品を用いて以下の酵素学

的性貨を明らかにした.① ATP-Kn錯体が事実上の基貨となると考えられる.他の NTPは

阻害的に働き、特に UTP-Kn鎗体は不自費合的に酵素反応を阻害した. ~ Kn2φ以外の二信金

属イオンは酵素活性に関与しなかった.Kg2¥Fe2・はむしろ阻容的であった.@ジヌクレ

オチド以上の長さの RNA(3'-OH)をプライマーとして要求した.④ササゲ発芽種子医軸か

らのポリソームより調製したポリ (A)結合タンパク貨が ATP-Knに対する h 値を下げた.

2 )また、酵素 Iの糠袋線品中にポリ (A)に特異的な 3'ーエキソヌクレアーゼ活性が

見いだされた.この RNase活性は、一本鎖ポリ (A)に特異的であり、ボリ (U)は強〈活

性を阻害した.ヌクレオチド類は RNase活性を弱〈阻容するが、 ATP、ADPは阻容しない.

合成活性と異なり、 Kg2・も Kn2・と問機に附ase活性を上げる.この RNase活性は、精製

PAPase 1撮品中に検出されることから、 PAPase分子はポリ (A)合成/分解の両活性を有

することが考えられる.これらを明かにするために、 PAPase1に対する抗体を用いた以下

の実厳を行った.

3 )鯵秦 Iの精製標晶を SDS-PAGEで分隊後、 63Kのバンドを切り出し、直緩アジュバ

ントに懸濁して抗原とし、常法によりウサギ抗血清を得た.ウエスタンプロット法では、

この抗血清は PAPase1のみに反応し、 PAPase11薗分には反応しなかった.また、精製

した抗体は、 PAPase1棟品中のポリ (A)合成/分解両活性を免疫沈澱させることから、

PAPase 1はその両活性を持つことが強〈示唆された.

4 )次に、上の抗血清を周いて発芽期の PAPase1の量的変動について調べた.抗血清

と反応するポリペプチドは子業中にのみ検出され、発芽 0・ 5日目までは座制中には検出

きれなかった.子棄の 63Kポリペプチドは 0目白から存在し、1.5日目まで増加、以後

急速に減少した.また、1.5日目から 3日自にかけて、約 100Kの位置に抗血清と反応す

る顕著なバンドが現れた.
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lAa06 細胞性粘菌のDNAトポイソメラーゼHの精製と性質

光原一朗、黒江謙治 2 、田仲可白、柳沢嘉一郎(筑波大学・生

物科学系、主応用生物化学系)

DNAトポイソメラーゼEは、 DNA鎖の切断、再結合を介して、 DNAの立体構造

を変換する酵素であり、 DNAの複製、 RNAの転写、クロマチンの凝集等に必要だと言

われている。一方、細胞性粘菌は単純な発生分化を示す下等真核生物であり、発生分化を

研究する上でよいモデル系となっている。この酵素の、発生分化における役割を調べるた

めに、細胞性粘菌 (Dictyosteliumdiscoideum) においてDNAトポイソメラーゼEの精

製を試みた。

細胞性粘菌の細胞から調製した核抽出液を、ホスホセルロースカラム及び、ハイドロ

キシアパタイトカラムクロマトグラフイーにより分離してDNAトポイソメラーゼEを精

製した。この活性分画の一部を保存し、 DNAトポイソメラーゼHの性質を調ベるために

使用した。残りを、 DNAトポイソメラーゼEの特異的阻害剤であるノポピオシンをSe-

pharose 6Bに結合させたアフィニティーカラムによりさらに精製した。との様品を、 SD

SーポリアクリルアミドゲJレ電気泳動で分譲したととろ、 170KDa付近に主要なバンドが検

出された。以上の実験結果及び他の生物のDNAトポイソメラーゼHとの比較から、との

170KDaのバンドが細胞性粘菌のDNAトポイソメラーゼEのサプユニット成分であると考

えられる。

ハイドロキシアパタイトカラムクロマトグラフイ一後の酵素標品を用いて調べた、細

胞性粘菌のDNAトポイソメラーゼEの性質は、他の生物の酵素で知られているそれとほ

ぼ一致していたが、 pH，イオン濃度に関して、やや広い範囲で活性を有していることが分

かった。また、ノポピオシン、 mAMSA等のDNAトポイソメラーゼEの限害刻が活性

を阻害する濃度も、他の生物の酵素で知られているものとほぼ同程度であった。しかし、

これらの阻害剤による細胞性粘菌の増殖阻害を調べたところ、高等動物の培養細胞に比べ、

細胞性粘菌はとれらの薬剤に対し極めて抵抗性である事が分かった。この抵抗性の違いは、

おそらくこれらの薬剤に対する細胞膜の物質透過性の違いあるいは、薬剤排除機構の違い

によるものだと考えられる。
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lAa07 丈晴薗にあ・1)る喋気的ス-1¥'-/f守るドジスムヲーぜ合問、|こpi
す否金属イオ:-6)鳥響T

三常清一郎 (広恵京、理、祖相)

^ -J~ 一方守るドジスム 9- ぜ (SOO) !~活性酸素τlあるス- Jマーオ守シドEヰ肉
化石る酪察どある.末時I.¥IJS0 0とLl.舷E.sむSOD(下e50D)、マ〉百いンE
舎よiSOD (卜1nS 0 D) ~~蛋白部みが、凪右のハイ 7・ 'J v ドピ'ある 50D ぐ h~brìd
SOD) の 3稽ðl50DE合品、これらは電気卦き切に~リ E刑事。ことがどさむ.持罰的
に宣言した丈蟻菌IJ3種のSODすべてを舎むが、嫌気的に樫酪に与リ主青した天崎直亡、

IJFe 50DmJrE会£¥しずし嫌笥糸件にありz.=c..硝酸呼吸により主音買るとら SOD
の11!:に門nSOD~ザ h~brìd SODの金時が主じる.丈編菌にあ、/1~，..Mn S 00合同|手
紙イ二千ン民ザマシ庁、ンイオンlご与リ調節されることが知ら点て¥)ゐ‘しかし舷イコf:-Jl i}.' 

マンrンイ方ン以?トの金属イ方ンにつけて文目場面のSOD各所Iこr，r訂ゐJb響を誘置した耐
をId:J1、危()。をこど今回、種々の企嵐イズンの丈晴自白にゐ11る SOD~政、 l こすiT訂 b第響を
調重した、しずし持気象件千ど')J酸素ヒ金属イオシずら室内、ずる:n'tI酸素の 50D，.g-~'に
m芦る弟響が老走られる、そこど本安帯z.，司、型車気条件下にあ、1)(:MnSOD合慌の主じ‘
1d ()~を跨に与る主育所と門nSOO，fr向、が笠じる司青酸昨f1â 1こ 5 る宣言晴につけて種々の金
属イ巧〉の SOD冶所、lこすiT9Yる動響を電気~動芝用IJQ ごとにぶリ江鞍調宣しに
硝酸呼Dlll~d ゐ笠南町に Cf ， cr ， IV¥Cr，zf， 低十五議加Lfe.断cu2.t~:f， 
R日LR:.聞にのb↑オnSODの増支が生じた、-:d礎部に主主育問lこゐ()Z t. Cu2."r=.，市加に与
リごく誌t)十1n500;'官官 1]'"検也された、 ~K 両 ~1守と主に cr赤加にぷリヨ理的 SOD
i'J.S卜[乙rf;斗の新らし1)5 0 D~\'出現した。主有 E丙'\悔し疋条件下 CCU2TE*加した聞にIJ

硝酸昨日民 1J~主じる簡にのJr-門n SODの増J¥1l主じた、ぎたこの門nSODl!~lð つロラ
ムアェ=コー lしにぶリ阻嘗された、一方気斗の新らし ¥)50D lóM厳昨日品ヒ IJ.罷関税に C~
~1Jr1 1こ与リ也現した。 CuZTS需TJ[JにさL リ也理事る新ら LD50Dの道官 IJCN-， H202. ~ vi' 
デイエサ lレディ今イコf 刀ルjマメー卜に取抗世t\~ リ、ゐろワイス，")JMn S 0 Dと間ーて・あ
ったが電摘が門nSOD と I:J衷なっ Z.() た.以工の結黒ずら嫌気~件下に品、\)て cu苫ヤにε

リJ¥R島菌dlMn SOOのやWtltじる二と、ま匠この門nSOD%町 Q\~硝酸ß9DQ{ご与ヲ Z
イ'Ur.~A7.るごとがB円ら。、ヒロった.
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lAa08 リン酪飢餓処理したニチニチソウ培養細胞の分泌する

ホスファターゼの精製と性質

。新井康仁・降旗 敬・桜井英縛 (早大・教育・生物)

高等植物においてリンは無機リン酪(Pi)の形で根細胞によって積極的に吸収され各

組織に移動する。土寝中のリン利用の第一段階では、土綴中の有機リン酸をPiに水解する

細胞外ホスファターゼが重要である。そして Piは根細胞膜上に存在する特異的リン酸繍送

体によって取り込まれると思われる。そこで本研究では液体培養細胞(ニチニチソウ:

Catharanthus roseus)を用い、細胞外酸性ホスファターゼ(APase)活牲に及ぼす繕地リ

ン環境の彰畿を調べるとともに酵素の精製を行った.

【細胞外APase活性】 MS培地で培養したニチニチソウ細胞(NOrI阻1処理)を終演度

1 .25mM KH2 PO.になるように一日おきに加えて培養した(+Pi処理) 0 さらにこの細胞をPi

フリーのMS培地に移して繕養した(-Pi処理) 0 -Pi処理すると繕地に放出される酸性ホス

ファターゼの金活性の上昇が顕著に早まる.なお細胞内部のAPase活性も -Pi処理細胞では

Normal細胞より先に徐々に上昇してゆく。培地の 90%飽和硫安沈澱画分を native-PAGEし

APaseの活性染色を行うと、帽の広いバンドがすくなくとも三本存在した〈移動度の低い

ものから A，B，C) 0 Normal処理ではCの出現が一番遅く、 +Pi処理ではCはほとんど見られ

なかった。このバンドの滋さから見て、 -Pi処理6日目では活性はA>BキCであった.

【APaseの精製】 細胞外APaseは、 50-80%飽和の硫安沈澱、ゲルろ過(Toyopearl 

問~55)、陰イオン交換(Mono Q HPLC) 、アフィニティークロマト (ConA-Sepharose4B)、

ゲルろ過(Superose即 LC) により精製した。 ToyopearlHW55，Mono Qにより 2つの

APasej百分(PI，PII)が得られるが、PI，PIIとも可視部に目だった吸収はなく、活性に 2価

カチオンを必要とせず、 PAS陽性、至適pHは 4.5であった。精製したPIはバンドAに対応し、

PNPP，XTP(ATP、CTP、町P、ITP)，PPiには高い活性を示すが、 ADP，糖リン酸 (FBP、G6P、GIP、目的

，とくにフィチン酸には低い活性しか示さなかった。 SDS-PAGE，ゲ‘ルろ過により、 PIは65kD

サブユニット 2量体の糖タンパクと推定される。 native-PAGE，活性染色の結果、 PIIはバ

ンド Cとほぼ同じだがやや移動度の高い位置に活性が検出された。
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lAa09 イネアスパラギン酸キナーゼの多様性

0清田誠一郎・坂野勝啓(農水省 ・生物研)

アスパラギン酸キナーゼ(AK)は、リジン・スレオニン・メチオニン等のアミノ酸合成経
路の初発段階に位置する酸素である。そのため、合成経路中の種々のアミノ酸によって活

性が調節されている.植物では、大まかに分けて、リジン阻害タイプ (Lys-AK)・スレオニ
ン匝響タイプ(Thr-AK)の2種類が知られている。種々の植物でその性質が調べられている
が、均一にまで精製された酵素は得られていない.そのため、酵素のサプユニット構造や
アイソザイム聞の関連については、不明のままである.今回、イネ幼積物1慢のAKの精製の
過程で、イネAKにおいてもアイソザイムの存在が示唆されたので報告する.
精製方法:イネ(コシヒカリ)幼植物の棄をlh中で破砕後、 10・MEDTA， U Sodi ua iso-
ascorbate， 28・M圃ercaptoethanol，O. hM lysine， 15" glycerolを含むち0・Mpotassiu圃
phosphate buffer pR7.5で抽出した.この抽出液を、 SephadexG-25， Buty 1 Toyopear 1 
650M， Sephacryl S-300， DEAE Toyopearl 650S， RA-I000， Mono Q等の各種クロマトグラフ
ィーを用いて精製した.活性測定はヒドロキサム酸法を用い、反応は、 30"C、 2時間行った e
結果:AKは、 ButylToyopearl，Sephacryl S-300でほぼ均一なピークを示した。 S-300後
の部分精製醇棄を用いてアミノ酸による活性阻害を調べたところ、 5・MLysで85"の阻害を
受けたほかは、 Thr，1 leu， Leu， Val， Ala， Met (各5d)で活性に影響を受けなかった。 Lysに
よる 50"匝害ìI~ (150)は、 O.25.Mであった.S-Adenosyl.ethionine(SAM)の添加は、 Lys
に対する感受性を促進した.
このS-300の画分を、
DEAE Toyopearlにかけた
ところ、図のように2つ
のピークに分隠した
P叫 1とpeak2共に、 Lys i 
によって問機の阻害を受 21
けたが、 Thrでは最多響を る
受けなかった.両ピーク号
とも、 DEAEToyopearlで 32
の再クロマトで、湾出位 i 
置に変化は見られなかっ l 

た.オオムギでは、陰イ
オンクロマトグラフィー
でLys-AKが2つの画分に
分かれることが報告され
ている (S.E. Rognes et. aJ.， 1983).現在、イネの2つのピークの関連を明らかにするた
めに、各々の薗分の精製を進めている。

AK DEAE-toyopearl 6505 {22，2白川

0.2 

令
官
〈

)
C
E
S』
仏。，

‘ 。
Fraction number 

80 
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lAal0 トウモロコシ・ミトコンドリア外膜の Ca2*.カルモジュリン

依存性NA D kinaseについて

。早間睦、中暢啓車、長谷俊治(名大・農・農化)

トウモロコシ幼植物には、ミトコンドリアに局在化する Caれ.カルモジュリン依存性

N A D kinaseが存在する.本研究ではこの酵素の特性や生理的位制の検討を行なった.

トウモロコシ質化実生から分別遺心と Perco 11密度勾配遺心によりオルガネラを分厳し

た。 NA D kinaseの活性は Caれ・カルモジュリン依存性のものと非依存性ものが検出さ

れたが、依存性NA D kinaseはミトコンドリア画分に、非依存性NA D kinaseは他の画分

に分布していた.両酵素は活性の pH依存性や安定性でも異なる性貨を持っていた。依存

性酵素のミトコンドリア内局在性を調べてみると、カルモジュリンとの作用部位は外膜サ

イトソル側にあることや、トリプシンにより速やかに失活することが判明し、ミトコンド

リア外僚からの活性調節をうげ得る膜配向性を持っていると考えられた。このような存在

様態から推察して、カルシウム・カルモジュリンNADキナーゼが細胞内のピリジンヌク

レオチドの調節になんらかの役割を果たしているのではないかと考え、本酵素の植物体に

お付る存在量を詳細に調べた.発芽後2-3日目の若い貧化子葉鞘で活性が最も高〈、成

長とともに活性は急速に減少した。賞化植物に白色光を照射しても藁に含まれる本活性の

変動はなかったが、中はい紬において活性の緩やかな増加が観察された。これらの活性消

長のパターンと各組織でのNAD・/NADP+比とには明確な相関関係は認められず、現
時点ではinvi troでの活性測定結果が必ずしも細胞内NAD  (Pドの量変動を説明し得る

ものではなかった。

従来のアンチマイシン非感受性チトクロム c還元酵素活性に加えて、 Caれ・カルモジ

ュリン依存性NA D kinaseを新たな指標醇素として、精製ミトコンドリアから外膜を調製

した。外膜の主要なポリペプチド鎖は 32 kD 、56 kD 、76 kDの分子サイズを持つも

のでであった o 2 9 kD、45kD 、70 kDポリペプチド鎖を主要成分とする酵母のミト

コンドリア外膿の機成と類似したものだったが、酵母タンパク貨で調製した抗 29 kDや

抗45 kDウサギ抗体との免疫交文反応は見られなかった。現在、カルモジュリン・アフ

イニティーカラムを周いて外膜可溶化蛋白貨の中から、 Caれ・カルモジュリン依存性N

A D kinaseの探索を進めている.

- 57-



lAall ニセアカシア樹皮におげるレクチンの生合成について

吉田和正・岡崎 清 (森林総合研究所)

植物レクチンは従来、種子由来のものが主に研究されてきたが、最近、他の器官、例

えば樹木の樹皮から新しい型のレクチンが発見されている.前回、演者らはニセアカシア

樹皮由来のレクチンを精製し、季節変化等について報告した。今回は、さらに樹皮におげ

るレクチンの合成を明らかにするために①笛木の低温処理によるレクチン合成の誘導、②

ニセアカシア樹皮からのmRNAの抽出、@レクチンに対する抗体の作製について検討し

た.

《方法》発芽後 7及び11週自のニセアカシア苗木を 15・Cで2週間、次いで10・Cで2週

間処理した場合の樹皮におげるレクチンの変動を調べた. 春及び秋に採集したニセアカ

シアの樹皮から二つの方法により RNAの抽出を行った.一つはチオシアン酸グアニジン

で抽出した後、塩化セシウム上で超遠心分蔵してRNAの沈澱を得る方法、もう一つはS

D 8-フェノール法により抽出したRNAを極化セシウム上で超遠心分蔵してRNAの枕澱

を得る方法で行った.ここで得られた組RNA分画からアフィニティクロマトによりポリ

(A)φRNAを分厳した.ポリ (A)+RNAの翻訳活性はコムギ怪芽由来の無細胞蛋白

質合成系で調べた。 抗体は精製した樹皮レクチンをウサギに対して免疫注射し抗血清を

得た。次に、精製したレクチンをリガンドにしたアフィニティクロマトにより抗体の精製

を行った。

《結果》①発芽後11遁自のニセアカシア苗木を低温処理すると樹皮にレクチンが蓄積

することがすでに明らかにされているが、今回、 7週目の苗木で低温処理しでも問機にレ

クチンの蓄積が見られた.また、低温処理のとき葉を半分にするとレクチンの蓄積最が抑

えられたo CID春に採取したニセアカシア樹皮からはチオシアン醸グアニジン法でRNA

が得られたが、秋の術皮からはこの抽出法で得られず，8D 8 ーフェノール法で抽出された。

さらにこのRNAから得たポリ (A)+RNAは無細胞蛋白質合成系で翻訳活性を示した。

また翻訳産物には比較的高分子から低分子までのペプチドが含まれていた@アフィニ

ティクロマトで精製した抗体はオクタロニ一法でレクチンとの聞に一本の沈降線を示した。

さらに、ウエスタンプロット法により抗体と反応するペプチドを調べた。
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lAa12 イネ種子旺に見出された日本型、 インド型イネに特異的な

タンパク質

。猿山晴夫、 新橋 登 (北海道グリーンバイオ研究所)

栽培イネ (Oryza盟主i旦L.)は、 日本型(品目且旦)イネ、インド型(Ind主盆)イネ

およびジャワ型(，!主主盆旦i豆呈)イネの 3つの ecospeciesに分けられている。 その分類基準

は、主に形態、生理的特性、地理的適応性、 および交雑稔性などである。 しかし分子レベル

におけるそれら ecospeciesの違いは、ほとんど明らかになっていない。 我々は本研究に

おいてイネ種子匹タンパク質を 2次元電気泳動を用いて分析し、 日本型イネ、 インド型イネ

に特異的なタンパク質を見いだし、それらを用いて、イネ ecospeciesの分類を試みたので、

その結果を報告する。

イネ種子 30粒より匪を取り出し、緩衝液(5 0 mM リン酸 buffer. pH 7. O. 1 % 

Triton X-1 0 0) 5 0 0 μ1を加え、 マイクロホモジネー卜で 5分間破砕した後、遠心し、

その抽出液を得る。 ごの抽出液を O・Farrellの2次元電気泳動にかけ、 カラー銀染色で

タンパク質を染色した。 日本型イネ、 インド型イネおよびジャワ型イネと分類されている

種子、 および未分類の種子、合計 50品種のタンパク質を比較したところ、 それぞれの匪抽

出液から 300種以上のタンパク質のスポットが検出された。 その中で日本型イネに特異

的なタンパク質を 2種(タンパク質A、 F )、インド型に特異的なタンパク質を l種(タン

パク質 E)および、品種によって存在または非存在を示す 7種のタンパク質(タンパク質 B

-D、 G -J)を見いだした。 典型的な日本型イネ(日本晴、 ゆきひかり等)のタンパク

質を基準(変化値=0) として、それら 10種のタンパク質の存在、非存在の変化を比較し

たととろ、 インド型イネは日本型イネに対して 5-8種類のタンパク質のスポットの変化を

示し(変化値=5 -8 )、 またジャワ型イネでは、 その中間の変化 (変化値=2.5-4)

を示した。

以上の結果より、 これらタンパク質の存在、非存在の変化の度合は、 日本型イネ、 イン

ド型イネおよびジャワ型イネに特異的であり、 この変化償と、 日本型イネとインド型イネに

それぞれ特異的なタンパク質(タンパク質A、 E、 F) を基準に、イネの ecospeciesの悶

定をタンパク質レベルで行う事が可能と恩われる。
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lBaOl 板粒菌の初期感染過程の解析(セルラーゼの根毛変形ヘの

影響)

手呂内伸之、庄野邦彦 (東大・教養・基礎科学)

根粒菌(也主g且旦m)はマメ科植物の根に共生窒素固定の行なわれる場である根粒 (rootn 

odule)を形成することが知られている。根粒形成に至る過程は根粒菌とマメ科縞物の複雑

な相互作用から成り立っている。根粒菌はまず宿主マメ科植物から分泌されるフラボノイ

ドに反応し走化性を示し、次いで宿主植物の根毛の表面に接着をする。感染の次の過程は

根毛の変形又はcurlingという現象である。この変形にはblanching，waving，swellingな

どが報告されているがその生理的意味は全く知られていない。またcurling，特にtightな

curlingは次の段階である感染糸(infectionthread)形成と密接に関係するするととが考

えられている。この感染糸の形成が感染試験を行なう培地に添加されたオーキシンによっ

て増大したとの報告がある。また、そのオーキシン効果が感染糸形成に必要なtightなcu

rlingを誘噂する事によるかもしれないと論議されている。私達はこのcurlingに対する

オーキシンの効果が根毛に対する影響か根粒菌に対する影響を通して表れるのかを明らか

にするためにまずオーキシン (2、4-D)で前処理した根粒箇をオートムギに感染させ根毛の

curlingへの影響を調ベた。その結果、 2、4-0濃度が増大するに従ってcurlingする割合

が多くなっていくことが観察された。 一方、 2、4-0だけを根に与えても大きな変化は認め

られなかった。以上のことから根毛のcurlingに関係する根粒菌の生産物が2，4-0の付加

によって誘導されて来る事が示唆された。また、 2，4-0濃度の増加に伴って根粒菌の培地

中のセルラーゼ活性が増大し、他方、根粒菌内の酵素活性が減少していくととが見出され

た。さらに市販の精製された数種の細胞壁分解酵素で根毛を処理したところ、どの酵素に

よってもcurlingが認められた。中では、特にセルラーゼが低濃度でcurlingを誘導する

ことが認められた。とのことによりセルラーゼ様物質がcurlingfactorの1つであり、 2，

4-Dがこの物質(酵素)の根粒菌からの培地への放出を促進するごとが推測された。
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lBa02 ダイズの根粒非着生系統〈斗L r...江〉 における根粒形成の抑制

機構

菅沼教生、川手文男、問中宏明、柳本直輝、佐藤貞子 〈愛教

大・生物〉

マメ科植物と根粒菌の共生窒禁固定は、宿主植物と鍍粒菌との複雑な相互作用によっ

て成立する。窒素固定能の発現に至.:sまでの個々のステージで遺伝的欠陥を示す突然変異

体を材料に用い、その遺伝的欠陥を解明することは、共生窒素固定系の成立機構を解明す

る有力な解析手法だと考えられる。本研究は、一遺伝子欠損によってほとんどのダイズ根

粒菌に対して根粒形成能を示さないダイズのLム突然変異体の根粒形成の抑制機構を解明

し、根粒形成に関わる宿主植物の生理的、遺伝的要因明らかにすることを目的に行った。

材料には、ダイズ根粒着生系統T202(色ιιι〉 とその突然変異体の根粒非着生系統
T201 (r...ιLι〉 を用いた。ダイズ根粒菌は系統009を用いた。種子は滅菌したパーミキ
ユライトに播種し、 30

0

C、6，0001ux(14h明期)に設定したチャンバー中で育成した。

最初にT201が根粒形成過程のどのステップで止まっているかを明らかにするため、根

粒菌の植物根への付着を調べた。根粒菌老後種した後、纏物根を摩砕し、摩砕した液を根

粒菌培養用の寒天培地に塗布したところ、 T201の根を摩砕した液からはT202とほとんど同

数の根粒菌のコロニーが計測された。また、銭種する根粒菌の濃度と計測された根粒菌の

生菌数との関係は、 T201、T202ともにほとんど同じであった。さらに、根粒菌を按種した

櫛物根を蛍光色素で染色した後、蛍光顕微鏡で観察したところ、 T201もT202と同様に根粒

菌が根毛に付着している様子が観察された。そこで、次に根粒薗を接種した後に見られる

根毛のカーリングを観察した。その結果、 T201ではT202に比ベカールした根毛数が明らか

に少なく、 T201では根粒薗はT202と同様に根粒菌は付着しているにもかかわらず、根毛の

カーリングが起っていないことが明らかになった。

次に、根粒菌に存在する根毛のカーリングに関与した遺伝子を活性化するダイズ縞物

体のイソフレイボン (DaidzeinとGenistein) を、高速液体クロマトグラフィーを用いて

定量した。 しかしながら、 T201とT202の聞には違いは見られなかった。また、根粒菌を緩

種する際にイソフレイボンを添加したが、 T201に根毛のカーリングは誘導されなかった。

そこで、T202の根の全タンパク質の抗体を作製した後、 T201の根の全タンパク質で滴

定し、酵素免疫学的手法を用いて、 T201とT202の根のタンパク質に違いがあるか調べた。
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lBa03 ダイズ根粒形成変異株における硝酸耐性機様

_ 15Nz、15N03の代謝と移行一

大山車爾、 J.E.Harperl 新潟大・農、 I Univ. lllinois) 

ダイズ品種村illiamsから誘導した根粒形成変異株、 NOD1-3、NOD2-4、NOD3-7は、親株

に比べ著しく多数の根粒を着生し、かつ培地に高濃度の碕酸が存在しでも根粒形成阻害を

受けにくい。本報告では、これら変異株の繍酸耐性機楊を調べる目的で、貌株と変異株の

I 5N zとI5 NO 3-の代謝と移行について比較した。ここでは、 5問問繍酸(碕酸区)、もしくは

1m門尿素(対照区)を含む培地で水務栽培した矯種後25日目の植物を実験に供した。

15Nzを24時間固定させたところ、 NOD1-3、NOD2-4、NOD3-7および耐illia圃sの妹あたり

の窒素固定速度は対照区で、 2.17、1.60、1.33、1.75 pmole NzI時間であり、碕酸区では

、0.39、0.31、0.23、0.06μmoleNzI時間であった。この結果は、観株のWilliallsでは根

粒形成が強く抑制される 5111門碕酸区においても、変異縁では根粧形成および窒素固定能を

保持している事を示す。ただし、変異抹においても、根粒形成、根粒重あたりの窒素固定

能ともに碕酸の存在により抑制を受け、耐性は部分的なものである事が確認された。

次に、 15N03を投与し、変異妹と親株の碕酸の吸収と移行を比較したところ、対照区

碕酸区によらず、根粒形成変異株の方が親株のWilliallsより、碕酸の吸収・利用速度が遅

かった。このことは、変異株の根系が親株より小さい事、および根や薬での硲酸同化が相

対的に劣っている事によると考えられた。同時に、根の碕酸濃度は、変異株のほうが親株

より低く保たれていた。変異株においては、根内硝酸漫度、碕酸吸収速度、碕厳同化能な

どが親株より低いことが根粒形成に対する碕酸耐性と関連しているかもしれない。

根粒形成変異株では、根粒菌の感染によって茎葉部で合成され、その後の根粒の着生

を抑制するautoregulationsignal(s)を欠くか、そのレベルが低いことにより多数の根粒

が形成されると考えられている。碕酸による根粒形成阻害機構は不明であるが、ダイズ根

内における高濃度の碕酸の存在が、 autoregulationsignalの阻害効果を増幅している可

能性もある。変異株では、 signalおよび碕酸含有量が低いため、根粒の発達阻害を受けに

くいのかもしれない。根や根粒の可溶性炭水化物含有量は、変異株と親株で同様であり、

培地碕酸の有無による影響も認められなかった。したがって、碕酸施周による根粒への光

合成産物の供給変動が変異株と親株の碕酸耐性の強弱に関連する可能性は低い。
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lBa04 イネ飾管液中のRNAの検索

大嶋利幸、林 浩昭、内藤 哲¥米田好文¥茅野充男

(東京大学・農・農芸化学、 1東京大学・遺伝子実験施設)

農業上重要であるイネ、 コムギ、 トウモロコシの飾管液は、 インセクトレーザ一法を

用いて intactの植物体より採取されており、その無機イオン、糖、 アミノ酸、ヌクレオチ

ド、有機酸、 タンパク質等の分析が行なわれている.一方、締管液中の核酸に関する報告

は現在にいたるまで、 アミノ酸等の低分子化合物やタンパク質にくらべ少ない.そこで、

本研究ではインセクトレーザ一法により採取したイネ飾管液中の核酸の検出を試み、検出

された核酸についていくつかの実験を行なった.

(イネ餓管液中の核酸の検出)飾管液 20μl を 8~アクリルアミドゲル電気泳動しエチ

ジウムブロマイド染色することで低分子領域に核酸と思われる単一のバンドを検出し、 ま

た、 このバンドが数 μlの締管液を銀染色することでも検出できることを確認した.次に、

飾管液に対し DNase処理、 RNase処理をそれぞれ行い、 この核酸が RNAであることを確認し

た.変性ゲルでの電気泳動によりその塩基数は85前後と推定された.

(飾管液RNAがtRNAである可能性について〉塩基数の推定結果などから、飾管液RNAが

tRNAである可能性が考えられた.始めにコムギHtRNAより合成したプロープとこの RNAが

ハイプリダイズすることと、検出される 2本のバンドの電気泳動位置がほぼコムギHtRNA

と同じであることを確認した.次に、 このRNAがイネ由来であるか確認するためにイネの

tRNAより合成したプロープとハイプリダイゼーションを行ない伺様の結果を得た.検出さ

れる 2本のバンドのうち 1本は飾管液採取に用いるトピイロウンカの tRNAより合成したプ

ロープともハイプリダイズすることが確認された.そこで、採取段階の異なる飾管液に対

してイネ、 ウンカ tRNAより合成したプロープでそれぞれハイプリダイゼーションを行ない、

採取段階が後期の餓管液ほどウンカ tRNAより合成したプロープとのハイプリダイズの程度

が減少することを確認した. さらに、解剖パサミで切断したウンカの口針を集めその切断

面から tRNAなどの核酸が実際に浸出する可能性があることも確認した.

本研究で検出された RNAが、実際に飾管中を流れているか、 また、なんらかの機能を

持っているかは今後の研究課題である。加えて、 これ以外の核酸が存在しているかをさら

に詳しく調べる必要があると思われる.
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lBa05 イネ簡管液中に存在するリン酸化を受けるタンパク質

林 浩昭、中村進一、茅野充男 (東京大学農 農化)

飾管は、植物における物質輸送をつかさどる管であり、特に、ソースからシンクへ光

合成産物を送る役目を担っている.飾管を流れる液(飾管液)の主な成分は、ショ糖、ア

ミノ酸、 K+であり、それぞれ数100mMの濃度で流れている。

一方、飾管は、薬において感知した様々な刺激を成長点をはじめ植物体各所へ伝える

管としても機能していると考えられる。花芽形成の刺滋は、何らかの物質が飾管を流れて

成長点へ伝えられるということが、様々な実験により示唆されている。光条件をはじめ植

物の置かれた環境条件の変動は、締管液の組成(ショ糖、アミノ酸等)に大きな影響を与

えることが示されているが、さらに微量成分についてもその量的、質的な変化を引き起こ

していると考えられる.

中村らは、イネ締管液中に約200ng/μlの濃度でタンパク質が存在することをしめした

が、これらタンパク質がどのような機能を持つかは、明らかにされていない。本研究は、

飾管液タンパク質が環境条件により何らかの質的変化(リン酸化)を起こすかどうかを明

らかにし、そのことが、飾管による刺淑伝達に関与しているかどうかを明らかにすること

である.

く方法> 播種後、 30-40日目のイネ(品種、観稲)を、 48時間、 〔γ32P)ATPで

標識した. トピイロウンカの口針を利用するインセクトレーザ一法により葉鞘より飾管液

を採取した.得られた飾管液を、 SDS-PAGEで分離後、オートラジオグラムをとった.

く結果> (γ32P)ATPによる invivo 標識で、飾管液タンパク質のうち、分

子量 17kD(PPP17).20kD(PPP20).24kD(PPP24)のタンパク質が強くラベルされた.また、僅か

ではあるが、分子量100kD付近のタンパク質もリン酸化された.暗条件下では、 PPP17.PPP

24が、明条件下では、 PPP17.PPP20が、それぞれリン酸化された。 PPP24は、暗→明の変化

で直ちに脱リン酸化が起こり、 PPP20は、暗→明の変化で緩やかにリン酸化が進行した。

飾管液中に存在する上記タンパク質は、そのリン酸化の状態が光により制御されるこ

とより、刺滋伝達、代謝調節に関与することが考えられた.
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lBa06 イネ鱗管液中に存在するタンパク質の諸性質

中村進一、林 浩昭、福沢まさき、茅野充男

(東京大学・農・農芸化学)

イネの飾管内にはアミノ酸、糖、 カリウムイオンなど様々な物質が転流していること

がこれまでに明らかにされている. また 100種以上のタンパク質が筒管内を転流するこ

とが二次元電気泳動によって確認されている。これらタンパク質の存在量は筋管液中に含

まれるアミノ酸に比べて微量であり、 タンパク質は Sinkにおける N一源であるとは考えら

れない.西洋カボチャから得られる鱗管液中にはイネに比べて、 100倍以上の量のタン

パク質が存在することが報告されている。そしてそれらのタンパク質の中にはレクチン活

性を持つものが含まれ、植物体における防御機能を持つのではないかと考えられている.

飾管は SourseとSinkを結び付ける重要な通導組織であり、その中に存在するタンパク質に

はSinkに対する Signalを伝達するタンパク賞、植物体外部からの侵入に対する防御機能を

持つといった何らかの生理活性を持つものが存在すると考えられる. ここで我々は上記の

タンパク質の中でも特異的に糖鎖を認識するタンパク賞、 コンカナパリン Aによって検出

することができるmannose側鎖を含む糖タンパク質が昔話管液中に存在するかどうかを調べ

た.

(方法)水耕栽培で育てた、 イネ(観稲)を用いて、儲管液の採取を行った. 官糧管液

はイネの葉鞘に取り付けたトピイロウンカの口針を YAGレーザー光線によって切断し、

切断箇所より港出してくる液を採取する方法によった。採取した筒管液を SDS-PAG

E、 二次元電気泳動にかけ、 タンパク質を分離後、ニトロセルロース膜へ転写し、糖タン

パク質の検出、糖側鎖を認識するタンパク質の検出を行った。

(結果)イネ筋管液中には、特異的に糖鎖と結合する分子量約 30kDのタンパク質

が存在することが明らかになった。 またコンカナパリン Aと結合する mannose残基を含む

糖タンパク質が分子量約 40kDから 60 k Dに至るまでに数個存在することがわかった.

レクチン活性の有無及び糖タンパク質の生理活性やその挙動などを調べることが今後の課

題である。
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lBa07 根液溢泌連続測定装置の開発

一浸透ストレスと綴液溢泌ー

田浦武英、加歳 潔 (名古屋大・理・生物)

植物体を綴の上部で切断すると根の断面から根液が分泌される。この現象は根液溢泌と

呼ばれ呼吸に依存する。先に我々は、二重カナル模型によって根における半径方向の水と

溶貨の験送機織を理論的に明らかにした(1)(2) 0 今回このモデルを実厳的に検証する目的

で根液溢泌を逮続して計測する装置を作製した(図)。棋の断面から分泌された溢泌液を

内径 0.7..のガラスのキャピラリに集め、溢泌液の先織に~さ約 5..の空気の泡を置いた。

溢泌液と気泡の境界面の位置を半導体位置検出素子(PSD)で検出し、その出力をA/Dコンパ

ータを通してパーソナルコンビュータで処理することによって、滋泌液のメニスカス位置

を測定した.測定の精度は、メニスカスの位置にして 0.3・・、滋泌液の量にして 0.1μl

であった.

根液溢泌は、線外液に浸透ストレスをかげることにより変化することが知られている。

上記の装置を用い発芽後 5日目のトウモロコシの種子板に 80・Msorbitolまたは、 40・H

KClにより浸透ストレスをかけた時に起こる綴液溢泌の変化を測定した.その結果、根液

溢泌は浸透ストレスをかけた直後に逆転するが、しばらくすると回復することがわかった。

回復までにかかる時聞は、 sorbitolでストレスをかげた場合 33分であるが、 KClでスト

PSDセンサー

チェンパー

光源自
光ファイパーケープル
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レスをかけた場合には、 19分と短かっ

た。吸収可能な溶貨がある場合とない

場合とで今回観測されたストレスに対

する反応の遭いは二重カナル模型が予

測する棋における溶質と水の共愉送の

可能性を支持する。

(I)Katou et. al. 1987 Protoplana 

140: 123-132 

(2)Taura自t.al. 1988 Protoplaslla 

144: 170-179 



lBa08 Ion and Metabo1ite Distribution in Sa1t Stressed Bar1ey 

P1ants. 

Jean-Marie Stassart * and Toshio Kawasaki 
Research Institute for Bioresources， Okayama University. 

After pre1iminary se1ection (1)， two groups of bar1ey varieties， one represent-
1時 rathersa1t to1erant p1ants (five varieties) and the other more sa1t sensitive 

p1ants (four varieties)， were tested for their genera1 behavior under a 150 mM NaC1 
sa1t stress， in hydroponic conditions. Out of this ten weeks 1asting test， the two 
extremes were se1ected for a more detai1ed study of their ion distribution among 

their 1eaves as a function of their age and deve1opment. It is c1ear from a 1eaf by 

1eaf ana1ysis that the sa1t to1erant variety (UO E574 Gondar 1) has a much more ef-

ficient way of partitioning the cations than does its sa1t sensitive counter part 

(UO K116 Jeonju Native)， where 1arge amounts of sodium invaded the young 1eaves at 
an ear1y stage. This fundamenta1 difference has to be re1ated to the p1ants abi1ity 

to segregate sodium， main1y in vacuo1es of its o1der 1eaves (2). To attain this suc-

cessfu1 way of keeping the K/Na ratio "re1ative1y high， in the young deve10ping shoot 
parts， it probab1y requires the invo1vement of severa1 compatib1e osmotica. These 

cou1d be sugars (3)， but a1so pro1ine (4) and g1ycinebetaine (5). The occurrence 
of these substances and the kinetics of their appearance are present1y under inves-

tigation. More detai1ed resu1ts are to be discussed as to their importance in dif-

ferentiating a sa1t to1erant from a sa1t sensitive g1ycophite， bar1ey in this case. 

(1) D.Sopandie: doctora1 thesis， Okayama University. 1990. 
(2) H.Greenway: Aust.J.Bio1.Sci.，18 763-779. 1965. 
(3) J.M.Stassart: P1ant Membrane Transport， 679-680. E1sevier Sci.Pub1ishers， 

ed. J.Dainty. 1989. 

(4) P.Pesci: P1ant Physio1. 89， 1226-1230. 1989. 
(5) R.Storey and R.G.Wyn Jones: Phytochemistry Vo1. 16， 447-453. 1977. 

Acknow1edgements: The authors wish to thank Dr. M.Moritsugu for his constant and 

va1uab1e assistance. 

* The European Communities Scientific Training programme in Japan. 
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lBal0 ドナリエラの成長に対するMgとCaの姑抗作用

e 藤井修平・高田英夫(帝塚山短大・食品)

これまで、我々はいろいろな塩環境における 0. tertiolectaの成長を調べてきた。

その結果、この藻類のナトリウム塩環境での成長は陰イオンの種類に関係しないが、マグ

ネシウム塩環境での成長は陰イオンの種類に関係する事が分かった。すなわち、この藻類

は硫酸マグネシウム塩環境で成長したが、塩化マグネシウム塩や碕酸マグネシウム極環境

では全く成長しなかった。マグネシウムイオンとカルシウムイオンは措抗的に作用しあう

可能性がある。今回、ドナリエラの成長にたいするマグネシウム塩の影響を明らかにする

ために、成長・細胞内カチオン濃度に対するカルシウムイオンの影響を検討した。

ドナリエラは無機婿地・光照射下で培養し、成長は細胞数の増加でìI~定した。基本的

培地にカルシウムイオンは約 lmM含まれており、塩化カルシウム溢を添加する事で培地

中カルシウムイオン測度を変化させた。細胞内カチオンの測定は次のように行なった。光

照射下4時間培養した細胞を等張のソルビトール液で洗浄後、 1 %TCAを加え細胞を破砕し

遠心分離により得た上清を分析試料として、カチオンを原子吸光分光光度計を用いて測定

した。細胞内濃度を計算するための細胞体積は、細胞を顕微鏡撮影し回転惰円体と近似し

て求めた。

培地中のカルシウムイオン濃度の増加にともない、硫酸マグネシウム塩環境でのドナ

リエラの成長は回復した。この時、カルシウムイオンの取り込みの鰭抗的匝害剤のLaわ

やカルシウムイオンのキレート剤の EGTAを同時に加えると、カルシウムイオン灘度の

増加による成長の回復は抑制された。また、培地中のマグネシウムイオン濃度を変えて成

長させた場合の細胞数と指地中カルシウム灘度との逆数プロットから、カルシウムイオン

とマグネシウムイオンが成長に対して措抗的に作用すると考えられる結果を得た。さらに、

細胞内カチオン濃度の変化を調べると、借地中カルシウム量の増加に従って細胞内カルシ

ウム濃度が増加することが分かった。従って、マグネシウム迩環境ではカルシウムイオン

の取り込みがマグネシウムイオンにより措抗的に阻害されるため、成長が抑えられている

ものと考えられる。
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lBal1 高等植物の水ストレス適応と吸水ポンプ(カナル システム)

加藤 潔. 捜本美久 1 (名古屋大・理・生物， 1物理)

植物の茎や棋の伸長生長は水ストレスによって阻害されるが， しばらくすれば回復す

る. この生長の適応回復は呼吸に依存する.例えば植物幼茎切片に専管潜流によって浸透

ストレスを加えると，吸収可能な溶質やオーキシンが共存すれば伸長の適応回復は早まる

(Lui et al. 1989) .生長の回復時に細胞内庄は低下したままの一定値を保つ.しかし，

呼吸を阻害すると細胞内圧はさらに低下し同時に生長は停止する (Hakahoriet al. 1989) • 

こらの事実は幼茎伸長の水ストレス適応にも，オーキシンによる伸長促進と問機に， 能動

的水吸収すなわち吸水ポンプが関与をことを示唆する.著者らは1986年 (Katou& Furu・0
to) .幼茎に於ける吸水ポンプの実体は単一の蛋自分子ではなく，セミマクロな構造体

(カナルシステム)であることを理詰的に明らかにし，その働きを非線形の常微分方程式

(カナル方程式)で表現した. オーキシンの

吸水促進の働きはこの方程式によって記述で

きた.しかし.水ストレス適応のような時間

依存性の高い現象は時間変化も表現できるよ

り一般化したカナル方程式.(1/D)( a CIθt) 

div grad C -(1/D)div(Cv)ー (21./qD)と

div v =ー(21v/q)との連立偏微分方程式によ

ってしか記述できない (ltatou& Furu・oto
1988) .今回この方程式の敏値解を求める計

算憾アルゴリズムの凋発に成功し.図の織に

ミトリササゲ幼茎切片の伸長生長の水ストレ

スに対する適応回復現象を計算樋解析によっ

て表現できた.理鎗解析の結果は.*ストレ

スによって活性化される溶貨の能動吸収が能

動的吸水を促進し，伸長生長の適応回復を早

めることを予測している.
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lBa12 チャ種子ならびに取り出し妊の乾燥前処理による液体重奏中の凍

結保存

倉貧幸一、吉田勝夫 1 (静岡茶民 1北大低温研)

種子の凍結保存は、遺伝資源保存上重要であるが、一般に、高合水量種子(recalci-

trant seed)の凍結保存は鍵しく、チャについても同様である.そこで、 JJIを取り出し、

あらかじめ乾燥することにより、 LN2での凍結保存が可能になったので報告する.

方法

①チャ種子の耐凍性:種子(金主主主自然交鍵実生)、取り出し匪(以下匪)と切り取

った子葉(以下子葉)を用い、 24時間毎に-5--20・Cに下げ、生存調査を行なった.②種
子の乾燥と生存調査 7'nf.J?の容量署に乾煉 ~I} b~ ' ~20-300gと種子50gを入れ、 1週間乾織し、

示差熱分析と発芽調査を行なった.③取り出しJJIの乾婦とLN2中での濠結 7'ラげげの容掃

に10gシリカヲ.r~ と 0-4gの水を添加した紙の上に JJI30個を置いたシャーレを入れ、 1週間乾燥した.

匪はLN2で1時間濠結後、 36・Cの湯または室温で敵解し、発芽調査を行なった.

結果

①種子はー7.5・Cまで生存し、症と子棄はー15・Cまで
生存した.②示差熱分析の結果、凍結温度は水分含

量が0.5(水/乾物重)より減少すると低くなり、

0.2でー23・Cを示した.水分含量と発芽率は図1に示す

ように水分合量が0.5以下で急滋に低下し、 0.2では

発芽しなかった.またー35・CとLN2での凍結後の生存
は見られなかった.③LN2による凍結後の医の水分合

量と発芽率は図2に示す.発芽率は水分合量が0.15-

0.30で高〈、種子から阪を取り出し、乾燥すること

により、 LN2中でJJIの生存が可能になった.濠結後、

底は湯または室内の融解で生存率に差はなかった.

以上のことから、LN2中での保存には匪の水分含量

が0.15-O. 30の範囲で遣し、その鳩合過冷却の状態

で生存しているものと考えられる.

一 71-

II!I自

掴

伺

岨

発

芽

寧

20 
% 

目

自 11.20 日.岨 B.帽 11.掴l.iIl 1.舗

水分含量 tホンIt物〉
国t 稲子の水分含量と発芽司~(やぶ曹た }

II!I目 ー ・・・...・
縄

発

芽 団

寧岨

% 20 

日

111 ¥l.I¥l ¥l.担 0.50 0.70 帽

水分含畳 《水./It物】
鴎E取り出し脹の水分含量と発芽耳障{やぶ曹た}



lCaOl タパコの細胞質雄性不稔性に関与するミトコンドリア DNA領域の構

造解析

小絢敏彦、殺岡真ニ、朝日孝宏、神代 隆{日本たばこ・遺伝育

種研)

細胞風合によって作出した雄性不捻纏物を材利として、細胞質量量性不君主に関与する DNA断片

の解析を行っている。これまで、 1) ~ icotiana debnev iの細胞質を噂入した雄性不稔!...!主主主£旦旦

は、両種のミトコンドリア (mt)DNAの分子間組織えにより生じたmtDNAを有すること、 2) 岡tDNAの

制限パターンについて雄性不a系統間に大きな鍾異がI!められるが、鯛査した26系織すべてに
!w!旦主旦阜羊上由来の 3.4 kb BamHI断片が存在すること、 3) N. tabacumに雄性不稔を起こす

N.suaveolen EとN.me!lalosiohonの圃tDNAにこの断片と相同性のある3.4kb BamHI断片が存在する

こと、 4) この2種の細胞質を導入した雄性不稔且斗且主主£且旦にもこれらの断片が後出されることが

明らかになり、 3.4kb BamHI断片と細胞質雄性不君主性とが密鎗に関連していることが判明した。

旦」主主旦旦羊Lの聞tゲノムについて、この断片と周辺の DNAの機造を調査するため以下の実験を行

った。まず、!w!旦担旦之上のmtDNAをEcoRIで不完全分解して得られる断片をクローニングし、コス

ミドクローンライブラリーを稿集した。 EcoR1を用いたのは、最大の EcoRI断片が比較的小さい(

約11 kb)からである。数個のクローンについて DNAを銅製し EcoRIで切断したところ、各クローン

には合計 17-23kbの縛入断片が含まれていた。制限分析によって旦品旦旦主旦旦主上のmtDNAは約350kb 

と緯定されたので、このライブラリーにおいてはランダムに遺銭した約 80個のクローンにより

聞tDNAの99%以上が含まれる計算になる。隣接するクローンとの重篠宮E分を順次比較することによ

って、 mtDNA全体の物理的精進について知見が得られると期待し、詳細に挿入断片長の解析を行

った。しかし、 272個のクローンを供鼠したにもかかわらず、環状の制限地図を作成することは

できなかった。!!.J!主担旦エLのmtDNAは、他の植物のmtDNAと問織に、分子内組換えを起こしやすい

部位が多数存在する複錐な構造をしていると考えられる。

上述の3.4kb BamHI断片の近傍に絞って間査を行うため、この断片を有するクローンを選抜

したところ、 272クローンのうち 17偲が核当した。これらのクローンの制限パターンの比般によ

って隊媛する断片を推定し、さらにこれらの断片をプロープとしてサザンハイプリダイゼーショ

ンを行った。この結果、 3.4kb BamHI断片を中心とする約 10 kbの領域については、 EcoRI、

H i nd 1 11、 BamHIによる制限地図を作成することができた。しかし、この外側jの領域については、

クローン聞に構造の差異が包められ、制限地図を確定することができなかった。これは、 3.5kb 

BamHI断片の近傍にも分子内組換えを起こしやすい郁位が存在することを示している。このよう

な郎位が細胞融合後の分子間組換えに関与した可能性もあるので、さらに鯛査を行う予定である。
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lCa02 タバコの細胞質量量性不君主性に関与するミトコンドリア DNA断片の塩

釜恩列とその転写

殺向真二、朝日孝宏、小鞠敏慮、神代 隆(日本たばこ・遺伝育

種研)

細胞磁合によってNicotiana debnev iの細胞質を耳障入した雄性不稔!u主主主些旦のミトコンドリ

ア(mt)DNAについて解析を行ったところ、旦」主主旦旦.ll由来の3.4kb BamHI mtDNA断片と細胞質雄性

不稔性が深〈関連していることが明らかになった。本研究では、この断片がどのような遺伝情報

を待っているかについて鯛査した。

この3.4kb BamHI断片を1113ベクターを用いてサプクローニングし、ダイデオキシ法により

11&12列を決定した。この断片の大きさは3413bpであった。オープンリーディングフレームの

検索を行ったところ、あまり長いものはなく、・:I!l411 bpであった。この塩&12'Jをもとにデー

タベースとのホモロジー倹索を行った。その結果、既知のfI&I2'J.およびアミノ酸E列データの
中にはこの断片と高い相同性を示すものは検出されなかった。

この3.4kb BamHI断片の転写物を鋼査するためにノーザンハイブリダイゼーシヨンを行った。

lW!阜主盟主ム旦斗主主主£旦旦および上胞の雄性不C!U主主主旦旦の培餐細胞のミトコンドリアから抽出し
たRNAを用い、線機した3.4kb BamHI断片をプロープとした。その結果、この断片は約1.4 kbの

RNAとハイプリダイズし、この断片が転写されていることが破惚された。この転写絢は且ι且主主旦旦羊上

で特に強〈免現し、雄性不c旦斗主主主主且旦においてもやや低いレベルで発現していた。!u旦主旦旦旦旦で
は、問サイズの非常に弱いバンドが11められた。サザン分続において、皇ιi主主主主且旦にはこの断片

と強〈ハイプリダイズするmt.DNA断片は検出されていないので、このパンドの由来は不明である。

なお、 cox11およびatpA遺伝子をプロープとして問織の実験を行った場合には顕著な宛現貨の差

は惚められず、上位の転写量の皇室は3.4kb BamHI断片に特集約と考えられる。

さらに3.4kb BamHI断片のどの郎分が転写されているのかを調査した。この断片を制限勝飛

で4断片に分解したものをプロープとして、上述のRNAを用いてノーザンハイプリダイゼーシヨン

を行った。その結果、 3.4kb BamHI断片のー繍521 bpのプロープのみが上犯と問機な転写物を検

出した。また、ラベルした一本鎖DNAをプロープとして用いて転写方向の決定を行ったところ、

3.4 kb BamHI断片はこの転写物の5'側のー郁を含むことが機測された。

サザン分析により、この領域の3'側には4.5kbのHi nd 1 11断片が存在することが確隠された。

今後は、転写領域全体の塩基E列の決定を行うとともに、その転写織式について解新を進めてい

く予定である。また、この転写量と雄性不稔性との関係について知見を得るため、雄性不君主系統

聞の転写量の比較も行う予定である。
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lCa03 イネミトコンドリア DNAの構造

杉野公墓、岩橋素子、菅野明、平井篤志 (名古屋大学農学部

生化学制御)

高等植物のミトコンドリア DNAは、動物や菌類のミトコンドリア DNAに比べては

るかに大きく、 また一つのミトコンドリア内にはさまざまな DNA分子種が存在していて、

大小の線状、環状の DNAが観察でき、非常に多様性に富んでいると報告されている.

そこで、 イネのミトコンドリア DNAの梅造を調べるため、緑薬からミトコンドリア

DNAを抽出し、断片を λDNAにクローニングした.他の植物のミトコンドリア遺伝子

をプロープにしてイネミトコンドリア DNA断片を含むクローンを遭抜し、..geno.e 

walking"により遺伝子地図および制限酵素地図を決定した. その結果イネミトコンド

リア DNAは、 4個の基本となる環状 DNAからなりお互いに相補的な塩基配列を共有し

そこで組み替えを起こすことにより績錐な分子種をつくり得る傭造になっていた。またこ

のDNAが纏製しており、マスターコピーがあるとすると会長が 528kbであり、 5種

類の反復配列を含んでいた。

植物のミトコンドリア DNAには、薬縁体 DNAと相補的な配列が多〈含まれている

という報告がいくつかの植物でされていて、オルガネラ聞での DNAの移動が起こってい

ると思われている。このことから、動物や菌類にはない薬縁体DNAがミトコンドリアに

入り込んでミトコンドリア DNAに組み込まれたために、高等積物のミトコンドリア DN

Aが動物や菌類のミトコンドリア DNAに比べて大きいということが予想される.

そこで揃ったクローンパンクを用いて、葉縁体 DNA断片とのハイプリダイゼーション実

験を行い、 ミトコンドリア DNA内の葉縁体 DNAと相補的な領域を調べてみた.その結

果、葉緑体 DNAのほとんどのプロープがミトコンドリア DNAの様々な領緩にハイブリ

ダイズし、 イネのミトコンドリア DNAには薬縁体DNAの断片が多く含まれていること

がわかった。
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lCa04 今パコ希t細胞にお1;ゐプロアラスチドDNAの縄製

説明縁、最)11肴夫也、長田敏行怠(名古屋久・強-生化挙制御

、1上智大・生命科学研、 1 国主基誕生均'8t免尚)

勺1'\・コ舟..佃町 BY2 を史帯期 η 1i.l: Ð\ ら . 新鮮な南地に持すヒ.抜DNA~権現乱世ぐ
描まるのに先行lて7ロプラス子ドDNAの機製がはじまゐ乙ヒザ.DAPIを閉いた光
学頭徹提観乗によ，);下3机τl¥h d (Y 0. sudo.. et. o.l 1 q<a6 ) 

ヲ貿着ら 11 . 実骨期の細砲よ 1) 作所 l たアロトプラストを聞いて主同t撃の兎象~，棄さきる
こピを，ちH-tミジン .32.p_'l二i験E使用l1:こ!nごと♀うベル妻、職て種かめE・ こ
こて・聞いた条件下てアロ7うス守ドDNAヘη ヒ‘)こみは.新鮮培地への稀埴後.約al
サ検に始ま勺七。(事長DNAへのヒワこみは，少なくヒt12時閣以上経守てね、ら砲まるJ
うぺ I\.. されたDNA主慢同 L. 一本鎖都分色合むDNAを取.~寸る 8N D --t IL.ロース灯
ラムで令祈Lた結栗.移1直後60，，-，マo什までほとっこま虻たうベルη<10%以上旬t-本鎖静分
を含むDNA令晶に回収2札 TこoKI制。w Fn吋~nt (1)011)を開いて .新生鎖延長夜点、E
行なわてた結果肉、ら t、褐眼中間停がこの骨通1に意織さ虻ているこ之がjト喝さま'¥.1:.。
~に、出泊以において hP _ 1) :，酸てうぺ)1...l 1:.1> N A，1i 1JtJラム主開いて格捜中

間体E兼緒Lた令直1主KlenowFYQgment tヨ2P-dCTPてうベ 1しLr~DNA を吃似ぞれ
ずローすと Lて，守パコ業ワロロプラスト1)N A(こ対 L てサザ〉ハイ 7・ 1) ゲイ~'ーうョシ
を何勺ヴ長..1・ロー 1の比活性b~\'低く， 1\吋句ずうっンドが畠~\fI"， lrlve .. ted Repea.t 
1 舎七DNA断~Iこやや畠ぃ l川 1" 1)デイゼ-:"3ンが粗来2似たe

更に許Lいマ吋ピニ 7"を行なう t的、権寝中間体の電争富良微鏡規t!行なヲ長。現在
まで約30の fyeCT-/oop)を合tDNA今去を芳1史L五結果.工"ve¥"tedRepea.t者F与T
(~OO^'HoKJ， : Shinoza.ki et a.l. 1Q'il6 1二従う0)ー付制ヒ LA吋eSjn1/~ Copy s句;0η ぐ主主"，，45

k!，)ーヶ内1:..Eyeを信むDNA oq長3る傾向が観奪2れた.梅殺の伶l限爵柔さ開いて.よ

')詳細なマ、、，t"ュ'i'の結果についてさ報者する千えである。
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lCa05 Zinc finger lotif をもっエンドウ葉緑体遺伝子の発現

佐々木幸子、永野幸生、須天由貴子、松野隆一

(京大農 ・食品 工学)

目的 葉緑体の分化は光により 進行し、この時葉緑体ゲノムの遺伝子も光に応答して

発現する。 この光応答発現の仕組みは、 ほとんど明らかにされていないし、 これに関与す

る調節遺伝子もまだ同定されていない。本研究では葉総体分化時に働事、 遺伝子発現に関

与する調節遺伝子を葉縁体ゲノムから傑し、その発現を調べることを目的とした。

方法と結果 エンドウ葉緑体ゲノムの遺伝子は、光に応答し、分化時に大量に発現す

るので、 エンドウを実験材料に選んだ。暗所 7日生育エンドウ実生に 1目白色光を照射し、

全 RNAを抽出した。 タバコ葉縁体ゲノムより 201数種の D N A 断片を調製し、 これをプロ

ープにして、ノ←ザンハイプリダィゼーションで全 RNA中の各転写物を検出した。 de

novo蛋白質合成なしでも光誘導される D N A を探すため、 クロラムフェニコール投与下で

も光照射した。光の有無と、阻害剤有無の計 4 区の全 RNAを抽出し、 4 区の転写物の変

動を各遺伝子について比較した。

その結果、 大部分の遺伝子は光により伝写物が増加し、 阻害剤投与下では婿加しなか

った。 この結果は光による転写促進には.縁体内の de novo 蛋白質合成が必要なことを示

している。 光により葉縁体内に新たに蛋白貨が合成されてから、 転写促進が起ることを示

唆している. しかし阻害剤投与下でも光照射により転写物が噌加する遺伝子が 2つ見つか

った。 pet A とrp 1 2 である。エンドウの pet Aオベロンの配列を決定し、調節遺伝子候

補を探した。エンドウの pe t A オベロンには 3 種類の未知遺伝子があり、 その中の 1つに

zinc finger motif ( CX2CX'3CX2C)車構造があった。 一般にこの モチーフ摘造をもっ蛋白 貨は

D N A に結合し、転写制御因子として機能しているものが多いので、 本遺伝子を zfp A と

命名し、 調節遺伝子の候補とした。

zfp A の転写物は rb c L などのように大量には増加しなかったが、 rb c L よりも早期

に増加し、 予測通り阻害剤存在下でも糟加した。 zfp Aを E.co 1 iで発現させ、蛋白貨を精

製し、 ポリクロナル抗体を得て、 本抗体と反応する蛋白質が葉縁体拍出液にあることを確

認した。今後はこの蛋白質の機能を調べる予定である。
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lCa06 シダ葉緑体DNAの構造解析

。山田恭司、高柳頼人、菅井道三(富山大・理・生物)

シダ類は下等な維管東植物として高等植物とコケ類の中聞に位置づけられているが、

その葉緑体DNAの変異については、まだほとんど研究されていない。これまでに、ヤマ

ドリゼンマイ属の 3種 (Pa1田er品Stein1986)とホウライシダ(長谷部、岩槻 1989 日

本植物学会大会)においてのみ、ゲノム構造と遺伝子配列が報告されているにすぎない。

われわれはシダ葉緑体DNAの詳細な研究を進めるために、カニクサ、モエジマシダ、ワ

ラビの 3種を材料として解析を行なっている (1989 日本植物学会大会)。ここでは、ワ

ラビ(イノモトソウ科)の葉緑体DNAの解析結果を中心に報告する。

野外より採集した胞子体の薬組織あるいは試験管内で培養した前業体の組織を出発材

料として、低速のショ槍密度勾配遠心法で葉縁体を分画し、 CT A B (Cety1trIllethyト

ammonium bromide) ~クロロホルム法 (lilligan 1989) によって DNAを抽出した。 C

TABの適用により、超遠心機を使用せずに、制限酵素での切断・分析にたえうるシダ葉

縁体DNA標品を得ることができた。

ワラビ葉緑体DNAを Kpn1. Pst 1. Sal 1で 完全に消化すると、それぞれ 12、

1 3、 14本の断片にわかれたが、それらの断片長の合計は、いずれの場合も、 14 5 -

1 5 0 kbpであった。それぞれ重複して存在する断片の大きさから、 Invertedrepeat 

( 1 R)は一組で約 25 kbpと推定した。これらの値は、ヤマドリゼ、ンマイでの値よりホ

ウライシダでの値に近い。制限酵素切断パターンをモエジマシダ(イノモトソウ科)、カ

ニクサ(フサシダ科)のパターンと比較したところ、葉緑体ゲノム DNAは互いに大きく

変異していることが示された。

タバコ葉緑体のクローン化DNAとのハイプリダイゼーションを行ない、 Ru B i s 

COの LS遺伝子、光化学系IIの 32 k Dペプチド遺伝子、 168および 238 RNA 

遺伝子などがどの制限酵素断片上にあるか決定した。また、タバコ葉緑体DNAの 1R内

にある ORFの 581と1708はゼニゴケでは欠失しているので、両 ORFに相同な部

分の存在も調べた。
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lCa07 イネ LHCP遺伝子の様造

松岡 信、坂本正弘農水省・生物研、 1三井東圧化学)

集光性クロロフィル a/b結合タンパク質 (LHCPll) は高等摘物葉緑体のチラコ

イド膜に普遍的に存在するタンパク質で、光化学系 Eの集光性クロロフィルを結合してい

る。前年度の本大会において、われわれはイネ緑葉より 2つのタイプの LHCPllcDN

Aを単線し、それぞれについてイネ緑化葉中での転写産物量の変化を観察しその結果を報

告した。今回はこの 2つのタイプのうちで、より強い転写活性を持っと考えられたタイプ

の核遺伝子を単離し、その構造の決定をおこなったのでその結果を報告する。

イネ貧化葉より核DNAを単織しMb 0 1により部分分解後、 EMBL3ベクターに

結合しイネゲノムライブラリーを作成した。前回単厳した cDNAのうち転写量の多い c

DNAの5.側約 25 0 b pをこのタイプに対する特異的なプロープとして周いてゲノム

ライブラリーからスクリーニングをおこなったところ、 4個のポジティプクローンが得ら

れた。このクローンについて制限酵素地図を作成したところ、これらは同じ LHCPll遺

伝子を含むことがわかったので、そのうちの lつについてその全機造を決定した。その結

果、今回解析した遺伝子は転写活性の高いタイプに分類された cDNAの構造と同ーの配

列を有し、翻訳・非翻訳領域ともにイントロンを含んでいなかった。

プライマーイクステンション法により転写開始点を決定したところ、開始点はATG

より上波 58 b pに存在した.転写開始点より上流 29 b pにはTATAboxが、 91 

b pには CATboxと恩われる配列が存在した。またTATAboxとCATboxの

中聞に、最近GrobとStuberによって報告されたフィトクロムによって制御される光感受性

ボックスが存在した。

次に、今回単離した遺伝子が実際に転写活性を持っかどうかを検討するために、本遺

伝子の 5・上流域を GUS遺伝子に結合しタパコへ形質転換をおこなった。その結果、本

遺伝子はタバコ葉肉細胞でも発現することが明らかとなった。
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lCa08 トウモロコシ PEPカルボキシラーゼ遺伝子の

窒素による発現制御

鈴木石様、松岡官、杉山達夫(名古屋大....化、

1農業生物資源研)

トウモロコシ糞においてホスオ、エノールピルビン酸カルボキシラーゼ(PEPC)の蓄積

は N03-濃度に応答して猶減し、その変動は棄の成魚中の部位で最も顕著である o *実厳

では、この調節が転写レベルでなされるのかあるいは翻訳レベルなされるのかを明らかに

することを目的とした.

トウモロコシを温度と光制御のもと、低窒素繕養液(0.8・MN03-)で豹 2週間生育

させ窒素欠乏植物を得た.また、この植物に高窒素培養液(16・MN03 -)をあたえ欠乏回

復過程の植物を得た.分析には、成黙中の部位として展開した薬(第3糞)の基部を用い

た。

PEPCタンパク貨の蓄積は、窒素繍填後約 12時間のラグののちほぽ直徳的に相加し、

72 時間後にはおよそ 2 倍に遣した.それに対し、 RuBisCO・LSu では、.~候補演にかかわ

らず蓄積の地加はほとんど見られなかった.ピルピン酪・リン霞ジキナーゼでは、程度は

少ないが、 PEPCと問機な変化を示した.また、 PEPC・RNAの蓄積は、窒素に依存して起

り、補筑後直ちに増加しはじめ、 6時間後にはほぼ2倍に途し、その後も 48時間まで徐

々に地加し続げた o PEPCにおげる、窒棄に依存したタンパク貨と・RNAの蓄積は平行し

て変動しており 、このことはタンパク貨の蓄積が一義的には・RNAの蓄積によって調節さ

れることを示唆している。そこで圃RNAの増加は、分解の低下によるものか、転写の促進

によるものかを確かめるために、単厳核による run-on実駿を行った o PEPC遺伝子の転

写活性は窒素補筑後劇的に地加し、 12時間で最大値に透したのち徐々に低下し、 48時間

後には窒素欠乏植物の債に近づいた.転写活性が低下した後も・RNA蓄積量は増加し続げ

ていたので圃RNAIま比較的安定であると考えられ、 PEPC .RNA発現量の増加は窒素をシグ

ナルとしての転写の活性化または .RNAの安定牲によって調節されていることを示喧して

いる。

現在PEPC遺伝子の窒素による転写活性化機織についてさらに詳しく解析するため、

その t流領援を用いてゲルシフトアヅセイを試みている.
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lCa09 C4光合成遺伝子の C3植物内での発現

1、 PEPカルポキシラーゼについて

松岡信、.真田康治、村上高、大橋祐子(農水省・生物研)

ホスホエノールピルビン酸カルポキシラーゼ(PEPC)は大気中のC02をホスホエノールピ

ルビン酸と結合しオキザロ酢酸として固定する反応を触媒する酵素であり、 C4植物やCAH

植物の光合成において重要な役割をになっている。本酵素の C4植物におげる発現は明下条

件の薬肉細胞においてのみ特異的に観察され、この発現は転写レベルで制御されているこ

とが知られている。我々は前年度の本大会においてトウモロコシ PEPC遺伝子の金構造を報

告するとともに本遺伝子上流域に転写調節に関与すると思われるいくつかの配列が存在す

ることを示した。そこで今回はこのPEPC遺伝子の 5'上流域とレポーター遺伝子GUSを結合

しC3植物であるタバコに導入し導入植物内でのGUS活性発現の有無及びその組織特異性を

調べた。

まず、バイナリープラスミドpBI101のGUS遺伝子の上流部にトウモロコシのPEPC遺伝子の

5 '上流域約1.2Kbを融合させ、その融合遺伝子(PEPC-GUS )を Agrobacteriu皿に導入した。

このAgrobacteriu阻をタバコ葉片に感染させ、 この葉片をカナマイシンを含むHS茎薬分化培

地に置床後、完全な植物体まで育成した。この形質転換タバコの葉より抽出した核DNAをE

coRIとHind皿で切断し、 GUS遺伝子をプロープとしたサザンハイプイダイゼーションを行っ

た結果、期待される約3.3Kbの断片が検出された。これらの形質転換タバコにおいて各器官

のGUS活性を測定した結果、緑菜、茎、花弁、根において Gust舌性が検出された。特に緑葉

では他の器官と比較して強いGUS活性が検出され、対照として用いた35S-GUSよりも強いGU

S活性が検出された。また、タバコ葉肉プロトプラストにエレクトロポレーションにより P

EPC-GUS遺伝子を導入しトランジェントアッセイを試みた結果、 35S-GUSの1/2程度のGUS活

性が検出された。 PEPC-GUS転換タバコにおいて Xーグルクロニドを基質として GUS活性を組

織化学的に検出すると、緑葉中の薬肉細胞において特に強〈深青色のGUS反応生成物が検出

された。その他根では根端で、茎では維管東周辺でGUS反応物が検出された。

本研究により、 C4植物のPEPC遺伝子がC3植物であるタバコで発現することが示された

ので、他の光合成酵素であるピルビン酸PiジキナーゼやRuBisCO小サプユニットの遺伝子に

ついてもタバコに導入しその発現織式の解析を進めている。
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lCal0 トウモロコシ PEPカルポキシラーゼ遺伝子の

5'上流域に結合するタンパク質

村上(嘉納)ゆり子、松岡信1、鈴木石根ヘ 杉山達夫E

(農水省・果樹試、 1農水省・生物研、 2名大・農)

我々は C4光合成の重要な酵素であるトウモロコシPEPカルポキシラーゼのゲノムクロー

ンを単厳したことをすでに前年度本大会で報告した。このクローンについて、 PEPカルポキ

シラーゼ遺伝子の発現機構を解析する目的で、 5 '上流シークエンスに結合する核蛋白質

をゲルシフトアッセイによって検討した。その結果、 PEPカルボキシラーゼ 5'上流に特異

的に結合する蛋白質の存在が明らかになったので今回報告する。

トウモロコシは播種後約2週間の緑糞を用い、ホモジナイザーで粉砕しプロテアーゼイ

ンピピターを含む核抽出バッファーで抽出を行った。この抽出液をミラクロスで溢過し、

遠心分穫した上清をトウモロコシ核抽出液として以後の実験に用いた。一方。プロープは

PEPカルポキシラーゼ遺伝子の 5'上流-570-ー273、 -272-+ 7のそれぞれ約300bpの物を

用い、 KlenowによるFillin labelをしたものを用いた。ゲルシフトアッセイは、 200Cで核

とプロープをpoly(dIdC)-poly(dIdC)存在下で15分インキュベートしたのち 5%ポリアクリ

ルアミドゲル電気泳動で結合したプロープと非結合型プロープとを分厳することにより行

った。その結果核抽出液中にこれらのプロープと結合するタンパク貨が後数認められ、 い

ずももH13RF-DNAでは結合が阻害されず特異的な結合であることがわかった。この蛋白因子

の組織特異性及び明暗変化をみるために根、緑菜、質化葉から同様に核抽出液を調整し、

ゲルシフトアッセイを行ったところ緑葉以外では、 これらの蛋自の結合は認められずとの

因子には組織特異及び明暗依存性があることが明らかになった。我々はさらにこの蛋白因

子の結合する領域を限定するためにPEPカルボキシラーゼ遺伝子の 5'上流をHinfl、 Sau3

Aなどの制限酵素で切断し、それぞれの断片をプロープにしてゲルシフトアッセイを行った。

これらのDNA断片には特徴的な21bpの境基配列の繰り返し構造が数カ所みられ、それらの存

在するDNA断片は結合能力を持ち、類似のしかし違う配列を含むDNA断片での結合能力は極

めて低い事がわかった。これらの結果から、問題の21bpの繰り返し配列がこれらの蛋白因

子の結合に重要であると考えてメチレーションインターフェアレンスを行ったところ、 こ

の配列のほぼ中央に位置する 2つのシトシン残基が結合型では保護されていた。現在、さ

らに蛋白因子が結合する領域を明らかにするためにフットプリンティングによるアッセイ

を行っている。今後は、これらの蛋白因子の生理的機能を明らかにする目的でそれらの遺

伝子をクローニングする事を検討して行きたい。
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lCall トウモロコシ PPDK遺伝子の 5'上流域に結合するタンパク質

松岡信、 1村上(嘉納)ゆり子、 (農水省・生物研、 1果樹試)

ピルビン酸Piジキナーゼ(PPDK)は、 C4光合成系において大気中のC02を結合するホス

ホエノールピルビン酸の合成を触媒する酵素であり、 C4光合成回路の律速酵素のーっと考

えられている。本酵素の C4植物における発現は明下条件の葉肉細胞にのみ特異的に観察さ

れ、その他の細胞ではほとんど観察されない。本酵素のこのような光誘導的、組織特異的

発現は転写レベルで制御されていることが知られており、高等植物の組磁特異的発現を研

究する上で格好な対象と考えられる。我々はこれまでに C4植物であるトウモロコシより

PPDK遺伝子を単媛しその構造解析を行ってきた。この結果より本遺伝子は 18偶のイントロ

ンと 19個のエキソンを含む全長約12Kbの複雑な構造をしており、その 5'上流域には転写

調節に関与すると恵、われるいくつかの配列が存在することが解った。そこで今回は、この

5 '上流域と転写活性との関連を検討する目的でトウモロコシ核より抽出したタンパク質

と5'上流域の結合能について検討した。

まずPPDK遺伝子の 5'上流域をゲルシフトアッセイに便利なように約300bpの断片に分怯

核タンパク質との結合能力の有無を調べた。その結果、 SV40のエンハンサーコア類似配列

を有するダイレクトリピートを含んだ断片をプロープとしてゲルシフトアッセイを行うと、

複数の強いシフトが観察された。また特徴的な配列を含まない断片においてもシフトした

バンドは観察されたが、その強度は強くなくバンドもプロードであった。これらのシフト

したバンドは、 PPDK遺伝子の発現がない黄化葉や板の核より抽出したタンパク貨では観察

されないことから、本遺伝子の転写調節に関与しているものと考えられた。そこでダイレ

クトリピートを含む断片について、タンパク質結合部位の同定を試みた結果、この約300b

pの断片に少なくとも 3カ所のタンパク質の結合部位が存在し、その内もっとも強くシフト

を起こす結合部位，;、エンハンサーコア類似配列に重なるカ九もしくは極めて近接している

ことが解った。

以上の結果より、 トウモロコシ PPDK遺伝子の転写調節において SV40エンハンサーコア類

似配列が関与している可能性が考えられた。
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lCa12 エンドウマメ rbcS-3A遺伝子5'上涜に結合するタンパク質

(3AF-I) 

村上(嘉納〉ゆり子、 E.Lam1、 N.-H.Chua1 

(農水省・果樹試 3ロックフヱラー大学〉

C3光合成回路の重要な酵素である RuBisCOの小サプユニットの遺伝子rbcS・3Atま、最も

良く解析された遺伝子の一つである。 rbcS-3Aの5'上流域には、発現調節に関与するシー

クエンスとしてGT-boxが知られているが、 GT-boxの下涜にもタンパク質の結合領域があり、

遺伝子発現のヱンハンサーとして働いている事がわかった。今回は、このタンパク質のク

ローニングとそのクローンの解析結果について報告する。

rbcS-3A遺伝子5'上涜シークエンスと緑糞からのタバコ核抽出液を用いたフットプリン

ティングアッセイによって、新たにGT-boxより下滅のATに富んだシークエンスが保護され

ることが明らかになった。この領域 21 bpを4つタンヂムにつないだ合成DNA及び、 3

bpずつ置換した合成ミュータントシークヱンスでゲルシフトアッセイにより DNA結合を

解析すると、もとのシークヱンスでは結合が認められたが、ミュータントのシークヱンス

では結合が著しく低かった。また、この結合は、無関係な DNAシークヱンスでは祖害さ

れず、このシークエンス特異的な結合である。一方、根、黄化葉からの核抽出液で同様の

実験を行ったところいずれでも、特異的な結合が認められた。また、このシークヱンスを

カリフラワーモザイクウイルスの35Sプロモーター及びGUS遺伝子につなぎ形質転換タバコ

を作り GUS遺伝子の発現を検討すると 、このシークヱンスが発現を増大させる事が明らか

になった。これらの事からこのタンパク質は、明暗条件に関係なく存在し、組織特異性も

低〈非特異的なヱンハンサーである事が考えられる。そこで、このタンパク質の解析を進

める目的で、クローニングを行った。クローニングは、 84bpの合成シークエンスをプロ

}プにして、タバコcDNAライプラリーから DNA結合を指標にしてスクリーニングを行った。

その結果、 DNA結合活性を有する700bpのインサートを含むクローンが一つ単脱され、

シークエンシングを行ったところ、他の DNA結合タンパク質に見られるような特徴的な

機造は認められなかったが、不完全なZinc-Finger様の構造は見られた。また、全体が、

高度に類似したアミノ酸配列からなる 2つのドメインに分けられる、非常に特徴的な構造

を取る事が明らかになった。
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lDaOl 植物体内に存在する水溶性の花成誘導物質について

田中修、竹糞剛1、目良具子、松本浩一(甲南大 理 生物、

1京府大生科〉

昨年の本大会において、アオウキクサ6746系統を含む多くのアオウキクサ類の水抽出

物が、アオウキクサ 151系統の花芽分化を顕著に誘導し、 151系統以外のいくつかのウキク

サ類の花芽分化をも促進することが、 Takimotoらによって報告された。また、この抽出物

中の花芽分化誘導物質は、花芽分化湧導処理を受けているか否かにかかわらず、ウキクサ

体内に多量に存在していることが示唆された.さらに、 Kaihara らにより、この花成誘導

物質はウキクサ類のみならず、多くの植物種の糞に普通的に存在している可能性が示され

た。

演者らは、アオウキクサ 6746系統の水抽出物をアオウキクサ 151系統で bio ・ assa~する

系を用いて、ウキクサの氷抽出中に含まれる花芽分化誘導物質の本体を調べてきた。その

結果、水抽出物から分援した、 chloroph~11 を含むエーテル分画中に花芽分化誘導効果の

ある物質が存在することがわかった。そこで、 chloroph~11 に花芽分化鶴導活性がないか

を確認するため、ホウレンソウから抽出単醸した chloroph~1 I a， bの花成誘導効果を調

べると、 chloroph~11 a， bともにアオウキクサ 151系統の花成を誘導することが明らかに

なった.

chloroph~11 a， bがポルフィリン化合物であるため、ボルフィリンを含むタンパク質

である、 catalase，c~tochrome c， peroxidase， he圃oglobinの花芽分化誘導活性を調べた.

その結果、 c~tochro則e cと peroxidaseの花成誘導効果は確認できなかったが、 catalase

と hemoglobinは強い花成誘導活性を示した.

一方、ウキクサの水抽出物から chloroph~11 を含む分画を分放した後に残る抽出物中

にも、まだ強い花成誘導活性があることが認められた.この抽出物中には、植物に含まれ

る水溶性タンパク質である cata I aseが存在している可能性がある.そこで、水抽出物中

のcatalase活性を測定し、抽出物の花成誘導効果との関係を比按ずると、両者の聞には、

非常に密綾な関係があることが示唆された。

以上の結果、ウキクサの水抽出物中に含まれるアオウキクサ 151系統の花成を誘導する

物質の少なくとも一部は、 chloroph~11 a， bと catalaseであろうと考えられる.
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lDa02 高分子性花成誘導物質による花成誘導機構

竹葉 同j¥ 田中 修 2 ( 1 京府大・生科、 2 甲南大・理)

( 1 )アオウキクサ (Lemnapaucicostata 151) を検定植物として用いて、アサガオおよ

びアオウキクサのリン酸 buffer抽出液をゲルろ過し、それぞれの分画ごとの花成誘導活

性を調べると、分子量約 100K. 20-30K.および 5-10K付近に顕著な活性が存在した。

( 2 )この高分子性花成誘導物質の化学的正体を知るために行なった予備的観察によると

5 -10K成分は、酸・アルカリに対して比較的安定であり、熱処理 (100"c、 15聞in) では

失活しないごと、 10%TCAで沈殿すること、 20-30K成分は proteinaseK処理により、

活性・紫外吸収とも 5-10K成分へと低分子化(ゲルろ過で見る限り)すること、 100K

成分は熱処理 (100"C、 1511in) により変性し沈殿するごと、等が明らかになった。とれら

の性質は、通常、タンパク質(ポリペプチド)に見られる性質である。

( 3 )高分子性花成誘導物質の化学的正体を知るために、アオウキクサ抽出物を硫安分別

し、さらにゲルろ過 (BioGe1Al. 5m) ・イオン交換クロマト (Phar・aciaMonoQ) ・逆棺ク
ロマト何har圃aciaProRPC) 等を組み合わせ、活性と一致する sing1epeak を得た。ご

の画分を NativePAGE で分離すると、銀染色で一本のバンドが 120K付近に検出され

た。同画分を SDS-PAGEで分離すると、 60K付近に 2本のバンドが検出され、活性はその

部分から回収された。この SDS-PAGEからの回収画分を endopeptidase で処理し、逆相

クロマト (PharmaciaPepRPC) で分離すると、約 10本のピークが検出された。活性と一

致するピークのアミノ酸配列を部分的に決定したが、その配列は既知タンパク質のいずれ

の部分ともホモロジーを示さなかった。現在、どのような構造が花成誘導活性をもつのか

検討中である。

( 4 )この高分子性花成誘導物質は、アサガオ・アオウキクサが花芽を形成しない長日条

件下で検出されるが、自然条件下で花芽を形成する短日条件や N欠条件下におくと、すみ

やかに減少していくことが明らかになった。そごで、アサガオ・アオウキクサの葉抽出液

をいろいろの時間インキュベート(3 7
0

C )した後熱処理し、遠心後の上清中に現れる花成

誘導活性(断片化したもの?)を測定することにより、高分子成分の分解活性を調べると

短日処理によりその分解活性が著しく高くなっていることが判明した。
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lDa03 Lnnaから抽出される水溶性花成誘導物質の諸性質

滋本 教、 員原純子 (京大、農、応用植物)

すでに報告したとおり、数多くの植物、とくにアオウキクサ及びアサガオ、からの水

抽出物をそのまま培養液に加えると、非常に低温度でアオウキクサ (Lnnapaucicostata) 

151の花芽形成が誘導される。有効物質の単雌同定は非常に困鍵でまだ成功していないが、

今回はこの有効物質の諸性質について報告する。抽出材料はすべて L. paucicostata 441 

(短日植物)で、検定には上記培養液に培養した L. paucicostata 151を用いた。

水抽出物の逮枕上清は強い活性を示し、 120見 cで 10分間の然処理(オートクレープ)

を行っても活性を失わない.しかしながら、植物体を熱処理(70' C. 5分間以上)した後

に得られる抽出物にはほとんど活性が認められない.このことは大郎分の活性物質が抽出

後につくられるものであることを示唆する。

植物体を液体重棄で粉砕した後、 o-5-Cの水ですりつぶし、直ちに熱処理 (90C. 

20分)を行うと、弱い活性しか認められないが、すりつぶした縞物体を種々の時間 o-

5< Cまたは 25.Cに置いた後に熱処理を行うと、熱処湿の時聞が遅れるにつれて高い活性

が認められる。おそらく植物体をすりつぶした後に活性物質がつくられるのであろう.こ

の際、初期における活性物質の生成はきわぬて急速であり、たとえ o-5 "Cに置いて 10

分後に熱処理を行っても高い活性が認めれる.水抽出物を遠心分雌 (6000x g. 20分〉し

て得られる上清だげを放置しても活性はほとんど上昇しないので、沈澱物から活性物質が

つくられる(あるいは遊厳する)ものと考えられ、事実、沈澱物だけを水に懸濁してイン

キュベートしても、ある程度の活性物質が得られる.

上述のように大続分の活性物質は抽出後につくられるものであり、低温抽出を行って

も、短時間内に多量の活性物質がつくられるため、低温抽出物の活性が生体内での活性物

質の量を反映するものとは思えない.一方、熱処理した植物の水抽出物にもご〈わずかの

活性が蕗められるので、これが植物体内に存在する活性物質の量を示すものではないかと

考え、熱処理後の摘出液に認められる活性と日長との関係を調べたが、有意な相聞は認の

られなかった.ただし、 日長によって、活性物質のコンパートメントが変わり、それによ

って花成が誘導される可能性は残されている.
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lDa04 市販セルラーゼ処理による Lunaの花成誘導物質の生成

貝原純子、 灘本 数 (京大、慮、応用植物)

アオウキクサ 441の水抽出物を遠心分厳して得られる沈澱物を水に懸濁させてこれに

市販のセルラーゼを加えて (0.5%)25
c
Cで 12時間、 または 45'"Cで 2時間程度インキ

ユベー卜すると、高い花成誘導活性の得られることが判明したので、今回はセルラーゼの

作用についてこれまでに得られた知見を報告する.花成誘導活性の検定法は前報のとおり

である。

まず、酵素の働きで活性物質がつくられることを確認したいと考え、熱処理(120. C， 

10分)を行ったセルラーゼを沈澱物に作用させてみたところ、熱処理を行わないものと同

じような活性を示したので、セルラーゼそのものが働いているのではなく、市販セルラー

ゼに含まれる混入物が働いて活性物質をつくるものと考えられる.ただし、熱処理した植

物から得られる抽出物の遠沈による沈澱、 または熱処理した沈澱にセルラーゼ処理を行っ

ても活性物質は得られない.遠沈後の沈澱を十分に水洗したり、冷アセトン〈ー20'C)で処

理するとセルラーゼを作用させてもあまり活性物質が得られなくなる.しかし、アセトン

可溶物をアセトン処理後の沈澱物に加えてセルラーゼを作用させると高い活性が現われる

ので、アセトン可溶物の中には活性物質の生成に必要な因子が含まれているものと考えら

れる。上記アセトン可溶物とセルラーゼ(熱処理を行っても可)を混ぜて与えるだけでも

かなりの活性物質が得られる.

生きた植物体に市販セルラーゼ溶液を浸透させ、ぞのまま 12時間 25Cに放置した

後、遠心分厳して得られる外液も非常に高い活性を示す.そしてこの掲合には然処理を行

ったセルラーゼはあまり有効でない.なお、 これらの処理を行った後の植物体を光学顕微

鏡で観察したところ、細胞壁は全く脱線しておらず、業縁体その他細胞内容物もそのまま

の形を保っていた。市販のセルラーゼ処理によって細胞を破檀することなしに高い活性を

もっ物質が得られる点は注目に値する。

なお、これまで水抽出物中に一度も花成誘導活性を認めることのできなかったムシトリ

ナデシコからも、市販セルラーゼを細胞間隙に浸透させる方法で活性物質を得ることがで

きた。

- 87-



lDa05 アサガオ子3医師管液の茎頂培蓑における花成誘導効果

.石岡奈穂子，谷本静史，原因 宏 1

(佐賀大・島・生物工学筑波大・生物科学系)

短目植物であるアサガオ(盟主且具立且よ)の実生に一定時間以上の暗期を与えること

により，子3震で未同定の物質が合成され，この物質は師管を通って茎頂に運ばれて花成を

誘導することが知られている.この物質はフロリゲンと命名されているにもかかわらず未

だにその実態が不明である.そこで演者らは花成務導条件下で育成したアサガオの子葉か

ら師管液を抽出し，茎頂培養を検定法として腸管液の花成誘導効果を調べた.

長日条件下で 7日間育成したアサガオ・ムラザキの実生に 1回の短日処理を行い，時

期終了後に子3憶を切除した.この子葉の葉柄基部を 20aMEDTA溶液に 1時間漫演し，

水洗後，蒸留水(l~/子葉)に 6 時間漫潰した.この漫潰液を師管液として用いた.師

管液の花成誘導効果はアサガオの茎頂培養により検定した.花成非鶴噂条件下で無菌的に

育成した実生，あるいは育成中に 1図 12時間あるいは 16時間の時期を与えた実生など

から茎頂を摘出し，培養して得られた小植物体の頂芽における花芽形成率，頂花までに形

成された業数などを調べた.主音差は， MS  基本培地にショ糠5%，ゲルライト 0.25%を

添加した固形培地を用い，温度 25土 2"C，長日条件下で行った.

締管液の添加によって，花成非誘導条件下で育成した実生の茎頂において花芽を誘導

することができ，また 12時間あるいは 16時間暗郊を 1回与えた実生の茎頂においても

花芽形成は促進された.

さらに，短目処理を行わなかった実生から採取した師管液の効果について調べた.す

なわち，連続照明下で実生を育成し，その子葉から上述の方法で師管液を採取した.検定

には l回16時問時期を与えた実生の茎頂を用いた.その結果，この師管液には花芽形成

抑制効果があることが判明した.

以上の結果から，花芽形成促進あるいは抑制物質が光周処理により子葉で合成され，

師管を経由して移動すあことが明らかとなった.今後これらの物質を同定し，さらに詳細

に花成誘導機構を解明していく予定である.
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lDa06 アサガオ子葉mRNAの短目処理期間中の変化

O小野道之、山田幸一郎、提公代、岡崎光雄、原因宏1

(信州大・繊維・応生、 1 筑波大・生物)

(目的)アサガオ(紫)芽生えは 1回の短目処理により花芽を誘導できる。明暗の感受と

"花成ホルモン"の合成は子葉で行われると考えられることから、花芽誘導に密接に関係

する子葉のmRNAの検出とその光周期処理期間中における発現時刻の特定化を目的とし

て、子葉のmRNAの解析を光周期処理開始(暗期開始)から 24時間にわたり経時的に

行った。

(方法)連続光下で育てた播種後 6日目の芽生え(也延弘主主註よ Chois.，st. Violet}を

短目処理 (SD short-day: 1 6時間時期-8時間明期)、光中断処理(NBnight-break 

1 6時間時期の8時間自に 10分間の光照射-8時間明期)または長日処理(LDlong-

day: 24時間日月期)し、 2時間間隔で子葉のサンプリングを行った。全RNAはグアニジ

ウムチオシアネート/CsCl密度勾配超遠心分離法を周いて抽出・精製し、 mRNA麗分は

ウサギ網状赤血球ライセート試験管内翻訳系を用いて 3SSメチオニン穣識のポリペプチド

として、 2次元電気泳動法で分離の後フルオログラフィーを用いて検出した。

(結果)約300の検出されたmRNA種の内、 215種が実験期聞を通して全ての光周

期処理に共通に安定して存在した。一方、比較的多数のスポットが増減したが、そのうち

再現性のある変化を示したスポットは 10種類であった。これらは変化のパターンにより

7種類に分類できた。これらの多くは長日処理に対して短目処理と光中断処理に共通の変

化を示したが、光中断処理で特異的に増加および減少するスポット(各 l種)が検出され

た。この 2種のmRNAは、短目処理と同等の花芽誘導が行われかつ光中断と同様の光の

効果(暗期中の光照射)を調べることができる処理(SN short-day， night-break;短目
処理の達成された暗期の 16時間自に 10分間の光照射-8時間糟期)では変化しなかっ

た。この結果よりこの2種のmRNAは単に時期中の光照射に反応するのではなく、花芽

誘導の阻害等に関係したものと考えられた。この2種のmRNAが光周期処理後半に変化

を示すことは、この時期に花芽誘導に関係した遺伝子発現が活発であることを示すものと

推測される.一方.花芽を誘導する短日処理に特異的かつ再現性のある変化を示すmRNA

は本実験範囲内では検出されなかった。
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lDa07 アサガオ芽生えの頂芽除去と花芽誘導

O小野道之、提公代、山田幸一郎、岡崎光雄

(信州大・繊維・応生)

(目的)アサガオ(紫)芽生えは l図の短日処理により花芽誘導できる。子葉は日長条件

を感受して花芽分化を引き起こす物質"花成ホルモン"を合成し、それが頂芽に移動して

花芽を分化させると考えられている。本実験はアサガオ芽生えの頂芽を除去することによ

り"花成ホルモン"の生産と移動等に関する生理的観察を目的として行った。

(方法)播種後7日目のアサガヌ「芽生え(世主主主主主主且1Chois.， st. Violet)の頂芽を

除去すると子葉柄の基部にある側芽が成長を開始する。一方アサガオ芽生えは 16時間の

時期を 1回与えることにより花芽誘導できる。 16時間時期の前後いろいろな時間で頂芽

を除去し、側芽に対する花芽誘導を観察した(1 6時間暗期の官官後は連続光下)。側芽の

花芽誘導は約3週間後、伸長した側芽に形成された花芽の数を調ベることにより観察した。

(結果及び考療)図に示すように、形成された花芽の数は暗期の開始 20時間前を頂点と

して暗期の開始まで減少し、時期終了後の頂芽除去では花芽は形成されなかった。また暗

期開始から 20時間前までは側芽の第 l節から花芽が形成されたが、 20時間より前では

葉芽も形成された.これらの観察結果よ 一一一一一止IGH工一一一---邑孟園町#ー

り演者らは 2つの仮説を得た. 1) "花 8 I 三ニミ2

成ホルモン"の子葉における生成と子葉

からの移動は、暗期終了後比較的短時間 6 

のうちに終了する。 2) "花成出ルモン"

に対して側芽が反応するためには、頂芽十 4

除去後ある程度の期聞が必要である。こ

の実験系には頂芽優勢(頂芽による側芽 2 

の成長抑制)および切断傷害(頂芽の除

去)の膨響が考えられ、 これらとの関係 0・・ ・ . ..  5. e;~1 

を諸物ホルモンの添加等による実験

も合わせ検討した.

-50 -30 -20 ・10-5 0 .16 +50 
T工MEOF AP工CALBUD REMOVAL IN HOURS 

FIG. 
EFFECT OF APICAL BUD REMOVAL ON FLOWER BUD FORMATION 
0; NUMBER OF FLOWER BUDS PER PLANT 
.; AVERAGE SITE OF FIRST NODE FORMED TO FLOWER BUD 
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lDa09 シロイヌナズナ Columbia株の花成遅延変異体の解析 m.
立よ遺伝子座近傍の遺伝解析.

荒木 崇・米国好文〈東大・遺伝子実験施設〉

シロイヌナズナ (Arabidopsis主也11盆盟)Columbia株では、これまでに3つの遺伝子
座皇1，LD，COで花芽形成が遅延する花成遅延変異体が得られている。われわれはこれらの

うち也座位の変異である 812 変異体について、その表現型の発現に対する生育温度の効

果を調べるとともに、温度シフト実験によりこの遺伝子の正常機能が必要とされる時期が

発芽後まもない時期〈本葉数枚の時期〉にあると考えられ ~ことを報告した. また、 812

変異は完全暗黒下での花成に影響を与えないことから、この遺伝子の機能は光が関与する

花成過程に関わると考えられることを報告した〈日本植物生理学会 1989年年会〉。

われわれは、 GI遺伝子の染色体ウォーキング法による遺伝子クローニングを目標とし

て包遺伝子座近傍の遺伝解析をおこなった。まず、遺伝地図上の正確な位置が確定して

いなかった aF変異について相補性試験によりそれが Landsberg株で単歳、マッピング
されていた白と allelic であ~ことを確認した。 これにより旦l鹿位の遺伝地図上で

の位置を確定した後、遺伝地図と 2種のRF L P (制限酵素切断断片長多型〉地図との比

較からいくつかの適当なRFLP座位を遷ぴ、それらと 812との組換え率を求めた。交配

の親株としては、 812 変異体〈足2/盆12， Columbia 系統〉と MSU23株〈立l+/~l" ，

Landsberg系統〉を用い、個別に生育させたF2縞物からそれぞれ自殖により F3種子のプ

ールを得て、 F3世代における分障から F2植物の旦l座位と各RFLP座位についてその

遺伝子型を決定し、各座位聞の組換え率を算出した。そして、これに基づいて型遺伝子

底近傍のより詳細な遺伝地図を作製した.

これと並行して、各RFLPクローンをプロープとして商事母人工染色体 (YA C)ベク

ターに構築されたゲノム・ライブラリーをスクリーニングして、それぞれに対応する YA

Cクローンを得た。

現在、こうして得た YACクローンの解析を進めるとともに、それらのクローンと、監

遺伝子座近傍について作製したより詳細な遺伝地図、包遺伝子座と隣援する RFLP座位

の聞に染色体の組換え点を持つ組換え体F2縞物とを用いて、最も近接する RFLP座位か

ら GI遺伝子座に向けて染色体ウォーキングを計画している。
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lDal0 皮組織構タンパク質GP57の機能解明の試み

。佐藤忍、直田寛美 (筑並大・生物)

我々はニンジンの細胞培養系において、培地に添加するオーキシンの有無にかかわら

ず、細胞がunorganizedなカルス状態の時のみに培地中に放出され、不定匪には全く見出

だされない弱塩基性 (pI8.8. 9.5)の分脳性稽タンパク質(G P57)を見出だした。単ク

ローン抗体を用いた免密掌的解析の結果、 GP57が植物体においては、成熟種子中の匹と

匪乳の間障(特に幼根の周り)と、根の皮組織(表皮、内皮、周皮)に局在することが判

明した。そこで本研究では、 GP57の生理機能解明を目的として、発生上または環境上の

機能を想定したアッセイ及びcDNAのクローニングを行った。

1)カルスの成長に対する影響ニンジンのe.bryogenicまたはnon-e・bryogenic

callusからプロトプラストを調整し、 2、4-D存在下において[・ethyl-3H1ThYllidineの酸

不溶画分への取り込みに対するGP57の影響を調べた。精製したGP57は効果を示さなかっ

たが、植鎖に対する抗体を含む抗GP57血清を添加すると取り込みが強く阻害された。し

かし、 GP57のポリペプチドに対する単クローン抗体は効果をしめさなかった。

2)不定槙の形成と伸長に対する影響 根を切除したニンジンの芽生えを抗GP57単クロー

ン抗体を含む検波に挿し、形成されてくる不定根の教と長さを調べたところ、影響は見出

だされなかった。 3)レクチン活性、精製したGP57にはヒト(A.B. AB. 0)、ウサギ、

ヒツジの赤血球を碩集する活性は見出だされなかった。 4)抗菌作用 土壇グラム陰性

薗(llebsiellaaerogenes)及びカビ(Cladosporiu.fulv0.)の培地にGP57を添加したが、

生長に彫響は見出だせなかった。 5)酵素活性 スベリン代謝に関係すると考えられる

peroxidaseとesteraseに闘し、各々a・inoethylcarbazol及びNAAを基質とした等電点ゲ

ルの活性染色を行ったが、活性は見出だされなかった。またGP57にはへムの殴収(400nll

〉が存在しなかった。 6)cDNAのクローニング ニンジン芽生え根の.JlNAより作製した

cDNAライブラリー(lgt11)を、抗GP57血清と、 GP57のアミノ酸配列より合成した2種

のオリゴヌクレオチドをプロープとしてスクリーニングし、部分長cDNA(!.5kbp)を有する

クローンを得た。得られたシークエンスをホモロジーサーチしたところ、既知のタンパク

質に相同性は見出だされなかった。
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lDall ポプラ培養細胞の器官形成過程で蓄積するタンパク質

一審官形成の分子指標となり得るか?ー

浅田隆之¥酒弁松山人福西伸一¥小川雅広3、角谷和男 1

( t京大・木研、 2近大・良、 3京大・食研)

組織繕養技術を催物育種に応用するためには、培養細胞〈カルス)から植物体再生を

効率良〈進めることが大きな謙題であり、犠養細胞の分化(器官形成)の進行度を検定す

る技法の開発は、この問題の解決に寄与する.植物体再生は、多段階的な細胞分化過程

(器官形成)が積み重なって達成される複雑な現象であるが、その各過程で特異的なタン

パク質の消長がある.本研究では、分化の進行した、器官形成能をもっ培養細胞が特異的

に産生あるいは蓄積するタンパク貨を器官形成の分子指標とする可能性について考察した.

ポプラ(PO盟主旦呈 豆諸旦)カルスの可溶性タンパク貨のうち、分子量 33000、等電点

6.9のタンパク質(Alータンパク質)は、継代培養積地で分裂、増殖している脱分化状態の

カルスには少量しか存在せず、再分化処理したカルスの器官形成過程で合成きれ、蓄積す

る.そこで今回、Alータンパク貨に焦点をあて、このタンパク貨に対するポリクローナル抗

体(抗 Al抗体)を作成した Al-タンパク賓が、$官形成のどの時期に特異的に蓄積し

ているのかを調べるため、再分化処理したカルスにおける Alータンパク質蓄積量の時間変

化をイムノプロット法で調べた.その結果、再分化処理後 3日目から 7日目にかけて急滋

に蓄積し、以後蓄積量はほとんど変化しないことが示された. しかし、 Aトタンパク貨は

カルスの母継物のポプラ芽、葉柄、薬のような器官には存在しなかった.さらに、高い器

官形成能をもっ雑種ポプラ (P. charkowiensi~ x E. sal主血!!.>酋条原基に、抗 Al抗体

と反応する Aトタンパク貨と同じ分子量、等電点の可溶性タンパク質が存在することを見

い出した.このタンパク質は、雑種ポプラ荷粂原基をIJルス化させると 1ヶ月後に減少し

た.抗 Al抗体と反応するタンパク質は、ユーカリやヒノキアスナロ培養細胞には存在し

なかった.これらの結果から Alータンパク質は、ポプラ培後細胞の脱分化状態から原基の

状態に分化する過程で蓄積し、原基の状態から脱分化する過程で減少するという特性をも

ち、首条や綬に分化する以前の段階の細胞に特異的に存在することが明らかとなった.従

って、 Alータンパク貨は、原基の状態の細胞が産生、蓄積するタンパク貨の一種であり、原

基がポプラ縫養細胞中に形成されているかどうかを検定する分子指練となると考えられた.
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lDa12 プロッコリーの花粉発育におけるフヱニルアラニンアンモニ

アリアーゼの関与

岸谷幸枝、 O田中喜之1、今野昇、四方図淳〈東北大・鹿、

1農水省農環研〉

雄性不陰性は多くの植物で認められる現象であるが、特に細胞質雌性不稔性は F!種子の

効率的生産にとって有益であるので育種上重視されている。しかし、そのメカニズムにつ

いては核と細胞質の相互作用〈あるいは不和合現象〉によると言われているが、未だ充分

に解明されていない.チューリップの蔚のタベータム細胞画分にフヱニルアラニンアンモ

ニアリアーゼ (PAL)が局在し、タベータム細胞のフヱニルプロパノイド生合成が花粉

の発育過程で必須である可能性が示唆されている 1」今野らは、プロッコリーの細胞質雄

性不魯 (CMS)系統を作出したが、この系統は花粉数および魯性花粉数ともにおおきく

減少するために開花時に蔚が裂開せず不胞を生じる.演者らは、この CMS系統と正常系

統を用い蔚内でのPALの発現を調べ花粉の生育過程における PALの関与を検討し、 C

MSの発現との関連について考察した.

花粉発育の初期(小胞子初期〉の蔚における PAL活性を比較したところ、 CMS系統

の蔚のPAL活性が正常系統の約3096に低下していた.蔚における PALの局在性を傷

害サツマイモPALに対する抗体を用いた免疫組織化学的方法で調べたところ、一核期頃

の正常系統の蔚では花粉がよく発遣している蔚室の内側をとりまくタベータム細胞を含む

細胞層に強い発色が観察され、一方CMS系統の約では花粉の発育のみられない蔚室のま

わりの細胞層における発色が僅かであることが明かとなった.また、 CMS系統の蔚でも

花粉が少し発育するものもあり、この蔚室の細胞層には正常系統の場合に近い発色がみら

れた。これらの結果は、 PALの発現の低下と花粉の生育とが相関することを示唆してい

る。更に、 PALの匝害剤であるAminooxyacetate(AOA)を開花前およそ10日以前の曹をも

っ花序に茎から5m門の濃度で吸収させ、咲いた花の花粉を調べたところ花粉数が約2096減

少するとともに不砲花粉の割合が著しく増大し、 CMSの場合に匹敵する割合であった。

以上の結果から、小胞子形成後の花粉の成熟過程にはタベータム細胞でPALが発現ず

ることが不可欠であることを強く示唆しており、 CMS発現を制御する核支配の要因の一

つである可能性が考えられた。

!>L.Beerhues et al.(1989)J.Plant Physiol.133，743・746
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lEaOl キクイモ塊茎組織のカルス形成過程での細胞腹タンパク貨の変

化

長谷 昭，吉田静夫 1 (北海道教育大・函館・生物北海道大

.低温研)

キクイモ塊茎の柔組織は，植物ホルモンとしてはオーキシンのみで同調的にカルス化さ

せることが可能である.オーキシンがどのようなメカニズムでカルス誘導するかに関して

は，ごの材料でも古くから多くの研究が行われてきたが，オーキシン作用の第一のターゲ

ットと考えられる細胞厳については，めだった成果がない.そこで本研究では，第一段階

として培養組織から高純度の細胞践を単厳し，カルス形成初期過程での麟タンパク質組成

の変化を調べた.

[材料と方法】北海道大学術内より採集したキクイモ(Helianthu! tuber旦呈旦!L. )縫茎の

柔組織から切り出したディスクを， 0.1又は1・g!l2，4-D添加のMS寒天培地上で26・C・暗
所で所定時間繕援し，分画遠心と水性二相分配法で細胞膜を単障した.タンパク質組成は，

Lae..li法による一次元(1-D )及びA・es& Nikaido法の変法による二次元(2-D)のポリア
クリルアミド電気泳動(PAGE)による展開後，改良銀染色法によって解析した.糖タンパ

ク質組成は.泳動後ニトロセルロース践に転写しFITC-ConAによる蛍光染色によって調べた.

2，4・Dなしで同様に格養した組織より単厳した細胞臓をコントロールとした.

【結果}矯養組織から.纏茎組織と同様に高いvanadate-sensitiveATPase比活性を持つ高

純度の細胞践を単厳することができた.タンパク質組成を調べたところ， 1-D PAGEでは約

70本のバンドが検出され，そのうち約20*がカルス化に伴う変化を示したが，大部分はコ

ントロールでも同様の変化があり.カルス化に特異的と思われるのは，培養開始後一白自

に急増する 21kDaのバンドと 3日自にかげで増加する 10kDa前後のバンドのみであった. 2-

D PAGEでは220-230スポットとテーリングする 2M~前後のバンドが検出されたが.カルス

化に特異的な変化を示したのは，上記21kDaポリペプチド (pI5.8)以外では， 34kDa. pI 

6.4のスポットのみであり，これは21kDaポリペプチドと問機の変化を示した.糖タンパク

貨は， l-D PAGEで10:本前後， 2-DPAGEでは，スポットとして20個以上及び90kDa以上のテー

リングするバンド数本が検出できたが，カルス化に特異的と忠われるような変化は確認で

きなかった.現在，細胞鰻タンパク貨の合成レベルでの変化を調べているので，合わせて

報告したい.
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lEa02 小胞体と原形質膜に存在するオーキシン結合タンパク質の

比較

下村 正二 (阪大・産研)

トウモロコシ子葉鞘の細胞膜画分より単離精製した分子量 21kDaのオーキシン結合タ

ンパク質 (ABP)(1)は，小胞体の内腔に留まるためのシグナル配列をもっぱ}。実際，細胞

膜をショ糖密度勾配遠心法で分画すると. ABPは小胞体画分に認められる (3)。一方. ABP 

の植物界における普遍性を検討するために，タノくコ葉について調べたところ.タノ〈コ葉で

は原形質膜画分に認められた。タバコ ABPは分子量 22kDaであり. トウモロコシ ABPと

は免疫化学的に同ーであった。またタバコ葉細胞をプロトプラストにすると. ABP量が減

少することから，タバコ葉細胞では ABPは細胞壁に面する原形質膜に局在していると考

えられる。次に， トウモロコシ子葉鞘抽出液中の可溶画分を抗体法を用いて検討したとこ

ろ. 21kDa ABPは可溶画分にも存在することが明らかになった。この可溶画分の ABPも

糖タンパク質であることから，元々細胞膜由来のものと考えられる。膜画分と可溶画分に

おげゐ存仕比はトゥモロコン弁生えω自主ι依存し ιおり，発芽争Ijj婦では燥画分に多いが，

数日後その比は逆転して可溶画分が多くなる。このことから，タバコと同じくトウモロコ

シにおいても.ABPは原形質膜で機能するオーキシン受容体と思われる。トウモロコシで

は ABPは膜に弱く結合しており，細胞破砕時に膜から遊離することにより可溶画分に認

められるようになったのであろう。小胞体に見られる ABPは原形質膜 ABPの前駆体とし

て合成され，齢の進行と供に原形質膜に移行すると思われる。タバコでは小胞体画分に A

BPは見られない。このことから，タバコ ABPでは小胞体局在化シグナルが欠失Lている

可能性が考えられる。これを明らかにするために，現在，このタンパク質をコードするタ

バコのcDNAとシロイヌナズナの遺伝子を単離しており.一次情造上の比較を行っている。

(1) Shi皿omura.S.. Sotobayashi. T.. Futai. 1. 品Fukui.T. (1986) J. Biochem. 99. 

1513. 

(2) Inohara. N.. Shi皿omura.S.. Fukui. T. & Futai. 1. (1989) Proc. Natl. Acad. 

Sci. USA 86. 3564. 

(3) Shi皿omura.S.. Inohara. N.. Fukui. T. & Futai. 1. (1988) Planta 175. 558. 
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lEa03 光屈性刺激による内生オーキシン(1 A A) の横移動

飯野盛和J(都立大・理・生物)

Went (1928) は、アベナ子葉鞘の光屈性がその先端で合成されている成長促進物質

の横移動によって起こることを示した。この物質はオーキシンと命名され、現在、 indole

-3-acet ic acid ( 1 A A)がその唯一の化学的本体であると考えられている。光屈性がオ

ーキシンの横移動によるという考えは、以来、支持されたり、批判されたり、好余曲折の

研究史をたどってきた。 Wen t説の最大の弱みは、オーキシンの横勾配が IAAの機器分

析による定量で示されていないことにあるといえる。また、 IAAの勾配が屈曲反応に先

だって起こることも、証明されなければならない課題である。本研究では、 トウモロコシ

の子葉鞠を用いて、 これらの問題の検証を行った。

【方法】材料として、赤色光下で 3日間育てたトウモロコシの芽生えを用いた(赤色光

を用いる理由に関しては、 lino& Briggs， 1984， Plant Cell Environ. 7， 97-104を参

照)。光屈性は、 8秒(2. 7μmoJ.m-2) の音色光を一側面から照射して誘導した。これに

よって、いわゆる一次正屈幽のピークに相当する反応が誘導される (Iino， 1987， Planta 

171. 110-129) 0 1 AAの抽出・定量は、 IAAの誘導体である indolo-α ーpyrone の蛍

光測定を最終的な定量法とする方法 (Iino& Carr， 1982， Plant Physiol. 69， 950-956) 

をさらに改良して用いた。

【結果・考察】主な研究結果は、次の通りであった。(1 )子葉鞘の亜先端部(先端か

ら2-7mm)を照射側と彫側で 2分割した組織で、 1 A A含量の勾配が測定された。こ

の勾配は青色光照射から約 10分で出始め、 30 -4 0分で最大(照射側:影側出 2) 

に達した。なお、この勾配は IAAの総合量の変化を伴わずに起こった。 (2 )同じ亜先

端部における屈曲は約 30分で開始し、 40 - 7 0分で最大の速度を示した。 したがって、

IAA横勾配の誘導は屈曲反応に充分に先行して起こることが明らかである。(3 )切り

出した子葉鞘先端部(3 m m)の下部切口の照射側と影個IJから得られる拡散型の IAAに

同様の勾配が測定された。また、両側から得られる IAAの総量は、光屈性刺激を行わな

か った対照とほぼ同じであった。これらの結果は、屈曲部位における IAAの横勾配が、

子葉鞘先端組織における 1A Aの横移動によって起こることを物語っている。
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lEa04 薬組縫における IAAの細胞内陸在について

Q大宮あげみ、林 建樹、垣内典夫〈痩水省果樹試〉

オーキシンが植物の生長、 4寺:こ細胞鐙の{申展や蛋自の合成等:こ重要な役割 Jを果たして

いる事は良〈知られているが、その作用後構lこ関しでは未だ明らかにされていない.ホル

モンの細胞内極在:こ関する知見は、 その生理作用を知る上で非常:こ重要な情報を与えるこ

とが期待される. しかし、 これまで植物ホルモンではサイトカイニンとアプシジン散につ

いて 2、 3の報告があるのみで、オーキシンに関しては未だ報告がない.そこで今回は、

免疫細胞化学的手法を用い、薬組織におけるインドー)J.，・ 3・酢酸(1 A A)の細胞内局在

を解析した.

IAAのインドール環のイミノ基:こマンニッヒ反応により bovineserum albumin老結

合させ、これを抗原としてボリクローナル抗体を作製した.この抗体を 1次抗体に用い、

金コロイド法により IAAの細胞内極在を調べた.試料はモモ〈白鳳〉の展薬及び来展3震

を用い、葉肉細胞の核、細胞質、色素体、及び細胞壁における金コロイドの密度の差を比

較した.

得られた抗体と IAAの前駆体、代謝産物、及び情造頬似体との交差反応を調べた結

果、合成オーキシンであるナフチル酢酸のみが高い交差反応性を示し、それ以外の化合物

の交差反応性は径めて低かった.また、 1次抗体を除いた対称染色において金コロイドは

切片上にほとんど認められなかった. したがって、免疫染色において組織内に認められた

金コロイドは 1AA:こ特異的に結合しているものと考えられた.金コロイド法、来展糞の

葉肉細胞では、阪胞とフリースペースを除く細胞全体、すなわち核、細胞質、色素体、細

胞壁:こ広く分布していた.展葉においても核、細胞質、締胞壁は未廃棄よりやや密度は低

かったが同様にラベ)1-された.最も顕著だったのは展葉における色素休への金コロイドの

集積で、単位面積当たりの金コロイドの数が未展棄の約 2倍の1直を示した.また、廃棄の

傾枚組織及び海綿状組織の葉肉細胞における金コロイドの密度は、色素体、細胞壁ではほ

ぼ伺様の 1直を示したが、核、~胞質では、 t毎線状組織の方が有意に高かった。

以上の結果から 1A A :;t細胞の種々の部位:こ存在し、 3震が成熟するにしたがってその

分布械式が変化することが明らかになった。
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lEa05 エンドウ芽生えの成長に対する水ストレスの影響

宮本健助・上回純一-桃谷好英(大阪府大・総合科学)

神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

高等植物の芽生えに水ストレスを与えると、茎成長速度は低下し、茎伸長部域の細胞

の浸透ポテンシャルは低下する。私たちは、エンドウ芽生えを用いて、水ストレスによる

浸透調節機織について研究を行ってきた。その結果、水ストレスによる浸透ポテンシャル

の低下は、主として可溶性穂濃度の上昇に基づいていることを明らかにした。さらに、水

ストレスは、伸長部域において細胞壁量の増加やエネルギ一代謝を抑えることにより、浸

透物質としての可溶性織の蓄積を促進することを示した。しかし、水ストレスがどの様に

して茎成長を抑制するのかは、まだ明かにされていない。そこで、細胞の吸水成長を主と

して規定していると考えられるパラメー夕、すなわち細胞の実効の吸水力である細胞内外

の浸透漫度差、細胞壁力学的性質、そして細胞盛合成に対する水ストレスの影響を検討し

た.

5日間暗所、 250Cで生育させた質化エンドウ芽生えの頂端鈎状都から下 Oーラ M の

ところに昼で印を付け、これを水あるいはマニトール溶液で、時所、 250Cで生育させた.

一定時間後、昼で印をつけた伸長部域を切り出し、長さを測定した後、凍結あるいはメタ

ノール固定した.凍結切片から遠心分艇によって細胞液を採り浸透濃度を測定した。細胞

壁の力学的性質は引っ張り試験線で測定し、応力緩和法で解析した。細胞壁は、ペクチン、

ヘミセルロースおよびセルロース画分にわけ、各分画中の多事書類量を定量した。

茎伸長都域の細胞浸透濃度は、水対照では成長期間中に緩やかに低下した。一方、マ

ニトール処理によって浸透濃度は上昇し、細胞の実効の吸水力である細胞浸透濃度とマニ

トール濃度の差は、水対照を上回った.しかし、成長速度はマニトール処理によって低下

したままであった.この事実は、水ストレスによる成長阻害が吸水力の低下によるもので

はないことを示している.また、細胞壁のゆるみを表すパラメータの一つ、最小緩和時聞

は水ストレスによって最多響きれなかった。ところが、成長に伴う細胞壁多梼類の噌加を水

ストレスは抑制した。この仰制jはペクチン分菌、ヘミセルロース分画に比ベセルロース分

画で特に顕著であった。

以上の結果から、水ストレスは細胞壁多糠類、特にセルロース多稼類の合成に影響す

ることによって、成長を抑制することが示唆された。
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lEa06 オートムキ幼薬鞘切片の成長に対するジャスミン畿の組審作用

上回純一、宮本健助、青木美也子、桃谷好英(大阪府大、総合

科学)、神阪盛一郎{大阪市大、理)

ジャスミン酸およびその関連化合物は植物界に広〈分布しており、サイトカイニンお

よびジベレリンと相互作用を示しながら、比較的低漉度で緑葉の質変、細胞増殖や肥大の

阻害、芽生えの生長阻害等の多面的な生理活性を示すことが知られている。 しかしながら、

ジャスミン畿とオーキシンとの相E作用については一致した見解が示されていなかった.

演者らはこの点について、 オートムギ幼薬鞠切片の伸長成長における両化合物の相互作用

を検討し、ジャスミン酸がオーキシンの誘導成長を阻害することを明らかにした.そこで、

本研究では、成長の種々のパラメーターに対するジャスミン酸の彫響を調べ、 ジャスミン

畿の成長阻害作用について検討した。

ジャスミン酸は 1P円以上の濃度でオーキシン(インドールー3ー酢酸)で誘導された
オートムギ幼薬鞘切片の成長を不競争的に阻害した。ジャスミン酸をオーキシンと問時に

与えた湯合、約 2時間の潜在期の後にその阻害効果が現れた。 しかしながら、 これらの添

加時聞を変えた実験結果から、この滞在期はジャスミン酸の細胞内への取り込みの遅れに

よるものではないことが示された。細胞の伸長成長に関係する種々のパラメータ一、すな

わち細胞の浸透漫度、細胞壁の力学的佐賀、および細胞壁多梼に対するジャスミン酸の彫

響を調べた。細胞壁の力学的性質に対する影響は、引っ張り試験機を用い、応力緩和法に

よって解析した。その結果、 シャスミン酸はオーキシンによって引き起こされる浸透漫度

の低下を抑制したが、全浸透物質量には影響しなかった。従って、ジャスミン酸による細

胞の浸透濃度の低下の抑制は、成長抑制の結果であることが示された。オーキシンは細胞

壁のゆるみ、すなわち最小緩和時間(To)の低下を引き起こしたが、 ジャスミン厳はオー

キシン の存在の有無に関わらず、この値には影響しなかった。セルロース、非セルロース

多糖類量は成長実験期間中に増加したが、 ジャスミン厳はオーキシンの有無に関わらず、

これらの増加を阻害した。一方、 この様なジャスミン酸によるオーキシン誘導成長の阻害

はショ糖の添加により部分的に回復することが明かとなった。

以上の結果から、 シャスミン駿は少なくともオートムギ幼薬鞠切片の細胞壁の合成と

分解にかかわる糖の代謝系に影響を及ぼし、オーキシン誘導成長を阻害することが示唆さ

れた。現在、 この点を明らかにするために、細胞墜多糖類の組成、細胞壁合成基質として

重要なじ DPークルコース含量に対するジャスミン般の影響を検討中である。
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lEa07 オートムギ幼糞鞘並びにアズキ上駐車曲のオーキシン誘導伸長と

キシログルカン分解

保車事陵事、構図芳雄、曽綬良昭 1 、三崎 旭 1 (大阪市大・理

・生物、 1 大阪市大・生活科学)

オーキシンは、様々な細胞型車多事書類の分解を促して細胞壁のゆるみを引き起こし、植

物の伸長成長を促進すると考えられている.単子葉イネ科植物と双子葉植物とでは、細胞

壁マトリックス構造に遣いがあり 、オーキシンによって分解が促進される多事書類の種類も

異なっている.しかし、キシログルカンは、両方の植物のマトリ、yクス構成成分であり、

オーキシンによる分解の促進も両積物で認められるので、これが両者に共通したオーキシ

ン誘導伸長の原因となっている可能性がある.我々は、細胞壁多申書類を特異的に認識する

抗体やレクチンを用いて、オーキシンによる伸長促進のしくみを調べてきた.本研究では、

両植物におけるオーキシン誘導伸長とキシログルカン分解との因果関係を確かめるため、

3種のキシログルカンオリゴ穂認識抗体を調製し、オートムギ幼業報並びにアズキ上匪馳

切片のオーキシン誘導伸長、細胞壁のゆるみ、キシログルカン分解に対する影響を調べた。

合成したキシログルカン 2申書(XyllGlcdおよびタマリンド種子より抽出、精製した

同7穂 (Xy13Glc4)、 8槍 (GallXyhGlc4)を BSAと結合させて抗原とし、ポリクロナ

ール抗体を得た.間接蛍光抗体法により、 3種の抗体のどれもがオートムギ幼棄鯖並ぴに

アズキ上魅輔の細胞墜に結合することが確かめられた. 3種の抗体のいずれも、 オートム

ギ幼業締切片のオーキシン誘導伸長および細胞壁のゆるみ(最小緩和時聞の減少、緩和速

度の低下)には影響しなかった. これに対し、 7穂および 8繍抗体は、アズキ上峰輪切片

のオーキシン誘導伸長並びに細胞獲のゆるみを強く抑制した.また、オートムギ幼業繍細

胞壁のへミセルロース A分画に含まれるキシログルカンの平均分子量は、オーキシン処浬

により低下したが、 3種の抗体、特に 7織抗体は、その低下を阻容した. アズキ上脹軸細

胞壁ヘミセルロース 11分画に含まれるキシログルカンのオーキシンによる低分子化も、

7鎗および 8線銑休によって陣容された.

オートムギ幼葉繍切片では、オーキシンによるキシログルカンの低分子化がキ シログ

ルカン認韻抗体によって匝容されたにもかかわらず、細胞壁のゆるみや伸長には影響がな

いことから、キシログルカンの分解は必ずしもオーキシン誘導伸長の原因とはなっていな

いと考えられる。これに対して、アズキ上怪軸では、両者の間の因果関係が支持された e
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lEa08 イネの成長と細胞壁フェルラ酸

神阪盛一郎、三並千佳、保尊隆事、相田芳雄 (大阪市立大 ・

理・生物)

細胞壁中のマトリックス多糠にエステル結合しているフェルラ酸 (FA)がペルオキシダ

ーゼによって酸化的カップリング反応を受けてジフェルラ酸 (DFA)になり、そのためにマト

リックス多穂分子聞に架橋が構築されて細胞壁の伸展性が低下するという、いわゆる DFA仮

説が提出されている (Fry1979).この仮説の妥当性をオートムギ幼業締を用いて検証した

ところ、細胞壁の力学的性質と細胞壁中のDFAとの聞には高い量的な相聞があることが明ら

かにされた (Kaaisakaet al. 1990)。

イネ幼業側の伸長成長は水中で速く、気中では遅い。 また、水中で通気培養するとそ

の成長は著しく抑制1/;される.水中型イネ幼業絡の細胞壁の伸展牲は気中型にくらべると大

きい. FAとDFAがイネの細胞獲に存在していることが知られている (Shibuya1984). これら

の事実から、水中型と気中型イネの幼業衡の成長能力の差は細胞盤中のDFA.tの差によって

いる、とヨ与えることができる. この点を検討するのが本研究の目的である.

イネ (Oryzasativa 1. cv. Sasanishiki)の発芽種子を暗所で培養した.水中犠養は深

さ8c圃の蒸留水を満たした容器内で行った。水中通気鳩養はこの容器にポンプで空気を通気

することによって行った。気中培養は水面上にはった網の上に発芽種子を植えることによ

って行った。

細胞費量多様に結合している DFAの量は幼業絡が成長するにしたがって増加した.気中型

にくらべると、水中型イネ幼葉輔ではマトリ、yクス多繍あたりのDFA量は少なかった.水中

指養でも通気すると DFA含量が増加した.一方、 FA量に関しては、三つの培養条件で大きな

差は認められなかった.細胞壁の伸展性と DFAとの量的関係を検討したところ、二つのパラ

メーター聞には高い負の相聞があることが分かった.これらの実験結果は、水中型イネ幼

葉車両の速い成長は、水中でのDFA合成抑制によっていることを示唆している.

Fry. S. C. P1anta. 146. 343 (1979). 

Ka咽isaka. S.. S. Takeda. K. Takahashi and K. Shibata. Physiol. P1ant.. in press 

(1989). 

Shibuya. N. Phytoche圃.. 23. 2233 (1984). 
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lEa09 伸長生長と細胞墜における陽イオン交換

水野暁子、加藤 潔 I (日本福祉大学・女子短大、 1名大・理)

道管潅流法を用いて、ミトリササゲ下降翰の道管溢出液の pHを測定した。 pH fl直の

異なる数種の溶液を漕流した際、溢出漉の pHは、いずれも 6付近に収鍛した.この過程

は無酸素条件下でも進行し、 また、メタノールで前処理した軸片や電子レンジで加熱した

m 軸片においても観察された.従って、 pHの収鍛は呼吸に依存した過程(例えば、起電性

ポンプによる道管液 pHの調節}ではなく、木部細胞壁におげる物理化学的な反応である。

これは、細胞壁の多糖類が行う陽イオン交換反応による緩衝作用であると考えられる。

高温度のカリウムイオンやカルシウムイオンは、プロトンを細胞壁から引き厳すこと

ができる.逆に、イオンクロマトグラフィーを用いた測定より、潅流穫の pHが低〈なる

につれて、道管溢出漉のカリウムやカルシウムなどの陽イオンの温度が高くなることが判

った。これは、高浪度のプロトンが細胞壁と結合した陽イオンと置換するためといえる。

細胞壁がプロトンを吸着するcapacityは、他の材料で測定された細胞壁での陽イオン交換

のcapacityに近い.以上の実取結果は、木部細胞壁において、プロトンと他の陽イオンと

の交換反応が起こっていることを実証するものである。

細胞墜におけるプロトン/陽イオン交換反応のため、細胞壁アポプラストの pH緩衝

能が高まり、アポプラストの pHは一定値が保たれることになる。その生理的意義は、一

つには細胞墜アポプラストと細胞内との聞に生ずるproton・otiveforceの濃度に依存す
る項を安定化させることにあろう。それによって、道管から柔組織シンプラストへの溶質

や水の繍送は、より細胞際電位差によって調節され易くなる。もう一つは、酸生長説に関

わる問題である.酸生長説に対する批判の主なものは、オーキシンによる伸長生長促進に

組織外液の酸性化が必ずしも伴わないことを諭拠としている. しかしそれは、細胞壁の緩

衝作用によって、プロトンポンプの活動を細胞外液の pHから検知することを困鍵にして

いるためであろう.ぞれは別の面から視れば、細胞壁の弛緩に必要なプロトンが細胞壁ア

ポプラスト内で豊富に保持されているということであり、細胞壁の駿伸長をより促進する

ことになる。ポンプによって放出されたプロトンが働〈場としての細胞壁アポプラストに

i主目したい。
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lEal0 プレヅシャープロープと導管圧ジャンプ法による生長解析

(1) 1 AAの効果(I1)

中編清、加蔭 潔、岡本 尚 (名大・理・生物}

植物の軸性器官の定常的な伸長生長は +安=吾(P'-Y) (1)、+ま=し(l17t-pi)(2) 
(V;器官の体積、 φ;細胞壁の展性、 pl 細胞内圧、 Y'細胞壁の実効降伏圧、 L;相対

的水透過性、ム π:細胞内外の浸透圧の差) の連立方程式で記述される。伸長生長の調節

機構を明らかにするためには、種々の粂件下での各パラメーターの値とその変化の様子を

知る必要がある。(1)式を plで偏微分することにより φを求めることができるが、当研究

室で開発された導管圧ジャンプ法*は様々な実験操作に伴う φと有効膨圧 (Pl_y')

の変化を経時的に測定することを可能にした。よってプレッシャープロープと組み合わせ

るごとにより、 φ、 ( P I _ Y・)、 P¥Y'の値を経時的に求めることができる.

今回はIAAによる伸長促進効果について解析を行った。ミトリササゲ下底納の伸長域切

片に 10-4MIAA溶液を導管濯流により与えると 10-15分後から伸長速度が地大しはじめ、

30分ほどで効果は最大に遣し、濯流前と比べ 6倍程になった(35μ 圃/h/l5..seg圃ent→

240μ 圃/h/l5a圃 segment)。この時、従来の報告と同様、導管圧ジャンプ法でも φが 2倍

程度大きくなっていた (0.09MPa-1'h-1 → 0.19 MPa-l'h-l)が、これだけでは伸長速度

の増加を説明できない。この時、有効膨圧(P I _ Y')は約 3倍に地大していた(30KPa 

→ 9 OKPa )が、プレ、ソシャープロープによる直接測定では、 plはほとんど変化しないか、

僅かに減少する場合がみられた。よって Y'が低下していると考えられる.

以上の結果をまとめると、 IAAが伸長を促進する時、細胞壁の展性を大きくする効果だ

けでなく 、細胞壁の実効降伏圧 (y')を、低下させる効果が重要であると考えられる。

* Plant Cell Physiol. 30， 979-985 (1989) 
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Physio1ogica1 
Determined by 

Effects of Anoxia and IAA on the 
Yie1d Thresho1d of the Ce11 Wa11 
a Negative Pressure Jump Method 

lEal1 

Okamoto， H・a
Bio1.Inst. ，"" 
Univ. 

We deve10ped a pressure jump method (Okamoto et a1. 1989) to 
determine.the geometric form of the mechanica1 growth equation: 
v =φ(P J.. _ Y)，ヱ(v，re1ative growth rate;φ ， physiologica1 wa11 
extensibi1ity; p....， intra-cel1ular pressure; Y， yie1d thresho1d of 
the wa11) and to estab1ish in combination with the determination 
of P"" by the pressure probe technique (Nakahori et a1. 1989) the 
concrete form of Katou's，growth diagram (Katou & Furumoto， 1986). 

i Extrapo1ation of the P"" - v re1ations thus obtained in 主主.&n金
hypocotyl segment gave a steeper gradignt(φ) and an apparent Y 
va1ue quite c10se to the turgor pJ... This time， We have 
deve10ped a negative pressure jump method direct1y to determine 
Y instead of the extrapo1ation of the positive jump resu1ts. In 
the absence of IAA， the Y va1ue where growth rate became nul1 by 
the app1ied tension (around 30 KPa)from the drain of the xy1em 
perfusion system was quite c10se to that expected from the 
extrapo1ation. App1ication of lAA by the xy1em perfusion (10ー宅M)
or by the aeroso1 method decreased Y drastica11y by 50-80 KPa， 
resu1ted in the increase in v by sev~ra1 times in cooperation 
with the increase in φChange in P ~ determined by the intra-
ce11u1ar pressure probe during the application of IAA was almost 
nu1l in average (Nakahori et a1. this meeting). Inhibition of the 
respiration by anoxia did n9t change Y ， if we took into 
consideration the decrease in P~ by 40 KPa due to anoxia. 

Katou 
Nagoya 

C. Miwa1， K. Nakahori， K. 
lnstr. Dev. C.， Fac. Sci， 
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lEa12 浸透ストレス下における駐車自の生長調節

一-absorbable solutesと IAAの効果 ( 2 ) 

111 強、 加厳潔、 岡本尚 (名大、埋、生物)

The e1ongation growth of p1ant stem can be expressed by Lockhart' s sillu1 taneous 

equations*， in which the re1ati ve rate of e1ongation is shown to be controlled by 
the physiological extensibi1ity of ce11 wa11 (φ)， ce11 turgor pressure (Pi)， yie1d 
thresho1d of cell wall (Y)， re1ative hydraulic conductance (L)， and the difference 
in osmotic concentration between the symp1ast cells and the apop1ast cana1 water 

source (A π). L is usua11y thought to be 1arge enough not to impede the entry of 

water into the growing tissues. The changes in the growth rate are lIain1y caused by 

the changes in one or more of four parameters (φ ， pi， Y or A π). The changes in 
the extensibility of ce1l wa11 (φ) and the effective turgor (P1_Y' ) of an excised 

segment of Vigna hypocoty1， when subjected to osmotic stress (100 OSllol) in the ab-
sence or presence of absorbab1e solutes (15 mM KC1 and 30 mM sucrose)， were exa・ined
by means of the xylem perfusion and the pressure jUllp method. Then the changes in 

A πwere theoretica1ly estimated with Katou's diagram. 

The e1ongation segllents stopped growing and immediate1y shrank when subjected to 

osmotic stress， but the resumption of the e1ongation growth occurred within about 
30-50 min. Under the osmotic stress in the absence of absorbab1e solutes，φof a 
segment was found to increase significant1y after the recovery .of the growth. In the 

presence of absorbab1e solutes， the recovery of the growth was promoted (i.e. ear1y 
recovery and high growth rate). In this case， an increase in φis  not so sig-
nificant but that in (Pi_y' ). When the stress was applied together with lAA， the 
recovery of the growth occurred within 15 min and 'both φand (pi_y' ) sig-

nificant1y increased， irrespective of the presence or absence of absorbab1e solutes. 
When lAA was applied at the beginning of perfusion， the retarding effect of oSllotic 
stress for growth was decreased， and a high rate of the growth was a1so・aintained
under the osmotic stress in the presence of the absorbable solutes. Such effects of 

absorbab1e solutes and lAA on osmotic response suggest that not on1y the yie1ding of 

the cell wall， but a1so the rapid， coupled absorption of solutes and water con-
tributes to the recovery of the e1ongation growth， and that the absorption of 
solutes was promoted under the osmotic stress and in the presence of lAA. We inter-

preted these results in the 1ight. of the theory of two-proton pumps and the cana1 

theory of active water absorption. 

* Lockhart's simultaneous equations: 

1/ 1.dl/dt =φ(Pi_y' ) 

1/1. dl/dt = L (ム π_pi) 

-lO7-

for pi > Y' (1) 
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lFaOl イネ突然変異練の電子伝達系

寺尾富夫，加藤 栄島水省・生物研東大・理・植物)

光合成が効率よく進行するためには、系 Iと系Eの光化学系にバランスよく光が吸収さ

れることが必要である。系 Iと系Eにはそれぞれ特有の集光性クロロフィル a/b蛋白複合

体(LHC-1とLHC-H )が存在しているが、そのうちLHC-Hには、全クロロフィルの約5師、全

クロロフィル hの90%以上が結合している。このためイネのクロロフィル h突然変異練では、

LHC-Hが欠損または減少しており、糸 Iに比べて系 Eの集光機能が相対的に低下している。

しかし正常に光合成を行ない、生長し結実することから、これらの変異様ではなんらかの

仕組みで 2つの光化学系に吸収される光量のバランスが保たれていると考えられる。この

仕組みを調べるため、本研究では、クロロフィル h含量の異なる 3種類のイネ変異練につ

いて、系 Iと系 Eの量比，および電子伝達活性を調べた。

イネ良林8号とその突然変異練chlorina2 (Chl Q含量 0)，chlorina 11 (Chl ~/Q比

= 10)， chlorina 14 (Chl ~/Q比= 15)について系 Iと系 Eの反応中心および電子伝達成分

を定量した. 1，000クロロフィル当りの系 I反応中心クロロフィル P700量は、正常株で

2.25であり、 chlorina2， 11. 14でそれぞれ82%，23%， 36活増えていた。ビタミンK1:Jtはい

ずれもP700の約2倍含まれていた.系Eの反応中心量は、 QA，Mn，フエオフイチンおよび

除草剤結合量を劃定して求めた。正常練では1，000クロロフィル当り約2.8で、系 Iの1.2

5俗であった.chlorina 2とはでは正常椋の 3倍近く増え、 chlorina11では2.5倍に増

加しており、このため系 H/系 Iの比は2.0またはそれ以上の値を示した。これはLHC-Hの

減少にともなう系 Eの集光機能の低下を、系E反応中心を増加させることで、少なくとも

部分的に補償していることを示唆する. chlorina 2よりもchlorina11. 14の方が高い系 I

/系E比を示したが、これはchlorina2ではLHC-1が全く欠損したのに対し、他の2つの

変異練ではかなりのLHC-1 tJS合成されており、光二Eネルギー吸収のアンバランスが大きい

ためと考えられる.プラストキノンとチトクローム f量も変異練で増加していたが、増加

の割合はむしろ系 Iのそれに近かった.さらに光強度を変えて系 1，系 Eおよび系 1+系

Eの健子伝達活性を測定した。その結果を上記の成分の量的変化を考慮にいれながら考察

する。
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lFa02 ゼンマイ胞子の発芽時における光合成の誘導

井上 弘、田村典明(富山大 ・理・生物)

シダ植物の一種であるゼンマイ(坐型.!!.!!a l!巴旦注~)の胞子は緑色であり、その中心

部に葉縁体を持っている 。この緑色胞子の光合成活性は、吸水直後においては、非常に僅

かであるが、培養時間の経過とともに、機大してくる.この緑色胞子における活性誘導現

象は被子植物の黄化棄の緑化過程や暗所で育てたトウヒの緑色芽生えの光活性化過程とは

別の情報を提供できる可能性があると思われる。今回は、この胞子発芽時の光合成活性発

現の基礎的な現象論について報告する 。

光合成活性の測定:印刷の乾燥胞子を、 0.5圃|のbufferに懸濁し、 1.5%のC02.を含

む25聞lのパイアル中に入れ、 25-c、 75rp闘で旋回したときの、 C02，濃度のt曽減をガスク

ロマトグラフを用いて、測定した。 クロロフィルの蛍光強度変化の測定:一層になる

ように胞子を沈ませて、底面から励起・測光した o (光強度はいずれも孟 8W/m2. ) 

[結果]胞子を明所に置いた場合、吸水直後には、 C02.の放出が認められ、 2~3

時間後には、見鍋上 C02.濃度の変化がなくなり、それ以後は、徐々に C02.吸収速度が

増大していく o 6時間後、 20時間後、 2日後には、それぞれ、およそ、 6、 14、20 

)llllol C01/圃9Ch 1. hの光合成活性を示した。一方、呼吸は、吸水直後から十分に高い活性

( 3 ~ 4 Jl冊。1C01/圃9Chl.h)を示す .吸水直後の胞子は、 さ玉 1)l聞01COz /問 Chl.hの光

合成活性を持っていると推定された.吸水直後から 6時間、気相を嫌気的にした場合には

光合成活性が殆ど認められないこと等から、吸水後の光合成活性の誘導には呼吸作用の結

果 (ATP?)が重要な役割を果たしていると言える.

蛋白質合成阻害剤の最多響:吸水直後から、シクロヘキシミド (100)l9/圃1)を添加して 2

日間処理しても、光合成活性誘導には影響がなく、 4日間処理するとヲ 0%の低下を示し

た.これらの時期において、発芽は完全に阻害されていた。一方、吸水直後にクロラムフ

ェニコール(C P、2OOJlg /町1)を添加すると、明中においても、 C02.放出のみが見られ

光合成は殆ど誘導されてこない.吸水後 6時間培養した胞子の光合成は、 CP添加 2時間

後には 90%阻害されるが、吸水後 3日以降の細胞では、一定(約 5与%)の阻害率を示

す。この胞子では、比較的弱光下でも、 DI 蛋白は非常に速く分解していると推察でき去、
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lFa03 クロマツ子葉の光化学系 H復合体への光に依存したMnの組込

み

篠原健司、小野高明ヘ井上頼直， (農水省・森林総研、 1理研・

太陽光科学)

暗所で生育したクロマツ(Pinusthunbergi i)の芽生えは、被子植物と異なり、質化せ

ず、クロロフィルを持ち、葉緑体内にチラコイド膜の発達がみられる.しかし、この葉緑

体は酸素発生(水分解)能を持たない.山本らは、この系で光合成に関連した遺伝子群

(旦主，虫fS.些三L.巴主A)が光条件にかかわらず発現していることを既に報告している.また、

酸化還元差スペクトルの測定、電気泳動、プロテインシーケンサーによるアミノ末端の解

析などにより、そのチラコイド膜の構成タンパク質を調べると、暗所でも光合成の機能単

位に必要な多くのタンパク質が形成されている(篠原・村上・藤田、昨年度林学会) . 

賭所で発達したクロマツ子葉の葉緑体はなぜ酸素発生能を持たないのか.この問題を

解決するため、酸素発生能を持つ光化学系 H複合体を調製し、その生化学的特性を調べた.

材料には、 25旬、明(18.5μE/m2!sec')暗両条件下で成育させたクロマツの子葉(播種後3

週間目)及び暗所で成育させたのち1時間明所へ移動させたものを用いた.これまで、木

本植物から高い駿素発生能を持つ光化学系 11複合体を調製することは困鍵とされていたが、

Triton X-I00を用いてチラコイド膜を可溶化することにより、明所の子葉から酸素発生能

の極めて高い標品(593ρ皿ole02!mg Chl/hr)を調製した.チラコイド膜からのクロロフィ

ルあたりの収量も約35%と高く、クロロフィルa/b比は2.1であった.暗所から明所へ移し

たもの及び暗所のものから得た標品はそれぞれ465及びoJ1mole O2/皿gChl/hrであった.

また、 DCHU存在下の熱発光の測定により、れしーのrecombinationから生じる各標品のシグ

ナルサイズは酸素発生能の大きさどほぼ一致していた.さらに、原子吸光により、酸素発

生系のセンターで重要な役割を果たす二価金属イオン (Hn.Ca)を定量すると、明所の標品

には、 400クロロフィルあたり約9原子のHn及び約2原子のCaが存在していた.一方、暗所

の標品にはCaは既に存在するが、 Mnは全く検出できない.緒所から明所へ移すことにより、

始めてHnが光化学系 11の反応中心に組み込まれることから、この反応には光が必須であり、

暗所で生育させた子葉の葉緑体はこのHnを欠くために酸素発生能を持たない可能性が示唆

された.今後は、それぞれの光化学系 11標品の構成タンパク質を分析し、チラコイド膜構

築の分子機構に関する新たな知見を得たいと考えている.

-110一



lFa04 光合成酸素発生能光活性化の効率決定因子

徳富光恵、井上頼直 (理研・太陽光科学)

光合成酸素発生系のMnクラスターは、 NH20H処理で解体され酸素発生能が失われる。

Mnクラスターを解体させた酸素発生系にMn
2φを添加し光を照射すると、 Mnクラスターが再

構成され酸素発生能が回復する。この酸素発生能光活性化の過程には補助因子として Ca
2φ

とClーが必要であり、また光化学系 11電子受容体DCIPが酸素発生能の回復を増大させること

がわかっている。本研究では、 NH20H処理を施したコムギ光化学系 11粒子を用い、閃光照射

下での光活性化の効率に対する Mn2φ • Cl-およびDCIPの効果を検討した。

閃光による光活性化の効率は閃光間隔によって異なり、閃光間隔をひろげていくと光

活性化効率は徐々に増大し最大値に達した後低下する。この光活性化効率の治大と低下は

それぞれMnクラスター中間体の形成速度と消滅速度に対応すると考えられている.系 11粒

子を 20mM Ca2+/150 mM Cl-/10μM DCIPに懸濁しMn2+濃度を増していくと、閃光間隔依存

仕!ま変化せずにすべての閃光間隔で光活性化効率が増大した。 Cl一温度を指加させたときも

同様の効果がみられた。このことはMn
2φ
とClーが中間体の生成速度・消滅速度を変化させず

に中間体の生成量を増大させることを示している。光活性化のMn2+濃度依存性に対する

Clーの効果を調べた実験で、 ClーがMn2+結合の解離定数を 1.7mMから 23μMに減少させるこ

とがわかり、 Cl がMn2+の結合力を増大させることが示唆された。一方、 DCIPは閃光間隔依

存性を変化させることがわかった。 DCIP非存在下では、閃光間隔4秒で光活性化が録大であ

ったが、 5μMDCIPを添加すると閃光間隔依存性は変化せずに光活性化効率が約2倍に増大

した。 DCIP濃度をさらに増加させると短い閃光間隔での光活性化効率は変わらなかったが、

長い閃光間隔での効率が低下し、みかけ上最適閃光間隔が短くなった。このことは高濃度

のDCIPが中間体の消滅を促進することを示している。

光活性化効率は3.0mM Mn2+/20 mM Ca2+/1200 mM Cl-/5μM DCIP、閃光間隔2~4秒で

最大となったが、この条件下でも酸素発生能をほぼ完全に回復させるためには 150~ 200発

の閃光が必要であった。光活性化条件での閃光照射による DCIPの還元量を測定した実験で、

DCIP還元の量子収率は5%以下であることがわかり、光活性化の，童子収率が低いのは光活性

化に有効な電子伝違反応の量子収率が低いためである可能性が示唆された。



lFa05 酸素発生系Mnの酪化還元滴定

磯貝泰弘・西村光雄 1 (理研・生体物理化学九大・理・生物)

光化学系 11(PS 11 )反応中心における光化学反応によって生じる強い酸化カは.政素発

生系の活性中心に蓄積され 2分子の水を酸化し分子状酸素を発生する。現在，酸素発生

系の活性中心には4原子のMnが存在すると考えられている。しかし，これまでのところ，

多くの分光学的研究にもにもかかわらず，酸素発生系Mnセンターの化学的実体は明らか

にされていない. 本研究では， Mnの PS11からの解厳に関して酸化還元滴定を行ない，

Mnセンターの状態について新しい情報を得た.

我々はまず，ホウレンソウ葉緑体から調製したPS11粒子を材料として， Mnの結合に

対する還元剤および酸化還元メディエーターの効果を調べた。その結果， PS 11粒子に結合

するE覧表在性蛋白貨を除去したCaC12-処理PS11粒子では Na2S204および圃ethylviologen 

の添加によって，結合するほとんどすべてのMnが，膜から遊厳してくることがわかった。

そこで我々は， CaC12-処理PS11粒子および種々のメディエーターを含む溶液の酸化還元電

位(Eh )を測定しながら，還元剤の添加によって遊厳してくるMnの量を調べた.その結

果， p H 6で〈標準水素電極に対して) 2 5 0 ・vおよび-1 1 O.Vの中点電位(E.)を

もち， PS 11粒子に結合するMnの全量に対して，それぞれ 60%および 40%に対応する

2つの成分が観察された.またその滴定幽線から，どちらの成分も 1電子酸化還元をおこ

なっていることがわかった.各成分の E・は， p Hによって大きく変化し 6より小さい

pHの領域で， -3 0 O.V/unitのpH依存性を示した o P Hが6より大きい領減では，

E ・のpH依存性は小さくなった.また，遭元剤の添加によってCaC12-処理PS11粒子の酸

素発生活性は匝害され，活性の Ehに対する依存牲を調べると， Mnの遊厳の場合とほぼ

問機な滴定曲線が得られた。

以上の事実から，還元AlJによるMnの遊般の過程には， (酸性pHで)5つの水素イオ

ンの取り込みを伴う 1電子還元反応が含まれていることが示唆された.また， Mnの灘般

に対する pKが 6付近にあることから， Mnセンターのリガンドにはヒスチジン残基が含

まれている可能性も示された o 11演では， Mnの遊般に伴う酸化還元反応の機構について
考察し，実験結果をうまく説明するMnクラスターの構造について議論したい。
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lFa06 系II粒子の酸処理におけるMnと表在住蛋白の脱敵・再結合と

S-state遷移の阻害

沈建仁・徳富光恵・井上鰻直 (理研・太陽光科学)

系IIの酸素発生反応は高濃度のNaCl処理または pH 3.0での処理により失活し，

いずれの場合でも失活した活性は Caイオンの添加によって特異的に回復する。 この Ca 

の回復効果については系 11に結合している Caの脱離・再結合によるものとする説とそう

でないとする説があり，まだ決着していないが， Na C 1処理が表在性の23と17kDa蛋白を

脱離させるのとは異なり，酸性処理は表在住蛋白を遊離させないと考えられてきた. しか

し，私たちは酸性処理中に表在性蛋白が脱離し，そして脱離した蛋白質は pHを中性に戻す

ことにより再結合することを見いだしたので報告する。

ホウレンソウからの系II膜標品 (BB Y粒子)を pH 3 .0で5分間処理し，そのまま

1分間違心すると，表在性の 23，17kDa蛋白の全部と 33kDa蛋自の一部が脱敵した。 pH

3 .0で処理した系 II粒子を遠心せずに中性に戻した場合には表在性蛋白が失われていない

ので，これらの蛋白質は酸性処理中に脱離し， p Hを中性に戻すことにより再結合したこと

になる。従って酸処理も NaCl処理と同じように表在性の 23，17kDa蛋白を脱離させる効

果があることが分かった。 EDTA存在下での光照射NaCl処理がdark-stableのS2-state 

を生じさせることが知られているので，酸処理中の光照射の影響を調べた。光照射しながら

酸処理した標品の酸素発生活性がCa添加により暗所で処理した標品と同じレベルに回復

するが， Ca無添加の場合，やはり dark-stableのS2が生成することが熱発光の測定から推

定された。 これらの結果は酸処理が光照射NaCl処理と同じ阻害効果をもたらすことを

示す。

酸処理の時聞をより長くした場合，33kDa蛋白も徐々に脱離し， 30分間の処理で約

1/3に減少した。これに伴い，系IIに結合している 4原子Mnの2原子近くが脱厳し，酸

処理がMnクラスターに直接影響を及ぼしていることが示唆された。 Mn原子 2個の脱離

と33kDa蛋自の脱離との聞にはよい相関関係が見られたが， pH 3 .0で処理した系 H粒子

を中性に戻した場合，33kDa蛋白は再結合するが脱離したMnは再結合できなかった.これ

は33kDa蛋白が 4原子Mnのうちの 2伺を安定化させているがMn原子と直接は結合しな

いというこれまでの結果と一致する。



lFa07 酸性処理による S-state遷移閥温度の上昇

小野高明，。井上頼直 (理研・太陽光科学)

高等植物の光化学系11(BBY粒子)を酸性処理 (pH3.0，0.C5分間)すると，反応中心当

り2原子含まれている Caの1個が脱離すると同時にO2発生能がほぼ完全に失活するが ，Ca わの

添加によって 80%以上の活性が回復する.熱発光グローカーブの形状及び閃光照射時の振動パタ

ン，ならびに低温EPRスペクトルの解析から，02発生の失活の原因は第一閃光によって形成され

るS2に異常が生じ，そのために S2→S3遷移が不可能になったためと結論された.これらの異常は

全て Caわの添加によって完全に回復されるので，酸処理はCaの脱離によってこれらの異常を引

き起こし，その結果として O2発生を失活せしめるものと解釈されるが，この解釈には Shen，Kaloh 

による反論もあり，今後の決着を待たねばならない.

この研究の途上で我々は，酸処理を受けた系11粒子では， S1→S2の温度依存性(閥温度)が顕著に

変化していることを見出した. 即ち正常な系11粒子では閃光1発照射による S2 Qs-電荷対の生成

が-4 O.Cでは正常に起こり，それ以下の低温領域で徐々に低温阻害が顕著となって -120.Cで

完全阻害に至るのに対して，酸処理系11粒子では同電荷対の生成がすでに o.Cで僅かに阻害されは

じめ，-40.Cでほぼ完全に停止してしまう.同様の結果がら-slaleに特異的な EPRマルチラ

インシグナルについても観察された.そもそも従来の

見解では酸性処理系11粒子はマルチラインシグナルを

示さないとされていたが，それはこの信号を誘導するた

めの標準条件(200Kで連続照射)に限定されており

温度を-5.Cにまで上昇させると，酸性処理標品である

にも拘らずマルチラインが誘導されることが判明した.

但し，こうして高温で誘導されたマルチラインは線幅が

狭く変形しており，以後の遷移を起こせない. C aの添

加でなく単なる温度の上昇によって EPR信号が誘導

されたことは，Caの機能が本来的なものであれ人為的

なものであれ，系IIのMn周辺の構造的要因をCaが支

配していることを示唆するものと考えられる.
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lFa08 光化学系11コア標品での水分解系の再携築

田村典明、蒲波浩之、穏苅

〈富山大・理・生物〉

伸之、井上 ~1 

光化学系11の酸化1Iに位置する氷分解系が、少なくとも光化学系11反応中心であるDl・D2タ

ンパク質上に存在することが定説化されつつある。しかし、水分解能を持って単厳された最小の標品

は、現在のところ、 01/02タンパク質以外にも4種のタンパク賀(47kOa/43kOa/33kOa/チトヲロムb559)から

なることが知られている。そこで、我々は、水分解系の最小単位を知るために、マンガンを欠いた標

品にマンガンを再結合させ酸素発生能を回復〈活性化〉させることを試みた.

再活性化には、l)Vernonの方法により単蔵した、 5種のタンパク賀からなるTSFlla(Core

complex)、2)1)の標品をOEAE-Sephadexやショ糖密度勾配遠心にかけより純化した標品、 3)Nanba& 
Satohの方法に準拠して得られた47kOa/0 1102/チトヲ日Lb559の4種のタンパク賀からなる標品(Sub-

core co欄plex)，を用いた。再活性化の条件は、以前に報告した方法に準拠した。

TSFllaやSub-corecomplexの再活性化には、 NH20H処理した系11標品(NH20H-TMF2)同様、弱光照

射を必要とした。 現在までの結果を表1に示す。我々は、 OPCを電子供与体として用いた時のOCIP

光還元反応に対する門n2φの臨書定数(Ki)を、マンガン配位部位へのその結合の指標として用いている。

TSFllaは州20H-TMF2に比べKiが5倍ほど増加し、処理によりマンガンの配位部位が修飾されている

ことが予想された。事実、再活性化のpH依存性は酸性側にシフトし、至適pHは5.5となった。また、

再活性化の際、弱い連続光の代わりに閃光照射した場合、至適の閃光聞の暗時聞が今まで知られてい

たものより長いことが分かった〈図1)。より厳しい処理を絡した釦b-corecomplexでは、著しい

Kiの増加がみられ、再活性化されるセンターの数は減少した。現在、再活性化の効率を向上させるた

め、標品の単続方法および再活性化の条件を検討中である。
l司 l 
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lFa09 化学修飾による 33kDaタンパク質の酸素発生複合体への

結合部位の研究

植木潤、和田敬四郎 (金沢大・理・生物)

光化学系II酸素発生被合体の33kDaタンパク質は、酸素発生に不可欠でマンガン

の保持と S状態の遷移に関わっているが、具体的な作用機構は明らかにされていない。今

回我々は、このタンパク質の作用を知るためのアプローチとして、化学修飾の手法を用い

て33kDaタンパク質のどの部分が複合体への結合に関与しているかを明らかにしよう

とした。 NaC1処理で 23，18kDaタンパク質を除去した光化学系H粒子を求核性

試薬(グリシンメチルエステル)存在下で、水溶性カルボジイミドである 1ーエチルー 3

一(3ージメチルアミノプロピル〉カルボジイミド (ED C)と反応させた。修飾が進行

するにつれて、複合体からの33kDaタンパク質の灘脱が顕著となるが、一定時間後に

まだ結合している 33kDaタンパク質をCa C 1.処理ではずしたところ、約 10残基

が修飾されていた。遊灘状態の33kDaタンパク質は同じ条件で約20残基修飾され、

反応時聞を延長しても修飾はそれ以上は進行しなかった。再織成実験では、前者は未処理

のものにちかい酸素発生活性の回復を示したが、後者ではほとんど回復を示さなかった。

これらの修飾タンパク質を種々のタンパク質分解酵素で断片化し、修飾カルボキシル基の

位置を決定した。遊厳状態の時のみ、修飾されている残基が 12あり、これらは33kD

aタンパク質が酸素発生観合体に結合していることによって、修飾試薬と接触し得なかっ

たものであろう。すなわち、結合に関与していたか、もしくは結合面にあったカルボキシ

ル基であると推測できる。これらのカルボキシル基が一次構造上比較的集中している領域

が3つある。そのうち二つは種間での相向性の高い領域で、複合体への結合に直接・間接

に関わっている部分と考えられる。またこの領域には酸素発生反応、に重要な部位があるか

もしれない。
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lFal0 記イじ学糸2コ了議合体の政t発生能に対多3リジlレ工シドペつ@
今ターゼ.Js.翌の知英

議拘洋子‘P.門。h帆tシ .村田記夫 t基生桶〉

光合瓜の光イじ掌Jh2-(糸乱3における酸患の搭生のメ力ニズム i志・払えの構造主と構主義域

分の楊催のl面盈tJ'g研犯がすすめ6れている，把内sの方法C.I q 8 s， f 9 iS 6 )に従
じ‘ t，ウレンソウ威薫D、忌銅製した「れコア複合体」左用灯、各タン/ぞっ質の梯段

検討した.

糸えコア複令体l手LHC. P主タとじた標ふであり、内在也の D.，0:ぇ，(4加~， CP4ク，
乙P4-3と表在位の 33kDタンパフ質局、!:j~ ~. Cc1:イオンと.はーイオンの存在下で
/ooo~ 0之/付・叫んム の晶し、敵3総生能刀計フ之じる.これを 3MU刷
。‘2MNa.仏でタR理亨ることによラ之 表在性 33ゆタンパク質をとリ稔くこヒがででる.
との 33kDタシ/マフ質を久じた糸えコァ榎令体毛‘ CZイ方シ、に2ーイ方ンの諮る下で，

画監案発生能力ttフておリ.モの元副主(;1糸又コア複令体の 豹1.;.0へ SoJ6である，
331<Dタン/ぐっ穫を矢υたき長えコア複合体主リ豆、lし工ン戸ペヲチ9ーぜて4時自邦軍し
(pHり、5，20・己〉 各タン/てつ質の分解と浪合払の酸系発生能力との相肉，岳ょが表在

性 33kDタシパつ質の被令体への再括合能の変イ乙を調べ‘た.

すぢに鮮当れてじる了ミノ酸配a'JtJ'出わかるように D， 1 ctt防? タン/てつ質ld-リシL
持基之もたず DぇヲンJでつ質ta:，乞個のりシン持基を持つ.これに対して乙P4っと乙f4.3

(-;1.各l細川シシ継げつ・このためツジルエンドペデ村ーぜほ 乙P4ク C陶

タ:'1マワ質を分解した.したがコて .リジlレ工ンドパプチターぜによる省解かι.CNワ
乙P43タ〉パワ質の働せを調ペることがでをた.

33kDタンパ7質之氏。た糸ぇコア種令体主リジlレエンドペプナ9ーピ 38siJf，叫て4
時陶界理したところ .乙P仰のワoro. Cρ43の守oi区が分解した.しoし 100-"1ん10，cR. 
10-M  Co..はみ在下て制定した酸患お生能にleJ:)をがみ$れなれた。また 331::Dタンパ7

噴の再説令にも差がみ日れなかった. これ己の事実は酸茎手会生に金婁な f~劃を Iëj.'êす刊f>\.­
ワラスターおよtよ331<.D9ンjぐっ貨の再絡令善Fイ立が D， J th.， Cゲ品開複令体の近侍にあ3
ミヒを庁、俊しtじる，
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lFall Betaine Protection of Oxygen-evo1ving Activity of 

Photosystem 11 

Mohanty， P.， Papageorgiou， G.C.， Fujimura， Y. and 
Murata， N. Nationa1 1nstitute for Basic Bio1ogy 

The photosystem 11 comp1ex of the oxygenic photosynthetic p1ants， 
composed of severa1 proteins， pigments and 1ipids， is embedded in the 
thy1akoid membrane and is the site of photochemica1 and e1ectron 

transfer processes that 1ead to O2 evo1ution and to the reduction of 

p1astoquinone. Except for three proteins a11 the proteins of 

photosystem 11 span the membrane. The three exceptiona1 proteins with 

mo1ecu1ar masses of 17 kDa， 23 kDa and 33 kDa are attached 
extrinsica11y to the 1umen side of the photosystem 11 comp1ex. 
High1y active photosystem 11 comp1exes can be iso1ated after 

treating thy1akoid membranes with detergents. Moreover， by combining 
further detergent treatment， ion-exchange chromatography and washes 
with concentrated e1ectro1yte solutions it became possib1e to iso1ate 
photoactive photosystem 11 comp1exes that 1ack various components， 
such as the antenna po1ypeptides， the extrinsic proteins and the 
ch1orophy11-binding core proteins. 

Remova1 of the extrinsic proteins from iso1ated photosystem 11 
comp1exes inhibits O? evo1utioQ， but this activity is restored by 

ゐ 2+__-' ~，-adding mi11imo1ar 1eve1s of Ca~T and C1- ions to the suspension. 

Photosystem 11 comp1exes dep1eted of the extrinsic protein become 

unstab1e and are inactivated within a short time at room temperature. 
1n this work， we have examined whether high concentrations of 

glycine betaine protect photosystem 11 partic1es， 1acking or not the 
extrinsic proteins， against inactivation. 1n the presence of 1.2 M 
betaine， the dissociation of the 18 kDa and the 23-kDa extrinsic 
proteins by washing with 1.0 M NaC1 was reduced. Simi1ar1y， betaine 
protected the photosystem 11 partic1es against dissociation of the Mn-

stabi1izing extrinsic 33-kDa protein by 1.0 M CaC12 or by 3 M urea 

p1us 0.2 M NaCl. 
Dark incubation of photosystem 11 partic1es at 250C for 3 hr 

inactivates the O2 evo1ution by 75%. The presence of 1 M betaine 

during incubation substantia11y reduced the extent of this 

inactivation. These resu1ts suggest that high concentration of glycine 
betaine can protect the O

2 
evo1ution activity of iso1ated photosystem 

11 partic1es. 
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lFa12 パルス光音響法による酸素発生機構の解析

森宏樹、 高矯正昭(甲南大・理・生物)

酸素発生は光化学反応中心の4回のターンオーバーで一周する周期性を示す。 プロトン

の解峰、熱発光、 E P R、紫外吸収などの変化にも周期性がある。 ごれらは酸素発生機構

を知るための貴重な情報となっている。本研究では、パルス光音響法を用いて S状態の進

行に伴う熱発生を測定し、周期的な変動のパターンより酸素発生機構の解明を試みた。

【方法】 ロ紙に吸収させた100μ1のホウレンソウ ps n膜(0.5阿 Chl/圃1)を気密の

光音響セルに置き、 6μsの白色閃光を照射 (4S間隔)して発生する光音響をマイクロ

フォンで集音した。増幅したマイクロフォン出力を、ディジタルメモリースコープを通じ

て、パソコンに導入した 8閃光を1シリーズとし、 10試料のデータを、試料以外から発

する光音響を差し引いて、各閃光毎に積算平均した。

【結果】 P S II膜はパルス励起によって誘導された約5圃Sの光音響を発する(下図、左

上)。との信号は500Hzから 10kHzの光音響に分隊することができ、 PS nの熱発生よ

り、速度の異なる、逐次的な種々の反応、が解析できた(右上) 0 880 Hz、および、 12.6

kHzの光音響(女印)を出す熱発生が、閃光回数によって変動し、 4閃光を周期として繰

り返すととが判明した。各閃光後の熱発生量は、第 1孟第 4>第 3の順であり.第 2閃光

後はほとんど熱発生はなかった。 すなわち、 S状態の変化はすべてエネルギー的に異なり 、

S2→ S3の変化が最も進みにく 光音容シグナル

いが、 S.→ S2、 So→ SIは容 終処理

易に進むと推定した.一方、 ト tJ:¥r/'1t/' Jí;\)\ti 山刷州司~へ'~J、町内情
リス処理 PS n膜では、 880Hz、 6 

12.6 kHzの光音響の周期性は無

くなり、食印で示された8.25 トリ λ処理

kHzの光音響が新たに認められ、 _AJ\tv、八N~の

酸素発生活性を失った結果余剰j ‘ 

となったエネルギーが早い反応 。
で放出されていた。 時間(mS) 
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一般講演

第 1日 3月28日(水) 午後の部

A会場 タンパク質・酵素

B会場生体膜

C会場分子生物学E

D会場組織培養

E会場成長調節物質

F会場光化学系E
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lApOl ジャガイモ塊茎において細胞内存在部位を異にする 2種のホス

ホ 1)ラーゼ・アイソザイム

森博幸、中野憲一、谷津克行、福井俊郎 〈阪大・産研〉

αーグルカンホスホリラ}ゼは、糖鎖非還元末端へのグルコシル基の転移を触媒する

酵素で、糖代謝におけるキーエンザムとして広く生物界に分布している。高等植物におい

ては、細胞内での局在性を異にするアイソザイムの存在が知られている。我々は、ジャガ

イモの塊茎と葉より、各々 2種のアイソザイムを精製し、その性質を比較した。これらの

組織には、グリコーゲンに対して高い緩和性を持つH型と、その約 1/1000の低い親

和性しか持たない L型の 2種のアイソザイムが存在する。また、 H型アイソザイムはプラ

スチドに、 L型アイソザイムは細胞質に各々局在していることが示されている。ここでは、

これら両アイソザイムの生理的な役割を明らかにするための第一段階として、これら 2種

のホスホリラーゼ・アイソザイムのクローニングと構造解析を行なった。

タンパク化学的に決定されたL型と H型アイソザイムの部分アミノ酸配列より、各々

2種のオリゴヌクレオチトをデザインした。これらをプロープとして、未熟ジャガイモ塊

茎より調製した cDNAライブラリーのスクリーニングを行い、各アイソザイムをコード

する cDNAを単線した。得られた L型、 H型アイソザイムをコードするクローンは、そ

れぞれ 966残基、 838残基より成る ORFを含んでいた。 L型アイソザイムの成熟タ

ンパク質部分の 916残基は、先に当研究室でタンパク化学的に決定された全一次締遣と

完全に一致した。これら両アイソザイムの予想アミノ酸配列の聞には、 2つの明かな違い

が見い出された。 1) L型アイソザイムのみがアミノ末端側延長配列を持ち、その配列は、

クロロプラスト局在性タンパク質の延長配列と同様、極基性アミノ酸、水酸基を持つアミ

ノ酸に富んでいる。 2) L型アイソザイムには、ペプチド鎖の中央部分に 78残基から成

る婦人配列;が存在する。ジャカイモ掬茎両アイソザイムに見られるこれら 2つの情造的相

違点は、それぞれ細胞内局在性とグリコーゲンに対する親和性の相違に直援的に関連する

ものと考えられる。また、両アイソザイム聞には、婦人配列と延長配列を除いて 63%の

相向性が見られ、活性部位周辺の配列は完全に保存されていた。
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lAp02 ヤエナリ液胞膜W-ATPaseの低温傷害

。遠藤千絵・前島正義・吉田静夫〈北大・低温研)

[はじめに]ヤエナリは低温傷害を受付やすい代表的な植物である。黄化実生を低温

下 (0・C)におくと、低温傷害反応は可逆的な初期段階(24時間)を経て、不可避的な段

階へと進行する(72時間後)0 初期段階では、組織の呼吸活性、タンパク質・指質の合成

活性等が可逆的に低下するとともに、液胞膜W-ATPaseの活性も著しく低下する 13.本研究

では、植物細胞の低温傷害を液胞膜H+-ATPase分子に着目して解析した。液胞膜W-ATPase

は液胞膜タンパク質の主要構成成分であり、 9種類のサブユニット(分子サイズ:68， 57， 

44， 38， 37， 32， 16， 13， 12 kDa)で構成されている2¥低温処理過程での変化を、 ATP

の加水分解活性、s+輸送活性、各サプユニットの量について解析し、いくつかの興味ある

知見を得た。

[実験方法および結果]発芽3.5日目のヤエナリ実生をO・Cで1日あるいは3日間処

理した後、下旺軸より液胞膜を単離し、液胞膜画分での解析を行い次の結果を得た。(1)全

日Pase活性は低温処理 1日及び3日で、それぞれ60%，25%に低下し、 ATP依存のr輸

送活性はより著しく低下した。 (2)液胞膜タンパク質あたりのATPase活性は低温処理3日間

で半減した。膜タンパク質のSDS/PAGEによる解析はATPaseの選択的な消失を示峻した.次

に液胞膜からATPaseを精製し、活性とサプユニット量比の変化を解析したところ、 (3)ATP

aseの比活性は、低温処理により 1日および3日で、それぞれ70%，65%に低下してい

た。 (4)さらに、処理3日目の組織から精製した酵素では、 32KDaのサブユニットが減少し

ていた。これらの結果から、低温処理にともなう漉胞膜W-ATPaseの活性の低下は次の2つ

の要因、すなわち、 ATPase分子の量的な減少と、 ATPase分子自体の機能低下によるものと

判断した。現在これらの点を、サプユニットに対する特異抗体等を用いて定量的に解析し

ている.さらに、 32KDaのサプユニットの欠落と酵素分子の機能損失についても論議したい。

1) Yoshida，S.， Katsuura，C. and Etani，S.(1989) Plant Physiol.89:634-642. 

2) Katsuura-Endo，C.， Maeshiaa，M. and Yoshida，S.(1990) Eur.J.Bioche..in press. 
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lAp04 E n d 0型. E X 0型ポリガ、ラクチュロナーゼの定量法

田中敬一、石沢ゆり(農水省果樹試)

高等植物にはベクチンを分解する酵素であるポリガラクチ a ロナーゼ・が広〈分布してい

るニとが知られ、細胞壁の物理的、化学的性状の変化に大ぎな役割を果たしている。例え

ば、トマト、西洋ナシ、モモ等の肉質は急激に軟化し、ポリガヲクチ a ロナーゼ活性が増

加するために軟化と関係があるのではないかと考えられている。従来、活性測定には還元

糖をSomogyi-Nelson法、反応液の粘度の低下を粘度計で測定し、 TLCの結果と組合せて

エンド型かエキソ型かの判定を行ってきた。今回、ポリガラクチュロナーゼ活性測定法を

改良し、簡便かつ精度良〈エキソ型かエンド型かを識別する方法を開発したので報告する。

ポリガラクチ a ロン酸の分解物を酸を用いて遠心沈殿させたところ重合度の高い物質か

らJI債に沈殿することが分った(第 1図)。そこで、基質のみを沈殿させ上澄液の還元糖含

量とオリゴガヲクチ a ロン酸含量を測定することにより、上澄液中の重合度比を求め、エ

キソ型かエンド型かを識別出来ると考えられた。

市販品を精製した 1%ポリガラタチ a ロン酸(シグマ) 20μlにポリガラクチ品ロナー

ゼ(シグマ)を含んだ酵素液780μlを加え、 30秒間反応させた後、 3分間沸騰水中で反

応を止めた後、 6N硫酸10μlを加えて溶液を酸性にし、 16.000rpmで 30分間遠心し、上

i登液中の還元槍を So皿ogyi司 Nelson法及び 1/ 1 0希釈液中のウ

ロン酸をBitter-lIuir法で測定した。その結果、 Somogyi-Ne1so

n法によるポリガラクチ a ロン酸分解率は 37%、Bitter-lJuir

法による分解率は 95%であった。また、重合度比(ウロン酸

含量/還元糖含量)は 2. 6でエンド型であると判定された。

この結果は、 TLCの結果と良く一致した。

要約するといポリガヲクチュロナーゼ活性の測定にBitter-II

uir法を用いることにより従来法と比較して数倍感度が向上し

た。2)粘度法じよらずにエキソ型かエンド、型かの識別が可能に

なり、判定のための分析時間が短縮された。 3)ポ 1)ガラクチ a

ロン酸の分解率の測定が可能になった。
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lAp05 イネ培養細胞由来の(3-G1 ucan Synthase 

O栗林都夫、木村信、伊賀上都夫1

(新潟大・自然科学研究科、 1新潟大・島・島化)

植物細胞壁合成酵素G1ucanSynthase(GS)には、 GS-1 ((3 -1，4-G1ucosyltra-

nsferase)と、 GS-n ((3 -1，3-G1ucosyltransferase)の2種類があるとされて
いる。我々は、イネ培養細胞から GS-1 ， GS-nの酵素活性を見いだし、その諸

性質を比較、検討した。 Linsaaier-Skoog液体培地により培聾したイネカルス

を、 50mKTris-HC1 buffer，0.5H Kannito1により hOllogenizeした後、遠心

10，000X g ，10Ilin.で不純物除去。上澄を 100，000X g ，60・in.の超遣心にかけ、

得られた詑澱を Tris-HClbuffer(without Mannito1)により suspendし、再度

100，000 X g ，60・in.で超遠心して得られたマイクロソーム画分を粗酵素液として

用いた。酵素活性は、 UDP-(14C) -G1cから転移された (14C)-Glcの量を液体

シンチレーシヨンカウンターにより測定して求めたo GS-1は細胞内オルガネラ

に、 GS-nは細胞膜に存在すると報告されているが、イネ細胞の場合も、グリセ

ロール密度勾配達心 (glycero130~80%) による分画の結果、 GS- 1はゴルジ体局

在住酵素 IDP-aseと、 GS-nは細胞膜局在住酵素 ATP-aseと、活性ピークの一教を
見た。 GS-1の五旦値は4.4μM、GS-nの基且値は3.0mMであった。 GS-1の活性
にはMg 2+又はCa 2+が必要であるo GS-nは Mg2+，Caれがなくとも活性を

示すが、添加すれば活性を促進する。 pH-opti削・は共に pH，8.0であった(但し、

GS-1は GS-nほど pHに影響されない)。ヌクレオチドは種類、温度によって

G1ucan Synthaseの活性にさまざまな効果を及ぼす。例えば、 GDPは GS-1の活

性は促進するが GS-nの活性は阻害するなど、いくつかのヌクレオチドは両酵素

に対して異なる効果を示した。現在、両醗酵素の可溶化について検討中である。
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lAp06 トウモロコシ葉の可溶性画分に存在するプロテアーゼ

古谷善明.高宮建一郎， (九州大・理・生物〉

[序] 植物におけるプロテアーゼの役割は， 0発芽時の積子中の貯蔵タンパクを分解し
てアミノ酸を供給する， 2)生長.成熟時における生体中のタンパク質の代謝回転をおこなう，

3)葉のセネセンス時にタンパク質をすみやかに分解しアミノ酸を回収する，等が考えられて

いる。しかし.種子のプロテアーゼを除いては.上記の役割と明かな対応が示されたプロテアー

ゼの報告は少ない。我々は植物のオルガネラの消長に関係するプロテアーゼを探索する第一歩と

して.トウモロコシ成業の可槽性画分に含まれるプロテアーゼの性質について調べたのでその結

果を報告する。

[方法] トウモロコシの成葉を細かく切り， 50園内 Tricine/NaOH(pH 7.8， 2 州問gC1 2 • 0.4 
門Sucrose)を加えてホモジナイザー〈バイオトロン〉で破砕した.破砕物を 220000xg2時間

違心し，上清を総抽出物として用いた.プロテアーゼの活性は，組抽出物を種々の条件下でイン

キユベートし， 1000C加熱で反応を止めた後 SOS-PAGEをおこない，注目するバンドの消失で調

べた.通常.基置としては組抽出物中の可溶性タンパク質をそのまま用いたが，時にはホウレン

ソウの RubisCOを基質としてくわえた。

結果:組抽出物を 2%SOS， 5%メルカプトヱタノール存在下でインキユベート後 SOS-PAGEを行

なうと.インキユベーションの前に 1000C加熱処理したものに比べ，高分子側の， RubisCO大

サブユニットを含む多数のバンドが消失し.低分子側(l・2万〉に多くのバンドが出現した。こ

のプロテアーゼ活性は， SOS，メルカプトヱタノールに依存し.至適灘度はそれぞれ 1・2%と 2・

5%であった。この活性はモノヨード酢酸.ロイベプチンで匝害されたが， P門SF'， TLCK， TPCKで

は阻害されなかった。また， Cu+ヘHg++，Zn++によっても阻害されなかった.この活性の至適
pHは 6.0であった。このプロテアーゼは 8SAを消化しなかったが，ホウレンソウ RubisCOを

消化した.以上の結果より.組抽出物に含まれるプロテアーゼは SH酸素であると考えられる.

このプロテアーゼは，分画分子量 5万のメンプレンフィルターで限外漉遇されなかった。部分
精製の結果，このプロテアーゼは酸性タンパクであることが示された。同様な酸素活性が賞化葉

の抽出物中にもみられた。今回報告したトウモロコシのプロテアーゼは.土井らの報告した

peptide hydrolase1 の性質と部分的に似ているが至適 pHなどが異なっている。なお.昨年度

の本大会で横田ら2は.イネの成糞抽出物に今回のプロテアーゼに似たプロテアーゼの存在を報

告している。

1. Ooi，門.， Shioi， V. and Sasa， T. (1986) Arch. 8ioche.. 8iophys. 250， 358・363

2.横田聡，前忠彦，牧野周，小島邦彦(1989)日本植物生理学会 1989年度年会

講演要旨 p.326 
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lAp07 光化学系 E膜のジチオスレイトール感受性4量休プロテアー
テアーゼの性質

桑原 朋彦(東邦大・理・生物分子)

膜結合型のプロテアーゼは一般に駿タンパク質のプロセシングあるいはターンオーバ

ーに関わっていると考えられる.チラコイド膜にも数種のプロテアーゼが存在することが
直後あるいは間接的に示されているが，精製されポリペプチドとして同定されているもの
は数少ない.我々は，ホウレンソウの光化学系 n般から 4量体(単量休のサイズは 39kD 
a)のフ・ロテアーゼを精製し，昨年の本大会で報告した.本研究では， このプロテアーゼの
諸性質を報告する.

[方法 TritonX-100を用いて調製した光化学系 E膜から. 1M NaCIでプロテアーゼを
抽出し，疎水性，陰イオン交換およびゲルろ過クロマトグラフィーにより精製した.酵素
反応は，水ー酸化系の 18-kDaタンパク質を基質とし.静素一基質混合液を 10・MHEPES-
NaOH (pH 7.0)に透析(室温)することにより行われた.透析物を SDS-PAGEにかけて基
質の分解を検出した.阻害剤jの効果は，酵素を 1011M匝害剤/0.45M NaCI/18・MNa pho 
sphate (pH 6.5)中でインキュベート (200C. 90 lIin)後. 1圃M阻害1fIJを含む溶液に透析
して調べられた.但し，微生物由来の血容剤の場合にはインキュペーションによる匝容剤
処理(1-10凶)のみで，透析外液は匝脊剤を含まなかった.
[結果と考察(1 ) DTTの効果一一本プロテアーゼは SDS-PAGEにおいて. SH還元剤
処理なしでは 39kDaであったが. DTTによる還元により 41kDaにシフトした.この結
果は，単量体が分子内ジスルフィド結合を有し，その還元がコンフォメーション変化を引
きおこして実質的な分子サイズを増大させることを示唆している. DTTは酵素反応を限害
した. このことからジスルフィド結合によって維持されるコンフォメーションが活性に必
須であることが示された. (2)イオン強度の効果一一透析外液に Na.CI を加えてイオン
強度の効果を調べた.10 mM HEPES-NaOH (pH 7.0)存在下では活性は. 2・MNaCIまでは
最多響きれなかったが. 5 mM NaC 1で阻害されはじめ. 50 11M NaCIでほぼ完全に血容された.
この事実は. この醇素がチラコイド膜に結合した状態で機能することを示唆している.
( 3 )プロテアーゼ阻害剤の効果一一本酵素は. N-ethy 1皿alei阻ide. p-chloro・ercuriphe
nylsulfonate. 1.10-phenanthroline. bipyridyl， phosphoraaidon. pepstatin Aで阻害
されたが iodoacetate. E-64. antipain. EDTA. EGTA. diisopropyl fluorophosphate. 
phenylmethy Isul fony 1 fI uor ide. 1. 2-epoxy-3-(p-ni trophenoxy) propaneでは匝容されな
かった. これらの結果から本隊素がセリンプロテアーゼでないことが示唆されたが，プロ

テアーゼタイプは明確にされなかった.即ち. (1)異なるタイプの阻害剤が効く，と共
に. (2) どのタイプでもそのタイプに属する全ての阻害剤が効くわけではない，からで

ある.現時点ではこれらの現象を次のように解釈している. (1)について;本酵素は本
質的にはメタルプロテアーゼであり.システイン残基の修飾によってもコンフォメーショ
ンが変化して失活する. pepstatin Aは基質類似物質として活性中心(付近)をプロック
する(2 )について ;チオールプロテアーゼ，メタルプロテアーゼの阻害剤で効かない
ものは静電的あるいは立体的に活性中心付近か ら排除されている.

講演では，上記の解釈と共に本隊棄の性質から推測される生理的役割についても議論
したい.
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lAp08 好アルカリ性細菌 BacillusYN-2000の c型チトクロムの

生育 pHによる量的・質的変動

。湯本 勲，福森義宏，山中健生 (東工大・理・生命理学)

好アルカリ性細菌里担ill虫色1calophilusや Bacill盟 主E里usRABのチトクロム含屋は，

中性のみでしか生育出来なくなったこれらの変異株のものよりも多いことやけ勺 適性好アル

カリ性細菌においても中性で生育させた場合より pH10で生育 させた場合の方がその含量が

多くなることが報告されている (2) そこで今回，通性好アルカリ性細菌也豆L斗旦.s.YN-2000を
pH 7-10で培養したときチトクロム含量が各 pHにおいてどの様に変動するかを，薗体，

膜爵分，可溶性画分を用いて調ペた.また，pH 10と pH8で培養した菌体より得た膜画分か

ら可溶化したチトクロムを DEAE-Toyopearlによるイオン交換クロマトグラフイーにかけて各

チトクロム成分に分醸しその溶出パターンを比較した.また， pH 10の培養において顕著に増

加が見られたチトクロム Eを精製したので，その性質についても報告する.

各 pHで生育させた麓体，膜画分のチトクロム含量は，その酸化還元差スペクトルより求め

た.アルカリ条件下で培加すると考えられたチトクロム cは，以下の方法で精製した.pH 10 

で崎議したE呈豆込主主呈 Yii-2000())留外u)]議緬抱摘出液を超遠心分離して得 られた膜歯分をl'riton

X-IOOで処理することにより可溶化したチトクロム旦をDEAE-Toyopearlによるイオン交換ク

ロマトグラフィーおよび SephacrylS-200によるゲル漉過により精製した.

pH 7-10にて生育させた菌体および菌体より得た膜画分のチトクロム含量は， pHが高くなる

に従って増加する傾向が見られ，特に c型のチトクロムの量的変動が顕著であった.また可溶

性画分にはチトクロムは存在せず，ヘムタンパク賓としては，カタ ラーゼのみが存在した.ま

た， pH 10と pH 8で培養した薗体の膜画分から可溶化したチ トクローム成分の DEAE-Toyo-

pearlによるクロマトグラフイーの溶出パターンを比較すると，双方において高指浪度で溶出

するチトクロム cは，見られるが，低温温度で溶出するチトクロム cは pH10で培養 して得

られた膜扇分にのみ顕著に観察された.このチトクロム Eの精製標品の吸収スペクトルは酸化

型で 411u に還元型で 553，524， 417 nllにそれぞれ吸収極大を示し， SDS-PAGEによる

分子量が約 10，000で高塩漉度で溶出するチトクロム c (分子量 約1，7000)とは明らかに

異なっていた.その等電点は， 3.9であった.また，このチトクロム cは本細菌のチトクロム

酸化酵素と反応することが観察された.

(1) Lewis， R.J. et al. (1980) Blochell. Biophys. Res. COllllun. 95， 857-863. 

(2) Guffanti， A. A. et al. (1986) J. Bacteriol. 1皇1，766-773. 
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lAp09 トマトにおげるフェレドキシン分子の組織特異性

上出住永子、酒井治美、和田敬四郎 (金沢大・理・生物)

フェレドキシン(F d )は植物の光合成組織では葉緑体の電子伝達体として機

能している。一方、非光合成組織(線、果実など〉に光合成組織では見られ，ない

F dイソタンパク貨が存在することがダイコンの根で明らかになった.和田ら

(1989)はダイコンの根には 3つの Fdイソタンパク貨が存在し、そのうち

一種は葉の Fdと共通で、他の二種は根に特異的な Fdであることをアミノ酸分析

と一次構造決定により明らかにした。我々は果実についても同様の現象が見られる

ことを予想してトマトの薬と果実の Fdを精製し、アミノ酸分析と一次構造で比較

したので報告する.トマトの果実には三種、棄には二種の Fdイソタンパク貨が存

在することが電気泳動の結果からわかった。それぞれのイソタンパク貨のアミノ酸

分析と N末端一次構造の結果から果実の三種の Fdイソタンパク質 (FdI. Fd  

II. F d皿〉のうちニ種 (FdI. FdID)は葉と共通であり、 Fd IIは果実に特

異的なイソタンパク質であると結論された。しかもその Fd IIは果実が成黙するに

つれて Fd全体に対して占める割合が増加している。これらのことから Fd IIの変

動は果実の成熟、すなわちクロモプラストの形成と平行しているらしく、 Fd IIは

クロモプラスト中でなんらかの機能をしているものと考えられる。しかしトマトの

果実に Fd IIと関連したどのような酵素があるのかはまだ明らかでなく、今後果実

クロモプラスト中での Fdを中心とした酸化還元系の研究が重要であると思われる。

【参考文献】

1.K. Wada et al. (1986) Plant Cel1 Physiol. 27(3) : 407-415 

2.K.Wada et al.(1989) J.Biochem. 105: 619-625 
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lApl0 非光合成組織におげる電子伝達系 ( 2 )組織特異的 FNRの

構造比較

。森ケ崎進、田中育代、和田敬四郎(金沢大・理・生物)

大根の白色貯蔵根から精製された FNR(R-FNR)はオ、ウレンソウチラコイド膜を

使った再構成実厳において、ホウレンソウ薬から得られた FNR(L-FNR)と同程度

のNADPφ 光還元活性を示した。そして、同織の方法で大根の薬から精製された L -

FNRの酵素学的性質は大棋のR-FNRのそれと変わらなかった.吸収スペクトルも一

致した.大線のR-FNRの補欠分子団としてのフラピンは FADで一般的に言われてい

るL-FNRのそれと一致した.植物の非光合成組織において FNRはグルタミン酸合成

酵素、亜硝酸還元酵素、亜硫酸還元酵素、チオレドキシン系などの還元型フェレドキシン

に依存した酵素に電子を伝達する系で、 NADPHからフェレドキシンへの電子の伝達を

触媒していると考えられる。

大根のR-FNRの分子量は大根の L-FNRのそれと比べて明らかに大きかった。更

に大根のR-FNRとL-FNRのアミノ酸組成を比較したところ、 T h r， S e r， 

P r 0， A 1 aの含量はR-FNRの方が多〈、逆に Glx，Met， Lysの含量は少

なかった.

また R-FNRはホウレンソウの緩からも問機の方法で精製された。そして大根のR-

F N R， L -F N RとホウレンソウのR-FNRのN末端のアミノ酸配列を決定した。大

根の L-FNRのN末アミノ酸配列はすでに一次構造の決まっている L-FNR(ホウレ

ンソウ、エンドウなど)のそれと非常によく似ていた。大綴とホレンソウのR-FNRは

互いに似ていた。一方、大根、ホウレンソウ共に R-FNRとL-FNRとはあまり似て

いなかった.

これらの事から R-FNRとL-FNRは異なる分子種であり、 R-FNRは線で、 L

-FNRは業で組織特異的に発現しているものと考えられる。そして R-FNRとL -

FNRは進化の過程の非常に早い時期に分化したものと考えられる.
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lApl1 ダイコンの根の ascorbateperoxidase 

1.純化

森村洋子、大厘俊英 1、三原俊一 1、猪川倫好 1

(恵泉短大、 1筑波大・生物)

葉縁体のascorbateperoxidaseについては浅田らの詳細な報告があり、光合成の

際に作られる過重量化水素の消去に働くとされている.我々はコマツナの根のアスコルビン

‘畿の消長に興味を持ち、 ascorbateperoxidaseの性質を調べ報告した〈植物生理学会

1989 )。今回は近縁のダイコンの根からの抽出を行い、精製を試みた結果、高い比活性の

酵素標品が高い回収率で得られたので報告する.

ダイコンの根をすりおろし、抽出用緩衝液と直ちに混合した。溢過と遠心のあと、

70%飽和硫安で30分間塩析した。その逮心沈澱を懸濁周緩衝液に懸濁し、これを疎水クロ

マト周緩衝液(35%飽和硫安を含む)に透析〈外液を 2国交換)した.これをプチルトヨ

パールカラムに吸着させ、 35ーは飽和硫安漫度勾配で溶出した.活性は単一のピークとし

て溶出したので、これをDEAEーセルロファインA-500カラムに吸着させ込 0・0.5"KCl濃度

勾配で溶出した。次に、セファデックス G75によるゲル泌過を行った.本酵素は酸素によ

り失活しやすいため、いづれのステップにおいても、筆業ガスによる気相の置換を行った.

セファデックスを通した標品は SDS-PAGEで単一バンドであり、その分子量はお

よそ28，000"本酵素は酸化状態で 415n.に吸収のピークを持つヘムタンパク貨であった。

Volu圃e Total Total Specific Recovery 
activity protein activity 

(・1) (units) (圃g) (units/・gprotein) (%) 
Crude 3，000 48，000 6，180 7.8 100 
Salting-out 34，560 1，916 18.0 72 
Dia1ysis 7，560 1， 667 4.5 16 
Butyl Toyopearl 36 16，378 118 138.8 34 
DEAE Ce11u1ofine 
A-500 50 16，644 20 832.2 35 
Sephadex G75 14.4 8，640 4.4 1963.6 18 
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